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製 品 種 目

ドッグ向] アスフアルト ルーフイ γ グ

ア ス フ ア ル ト フェノレト

イt 綿 ノ レ ー フ イ シ グ

，(: 1 綿 ブ エ ノ レ ト

司法、 H  Jレ ー フ イ シ グ

メ ル タ イ ト ルーフイシグ

キ シ マ レ ア タ イ ト

ヘ ブ ジ ヤ ジ ブァプリフク

ヨ ッ ト Y ブ 7 プ 3 ヲク

ρ  ｾｾフ ｹ プリザク

グ オ シ タ イ ト

い ペ つ な ニ オ イ カ f 寸ナッとず肖える/

曹司ョ昔 Ｑ 昆ｾＮＺｊＭ昔ーペ ＭＺＱ ＹＭ
トイレや時主に、ぜひお取付けください。

悪臭が? 円え、通気もよくなり、いつもさわ

やか。防水・防鈷も完ぺきで長寿命です今

トイレ .11庁主ffl 換気扇

コ ー ナ ー ベ ン タ ー

ＱＲ センチ ｃＳｾ u:j 面6，8 0 0円

月賦定価 7，000円

カタログ進呈 大阪市東局区内

ｾｦ 電話・応風ぬ事業部へ。
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鉄路を護る保線手と建物を護る防水工事

何れも 11 立たぬ蔭の{ f {Eですが絶えず何 T-J j の人命を、又総ゆる長. t 物

の.I.
J
命を黙々と巡って、大切な役制を恥してwります

メシヌルシif14成
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絶対不燃で、独特の美しい

パ タ ー ン の 夫弁 l吸音板

事、?、_ .;:噌，，，、

凡ゆる材' t ' t( こも施行 可能 な

l次付方式のロ γ クウール新製品

D  ::1 ｾ＠ :J - /1 13 ｾ＠ ｾ＠ ' J  Ji シ 民

保温 ・i呆冷 ・H及音t " こすばらしい |  全 ゆ る タ イ ア の ジョ イ ン 卜 に

性能の断熱・ l吸音 材 |  完 全 防 水 抜 きA 日封紙付

日

大阪支庖

東 京

東 紡 績 株 式

大阪市東区高麗 橋 5- 1 興銀 ピノレ

名 古 屋 ・ 浜 松 ・ 札 幌 ・ 仙 台

会 社

T  E  L  (202)  1301 

広 島 ・ 福 岡

す ま い を カ ラ ー 設 計 す る 美 し い 床 材

- 手呈よい弾力性

・美しい色 彩

・ 工 事 が 簡 単

・ 価 格 が 手 頃

己= ヲートVI NY咽

各 種 製品 リノリユーム・リノタイル ・N タイル ・スポンジシー ト

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大阪 ・大 阪市南区 ｊｬｬｦｬｬｾｐ ｉｔ 通り Ｔ 丁目Ｈ 三 和ピル Ｉ T E L  27l  - 5051  (代)

東 京 ・東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁目 (三和ピ‘ル) TEL 561- 1701. 2日4

美しい床材をつく って40年



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ートピ? 叩 t

上枠 ・上扉 下枠 ・下尻

( ピポッ ト・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用のi ! i I は御申込下さい)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大阪府和胞i I i 仙 沼 町 I の 4 6 電話布飽 (721) 7 .7  1  3  - 4  

東京 r. s千代田区神田三崎町 2 の26 電話東京 ( 332) 5310 .(301)(}103

I  

ZE522R川 鍛 Z 餅

本社 ・工島;

*; i - r 営業所

九州出強所

滋 賀 L 場

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 問 2 の1 T E  L  (458)  3631(代) - 5

点 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 の7 T  E  L  (272)  2  7  2  1  ( 代)

北 九 州 市 小 企 区 富 野 5 4  5  T  E  L  ( 52 )  4  8  6  2  

滋 賀 県 野 洲 郡 野 洲 町 三 上 T E L 野洲局 4 0 5

，1; 

4  

' ー
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@ あ な た の 忠 実 な … i

ドアーボーイノ

来 紫 綬 議 案 に 輝 ぐ 米

墨 田 彊 狙 宇

F 7・事Z噌"
事臨懇機器織縫灘酔強唖理想極経瀦初戦隊概噌棚機議鍾重量

E 本 金 具 製 作 所

製造元タマノ〈ぢ' I 案様式曾，世
型 1犬 優 焚

故 障 絶 無

ア ｽ ｾ ｾ ｊ ¥ヒルタイル ・・

ヤハ ス?ラス

木毛セ〆〉卜板

力ラ ーベ1ストス

ポード

ビニール加工板

メラ ミシ加工板

ス日 ＭＯｾ

ピ二床タイル

プリシト合 板

30メーカー代理匝

大 阪 ・ 囚 ツ 橋

雲安企li1震建材記

TFL (541) 1861 ｾ Ｕ ・ ＲＱＳＱ ・ ＲＲＳＳ ・ ＷＰＶＰ ・ ＷＱＶＱ



強 い ・ 美 し い

使 い や す い !
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住 友 金 属

5盆さに角形の{ 吏いやすさをプラス

・両端を閉鎖すれば 内面からの

腐食度はゼ口 。耐久力は抜群 0

・仕上材とよく調和し加工・組立

も簡単 o

H 強く 美しく 使いやすく "

現代感覚を生かすのに最適です 。

燃えない都市づくりのため

角形鋼管が 注目をあびてきまし

たL 欧米諸国では 角形鋼管の

シャープなもち味が早くから買わ

学校やビルを初め住宅などに

もどしどし使われています 。

・すぐれた断面性能 ・パイプの

れ



H 形 鍋 は 、 明 日 の 日 本 を 築 く パ Iノク ホ ー ン で す

〈細 幅 系 列〉

40' サイ ズ

〈中 幅 系 列〉

40サ イ ズ

〈広 幅 系 列〉

40サ イ ズf

120サイズ/ 伊、FF朔与したそ/

- 弊辛 lこでは 、 市 新 鋭 の ユ ニ パ ー サ ル ミ ル に よ っ て 5 0サ イ ズ の ( H 形富岡〉 を 製 泣 し て ま い り ま し た が、 こ

の た ぴ ( H 形 鋼〉 を い っ そ う 粍 済 的 に ご 他 府1 l 、 た だ く た め に 、 科 ウ ェ プ百万色 、 フ ラ ン ジ 幅 ご と に Jrt t!> の

見 な る サ イ ズ を 追 加l し 、 千 日1・120 サ イ ズの ( H 形 鋼 〉 の 製 治 版 ッ ど を は じ め ま し た 。

・ ニ れ に よ っ て 、 ほ ぽ お な じ ウ ェ プ if .'j吾 、 フ ラ ン ジ l陥 の な か で 、 投 If t- ' 二 応 じ て 、 JI {t; 巡 i の l析 1(lj 'l ' u mの ( H

形宙開〉 を I斗 111に お )1草ぴ に な れ る わ け で す 。 また、ご必' f l l c こ1，j 5 じて、 WJ lI 午 、 がJ人 で き る よ う に 、 京 五て ・ 大

阪 ー名 古 1モ の 3 地 Iヌーに 各 サ イ ズ の 在 庫 を当日。f { f l. 、 た し ま し た 。

〈特 ' 性〉

I司 一 定 震 に 対 す る 圧 縮 耐 力 ・ ・・・・ ーー・・・ー ・・ーーー ..・ ー ー・ー ーー・ー ー・ーーー ー広中高系列〉 中中直系. ，IJ> 細 中 高 系 列

l司 一 重量去 に 対 す る 曲 げ耐 力 ・ ・ ー ー ー・ーー ーーー・ ・ー ーー ー・・ー・・ーー・・・・・ ー・・ ー細中高系列 〉 中中直系列 〉 広幅系 ｾ ｉ ｊ

l司 ー ウ ェ フ 高 さ に 対 す る 曲 げ 耐 カ ー ー e ・e ・ ・ーー・ーーー・ー . . . . . . . . . . . . . . ・ー・ ・広中高系列〉 中 幅系 列〉 細 幅 系 列

〈主 な 用 途〉

広 中 国 系 列 ーー ーー・ー ・ ・・ ・・ーー・. . ・ ー ・ー ・ー・ ・・ 柱 材 、 基 礎 杭 、 山 留 材 、 ト ラ ス メ ン バ ー な ど

中 中 高 系 列ー・・ーー・ 0 ・・・・・・ 0 ・・・ 0 ・・・・・ ーー・ .. . . . . . . .. .. . . . ーーーー ー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ; t . 主材、 は り 材 、 桁 材 な ど

細 帽 系 列 ー ・ー ー・ー. . . . . . . . . . . . . . . ・・・. . . .・ー ー・ ー・ーー ・ーー・ーは り 材 、 桁 材 、 複合 材，五十 字 柱 、 ラ チ ス 柱〉 な ど

ｾ ｈ 形鋼 〉 のご似庁 ｬ に つ いては、勝利ゴ行場 ＺＧＱＱＱ 辿材サーピスｦ，ｉｴへお ｉｉｉｊ 介 わ せ く だ さ 丸 、 。 * * * * * 串 * * *

。 オ件情梨鰐以来 ( (20以



lt  甲種、乙種防火シャ y ター製造施工
|目

l  ・ 品 種 キングコールド ( 特 殊 チ ヲ メ ー ト 処 理j ・亙鉛メ y キ 樹 脂塗 料 焼 付 仕 上 |目

「 ・云 Ｇ Ｉ Ｏ＿ｾＢ｜ＢＧ ｉ ＧＩ［Ｍ • 画 スフリシグシヤ Ｑ ＧＩ［Ｍ ・手動式電動式シヤ y ター ・ 鮒 自 動 シ ャ ット

g昆

建築業者登録番号 ( チ) 第5 8 0 7号 制重・乙捜防火戸

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社・工場大阪市西淀川区{ 岡田T 4 丁目 3 3 番 地 電 話 (代表 ) 4 7 1 - 8 3 3 1

主応出張所大阪(お1)・7湖・東京(m )ー1171 ・名古島跡的33 ・京鰍7トお81・神戸時 1489 ・組問3川 ω ltの他全国主要姉市

. WI-Tを 自 由 に変え ら れ る ハ ー フ メ イ ド サ ッ シ

・無理のない合理的な設計

・設計から頂付まで一貫 したサービス

・安直 廉価

ｾヒシドルの

1¥- 7/1f ザγ シ

- オー夕、ーメ イ ド : アルミ、スチール、ステンレス サッシドア各式

g  

@  

日本スピンド ｊｾ 製 造 株式会社 金属咳型事業部

大。阪 営 業 所 大 阪 rlj 東区備後町( 綿業会館内) 也大阪 (202) 7991 ( 代)

茨木第一工場 大 阪 府 茨 木 市 太 田 新 田 60 氾茨木 (07262)4741C代)

茨木第二工場 大 阪 府 茨 木 市 太 田 上 野 氾 茨 木 (07262)5065・5066

本 社 兵J i I' E県尼崎r ! Ti':9! 江( 岡鉄尼崎駅北) 氾大阪 (401) 555 1  ( 代)

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区( 丸 ヒツレ403号) 屯東京 (201) 0875・3@05



驚 異 的 極 価 格

性能も乗心地もトップレベル

中 高 層 建 築 に 最 も 理 想 的 な

規格型乗客用昇降機

民 ＺＷＢＱ ぺＭｾ
定 貝 6 人 用 ・ 8 人 用

運転 条 件 交 流可 変 速 度 45 m/  mi n 

操 作方 式 セ レ クチ ブ 、 コ レ ク チ ブ

( 運転手 なし 乗 合 全 自 動 式 )

位 置 表 示 フ ラ γ シ ュ ラ イ ト 式

Jir， 釆 ;場、カコ・共 1 枚 片 引 自 動 廓

Ｈ七 フティ Ｍｾ Ｎ Ｏヂ イ寸Ｉ

来 場 寸 法 760市 X 2050吋"

@  日 本 エ レ ベ ー タ 協会 々 員

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てに画期的な

特 許

ｾマ吻 Ｗ ＱＭ
J - 3 0  

シュこ7 -

食 堂 ・唖 事 居 間

三 fll .  .! I.H"II 1  0  0  v  / '  2  0  0  V  X  H  P  

開 OIOe. m 2  5  kg 1忌タ)-i 車l!t 2 0 m  

カ コ 綱 相 有 効 5 0 Q x 5 0 Q x 6 0 0 叫

押 釦 式 全 自 動 事 転 ー 各 措上 下 引 骨 肩 付

出 入 口 三 方 向 a 由

会 帽 摘 が 壁 付 の た め 通 路工 事 簡易

M - 5 0  

宣 宜 ・ 旅田 向

三 相 官 flft 200 V MH  P  

同 組 鼠 50岡 市 分 直 J!J:. 3 0 m 

カ コ 摘 出 有 則'1 600 x  600 x  750叫 ，

押 釦 式 全 自 動 置 転 ・各 階 よ 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - l 0 0  

料 理 居 ホ テ ル ー 牢棺 桔 宜 商F苫

ー 工場 向

三 本目 立 胤 200 V I H P  

同 制 吊 l OQkg 悟 骨 組 J.a30 m

η コ5調ラゼ コ( i 尖h750 x  750 x  900唱 肉

押 釦 式 全 自 動置 転 ・各 階 上 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - 2 0 0  

三 打1"交 流 2 0 0 V  2 H P  

同 組 lit 2  0  0  kg 部 分 i車 J.a 3 0 m  

カ J . )羽目 9 0 Q x 9 0 0 X I 0 5 0 噌拘

押 釦 式 会 自 動量 転 各 階 廊 付

M - 3 0 0  

三 相 交 流 2 0 0 V  3 H P  

ｴ ｾ 岨 ￱ｬＺ 3  0  0  kg 毎 分 速 度 3 0 m  

カ コ 11唱，忍 1.  O O Ox 1.  O O QX 1.  2 0 0 唱 開

押 釦 式 全 自 動週 転 ー 各 階 廊付

タマ ｢Ｇｾ 工業株式会話
大 阪 市 西 区 京 町 掘 二 丁 目 三 十 番 地

電 話 441- 4748 ・0209 ・7788 381- 0822 ・2686 ・4527

東 京 支 庖

名古屋支庖

京都営業所

東 京 都 北 区 岸 町 1 - 9  T E  L 東京 ( 911) 4253 ・(919) 3062 

名 古 屋 市 中 区 東 陽 町 7 - 2 T E L 名古屋 (24)  0  3  7  2  

京都市中京区二条通西洞院西入 T E L  京 都 (23)  9  5  3  2  



アスヲアルト防水は年限保鐙す3

日本アスフアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 ( イロハ) 1阿)

地 区 会 社 名 住

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー ト K K I 札幌枇 三 線 4 ー l

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙台市二 日IIIJ l - 2

井 上 涯 青 工 業 K K 東京都中央区銀協W 2- 13

伊 藤 建 キオ K  K  東京都台東区 jj )手|羽 l尋問] 77

北 条 渥 青 工 業 K K 東京都中央区淡町 3 - 7

Y  K  金 岡 興 業 東京都新宿区柏木 5 - 1172

高 山 工 業 K  K  東京都千代田区神田小川町 1

涯 青 建 材 K  K  東京都中央区銀極東 3 - 11

関 東 地 区

桑 原 建 材 K  K  東京都文京区新諏訪町 6

大 和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42

マ サ ル 涯 育 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61

藤 弁 工 業 K  K  東京都文京区林町94

K  K  柏 商
4z2x h  

東京都千代悶区神田問問 II1I3

K  K  金 港 商 底 横浜市西区高島町 1- 1

| 中 央 建 材 工 業 K K | 名 古 町 一OIT 3 - 1  

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 1

日 新 工 キオ K  K  大阪市西区新IIIT北辺 1 ー 17

2  

2  

所 I lil 話

|②附 ・4426

|③駅7作79ω0 ②ω

( 541) 1974一5

( 871) 5311(841) 5729  

(551) 2676・4382

( 361) 5947・(371) 1337

- 8  I  (251) 0161- 3・1301- 2

( 541) 6945・7834

(921) 0448・0647

(891) 1144- 6・7155- 7

( 841) 8501・(871) 2851

( 941) 0271・2582

( 251) 8867・7517

@7846・8476- 7

F 6 6 J  

@6860・2574・0415

@3785- 6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 l ー l 52 ⑪2360・2030

⑫7195- 7・4467

⑪5976- 8  

近 倣 地 区 K  K  新 光 商 庖 大阪市南区1 ; 1111汀通 2 - 13 

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老総IIIT 2 ー 19

;青 フド 興 業 K  K  大阪市北区鶴野町34

一 | 豊 永 建 材 K K  l 広 町li叩 III Il 03

IJ 困 地 区 東 中 国 防 水 工 業 Y K 岡山市謄昼間T22

工 業 K  ; 1  高 松 市 内 腿IIIT

K  山 本 商 会 松山市立IIIT 2  - 95 

日 新 奥 業 K  K  延岡市本小路74

大 同 工 業 K  K  宮崎市揃通 6 - 82

九 州 地 区 K  K  工 材 ネ土 門司市大豆束通10T 日

安 藤 工 E事 K  K  福岡市大浜 1 丁目新IIIT95

K K  ｾｴ 原 建 材商会 鹿児島市上之困問T62

⑪0251- 3  

|@3567 

③22日・ 6302

|②納7

②2717・8422

4305 

8155- 6  

③1468- 9  

②6968・③5765

0 0001- 2  

日本アスフ アルト防水工業会関西事務所

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 ト 18 日新工業 K K大阪支応 (531)  5281- 3  



本 邦 最 初

(8 4  S モリフデン

ステンレス製)

最高性能・経済的・安全な

( 暖 房 ・ 給 湯)

営 業 品 目

オ イ ル バ ー ナ ー

瓦斯熱風暖房機

軽 油 ポ イ ラ ( 銅 水 管 製 )

重油全 自動ポ イラ

( 水省:z;7.7二製)

都 市

プロパン瓦斯ボイ ラ

( 銅水管製)

軽油全自動ボイラ 蚤 ils全自立，}j ポイラ 瓦 斯 ポ イ ラ ( 型録贈呈)

ｎｏ Ｎ ｋＲＰＰ ｾ＠

笠松工業株式会社

王子 ＧｙＧＺｉｾ ポ Ｍｆ
三 ＧＮＺｊＮ ＭｾｉＭｉ ーて，

a ヨ- F d k - F

王玄白j i J i _;t=

最大の規模最高の品質グ

三 菱

五 膏 ボ ー ド

五膏ヲヌホ- F

3届膏唖音ボード

sss サンエス石膏株式会社

制 売 ⑧ 日 東 石 膏 株 式 会 社

務日本耐火ボード株式会社

λ … 三 菱 商 事 株 式 会 社 i

東京協千代田区丸ノ内 2- 20 T E L.  (211) 代茨 0 2 1 1





経室、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚
』 ー

Ｘｾ ｊｩヌ Ｍ， ｲＭ ｩＧ ｉｾ ソイド
日ili ]':"IL子ンIL-7..f i タ

伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

h コーギンク本会 シールセ〆ント

日 漉 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八重洲1- 3

T  E  L  ( 271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東 京 都 荒川区尾久町 6- 101

T E  L  ( 807) 代表 0161 - 5

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀 川 区婦上ji!i り3- 39

T  E  L  (391)  0924- 5・2045・2079



- ・あなたのセンスがそのま、生きる

， 

伝統と技術にはぐくまれた美しい3 つのデザイン

判ポー

3 研 おμ 乗洋陶器株式会社

本 社 / 小 倉 工 場 / 小倉、茅ケ崎、 滋 賀

大阪営業所 / 大阪市東区高関紙 T el (231) 4518 - 9  

1  4  2  4  

@  

川口ョお量材F

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本 社 東京都高飾 区本 IB四ッ木町5 4  i1! 話東京(697)61 H  (代表)

東京世察所 車 京 師 干 ｦｾｭ 区 神 田怯本町 Ｑ 3  :rr 話 東京(291)4941 - 4946  

り11口ピル 1

文庫曾鐙所 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 3 3 電話大阪(271) 4 3 5 8 - 9



郵 便 は が き

ム一

A

ー一一 ー-・. . .一一一 ・ー・ー ー・・ ・ーーーー・・ ・ーー ー一一一ーー. . ... . . . . . .・ーーー- ー-ー・ーーーー・ーーー.. . . . . __. .ー可F 守ー. . . . . . ーーーーーー・ ーーー・ーー ーー・

大

阪

市

東
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三

七

5 円切手を

お貼り下きい

会員の頁用

日

本

建

築

協

一，

建

築

と

社

会

ー

一

会員の頁へどしどし

お便りを/

会

員

の

頁

欄

イ丁

昭和38年正月号より ，乙の「建築と

社会」誌に新らしく 「会民の頁」欄

を設けまして，会員の皆さんの声を

のせております。

協会に対する注文，掲載文 lζ 対する

感想，ど窓見，建築界のいろいろな

問題 lζ 対するど感惣，その他何でも

よいですから ，どしどしお便りをお

よせ下さい。 i会員の頁」欄:ζ 集録

していきます。 字数はハガキ: こ怠け

る程度でよいと思います。乙のハガ

キをど利用下されば幸いです。

掲載の分には粗品呈上

白木建築協会編集委員会



会 員 の 頁 原 稿

会員の頁へどしどし

お便りを.ノ

f交 職 氏 名

乙のハガキをど利用下さし、。

1. 字 数 600字以内( 原則として〉

長く なる場合は別に手紙

でお送り下さい。

自由。

内容も自由です。

掲載号を一冊呈上いたし

ます。

1. 粗品進呈掲載の分lこは粗品呈J : . _

します。

とく名希望の場合はその

旨明記のこと。

口

容

赦

1.) 切

1. 内

1. 掲

士ム{

 

所

1. とく名
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南海電鉄沿線住宅設計コンクール入

選者発表

審査風筑

日本J] 築学会昭和37年度設計鏡伎; 深周

「アパー ト (工業化を目指した) J  

全国入選一覧 ]C6::: 年3 月8 口

和 | 劫 初 先 12器

ｾ＠ I大n: ¥' 弘| 一 I

等 藤田口J巨大阪'tll 策事

1

1 陀 矧 修三 巾; 1と鉄骨工m '荘海

1年木 組 九州大学院 九州

2  

2  桑木 f下 九州大学院 九州

等
鈴木雅夫 九州大学院 九州

府
弘永百1日1 九州大学院 九州

古野 強 九州大学院 九州

l 府 大沢辰夫 日本住宅公聞 関東

3  J  2  

茂木 F且悟 九 大 九州

集団弘光 九大大学院 九州

君事

席

!tl l芭! D! 九大大学院 九州

3 民f 高m 問久 名古屋工大 東海

高田"i AJ <: . 1'[原諸{耳般計百f 関東

佳
遠藤弘子 前川国羽 ill 築事 関取

高官 J'.l介 大林組東京支社 関i.j，!

作

岡市泰夫 佐藤兄l 1' J m高司1関東

荒瀬 縦 耳E畑'tll築司I

南海電鉄沿線に建つ新住宅設計コンクール入選者発表

主催 : 南海電鉄K K，後援 . 日 本建築協会住宅委員会でかねて募集中の

線記コンクールの入選者が 3 月2 3 日審査の結果きまりましたので，報告

いたします。

入 選 8名 佳 f乍 10名

A i也|実 細 田 昭 三 (ずii 片足市) A 地l実 山数 敏 雄 ( 大阪府堺市)

柳ケ瀬教介 ( 大阪市〕

B  J山灰 畑中 康 ( 千諸県)
11 

C  J也灰 永島 馨 (東京初)

B  J也 灰 福 島 型組 ( 東京都) D  j 世代 清田美佐子 (東京間l)

佐 野 幸 夫

11 林 賢 次 郎 (耳'ua郎)

11 
( 東京都)

E地区 域所 宏 (川崎市)

C 地I叉 藤 本 武 男 (東京都)

F 地区 { 仲清井水 忠欣雄哉

( 神戸市)

(  11 )  

E地医 十包 博 昭 { 大阪市)

G J也区 海 野 早 男 { 櫛浜市)

F 地[ ヌ 酒井 孝悦 ( 大阪市)
。11崎市)

(  11 )  

G 地i X. 小野 為一 ( 大阪市) H  内田 実 ＨｊＮｊＡ ｊｾ ＧＨ 都Ｉ

審 査 経過 : 全同名地より 18 18名の応募笠録がされ，517  iill という多数

の応募作品があり ，力作も多く ，フド企阿 lζ 対するなみなみならぬ関心を

痛! さいたしました。応募者名位の御努力に対し深く敬怠を表します。

名建設敷地別lこ，あ らか じめ応募が民分されているため，審査に当っ

ては原則としてで きる限りそれぞれ入選および伎作を選ぶ乙ととし， ま

づ各敷地別 tc. 優秀作品をとりまとめたのち，総合的にfl 'f 主審査の結札

上記の通り入選 8l L 佳作 10点を選11'，いたしました。結果において，名

. l t ! ! i X . の入選および佳作点数は同一ではなくなりましたが， ζ れは例 えば

面砧，工費などの設 ｡ｬＧｾ 件への適否 ， 各敷地別の優秀作品の相互比較，

設 ［ ＺＱ 椛想、の ｾｉＺＮＩ 七の行虫ｾＨ～，ｾ［の ｊ 誌を検討のうえ決定したものであります。な

お佳作点数は募集当初'J 5 u を予定しておりましたが，年務桜査査:tκζ {'、

i増包加された ζ とを付 ;己いたします。

審査の進行について協力された南海電鉄住宅開発郎ならびに協会住宅

委員会κ 謝 ; 立 を 表 し ま す 。 ( 審 査 委 員 会 委 員 長 佐野正一)

「建築工事の機械化」講演会 本会後援

主催. 社団法人 日本m投機械化協会側丙支部

1. 口 l時: 昭和38年 4 月] 9日( 金) Ｙ ∞ ｾ｝ＷＮ ∞＠

2. 嶋 田7 大阪商工会儀所講堂( 大阪市北区賞品商一丁目)

3. ;持 師: 日本辿設繍械化協会関丙支部足吉川吉三氏

国l応J ] 設( 株) 建築工fh部妓師長野平 忠氏

( 株) 大林組研究室長官[ 1 位虫LG

( 株) 竹中工務広技術部長北山二十三LG

処設省主s築研究所長平f't ｾ ｛Ｈ 一 氏

大成J ] 設{ 徐) 研究部長三浦忠雄氏

4. 総司時料 ・( イ) 会民および協賛間体の会員は金筑) ( ) 円也

5. n' 込先大阪i I i 県区符町 ] - 50 ( 大手前五JJ 役会館内) 円本建設関械化協会関内支部

Ｈ電話 ＨＹＴ｝ＩＸＸＱＵ Ｎ ｾＩ



営惨波型石綿スレート・大波・小波・大平板

業惨厚型スレート

品惨関西石綿煙突・普通品・特製品・火口用

目惨メタルラス・リプラス ( 日米ラス )

関西スレート株式会社

品質日本一

の
日本工業保準規格 No. 161J ' 7- 噌スレート

手 :-Io.6500j' 皮司11スレート

法定不燃材認定番号 No.5009

本社 ・ 工場尼崎市尾 ｩｾ Ｇｲ｟［ 竹 ｊｊ ［ｔ Ｓ ＵＰ
'， li ，t月六似 ( 481) 8 8 4 7 - 9 ・7 3 1 0

営 業 所 取 点 . ー二ル 名前尽 . I  ｾＺ＠ J怯 ・広 .':五

• 

司.



日

分

間

で

完

全

接

着

⑪

 

合 プ レ ス 可 隔 の 噛音 U ポ ン ドC Hを あ わ せ 掴 使 用 下 さ い .

逮 乾 性 接 着 剤 の 決 定 版

くボ ン ドG 10新 発 売〉

( illIr，I:乞|全 ポ ン ド G 10) は . 合 成 ゴ ム

を主 成 分 と し た 溶 液 型 筏 稽 剤 て- .

塗 布 後 の 乾 き が 特 に 早 < . そ の 上

初 期 粘 精 力 が 強 〈 枯 増 保 持 時 聞 が

長 い の で・ 作 業 効 率 が グ ー ン と よ

く、イ更し、易くなりました 。

( i l l I 舵性 ポ ン ドG 10) は 建 材 及 び 木

工 用 と し て . 特 に メ ラ ミ ン化粧板・

プ ラ ス チ ッ ク ス ・ス レ ー ト・ 金 属

板 等 と 木 材 の 措予約 に そ の 効 果 を 発

干怒 し ま す 。

株式会社小西儀助商庖ポンド工場

園菌、ＮＮＮＮＮＮｾＮ

111 . " ， I 可

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 の 6 T  E  L  (231) 2047 

東 京 都 中 央 区 日 本締 本 町 3 の 1 T  E  L  (24 1)  5524 

産ρ 凍枝

シタィ ｊ￞ｾ、pζ ジ3

株式会社 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸 線 fti jjJj 5 ノ 3 5  

1111& (441)  5  4  0  8 ・5 4  8  6  

商 庖

砂 町 5

電話 (341) ω 07 - 8 ・岨36- 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 市 西 区 南 喝 江 大 通 1 町 1 9  1世 話 (541) 6161  - 4  

合名会社 利 倉 孝 商 庖

大阪市南区長嶋情 筋 2 ノ20 (j 且頓相官E停前)

旬結 (211)  0  5  7  1  4  

京都営鎌 所 京都市中京区河原町 !ll 川下ル 電 話 ③ 3 2 9 9

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 健 筋 2 ノ 3 6  

電髭 (632) 0  J  2  1  - 4  

限 会 社

田 町 1

電信 ⑤ 2 6 9 7 ・2 1  4  0  

タ テ パ ヤ シ 商

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル

電話 @ 44鎚 ・@ 一ω 71- 2  

広

広

社

電話 @ 7461- 3  

. 0.  

=  

岡 田 建 材 株 式 会

名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 - 8  

株 式 会 社 名 建 商

名 古 屋 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2

電 話 ⑫ 1329 .  2J 06 .  2817  

保

区 呉

久

市 北

株式会社

大 阪

有

区 荒

日 東 物 産 株 式 会 社

本 祉 ・名 古 屋 市 中 区 東 瓦町 3 9  電話 @ 6 1 7 6 - 9

厳阜拙 張所 ・岐 阜 市 竹 屋 町 2 7  司II吉 (3) 2201 ・2360

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  電話 ② 2 2 8 1 - 6

岡 山 ・ 岡 山 市 東 図 町 3 電 話 ② 7911 ・8169

禍 周 ・ 栂 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  電話 ② 556 6 - 8

③ 12 2 5 - 6  

関西三星タイル会員

建 材

市 兵 庫

石 井

神 戸



自然の光

そ

アヲリドーム

ア ク リ ド ー ム は 、 自 然 の 光 を や わ

ら か く 室 内 に 導 き 入 れ ま す 。

アク リド ームは 、強くて ｩ ｬ ｾ く 、

耐 候 性 に 白 ん で い ま す 。

ア ク リ ド ー ム は 、 付 属金 具 と

セ ッ ト の 規 格 品 で 、 広 範 囲 に ご 利

用 い た だ い て お り ま す 。

λ 三 菱 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

ｾ Ｂ［］＠ H  刻臣賞択的 ' f"}: 代駅u l ; 2  tn 8  ( 析光ピル} 司l Vl (281) 日 51( * 1り

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 '1' 之 ぬ 2 t n 2 2 ( 鋳Ol I U ピル} 割. . . 恒国12剖 I ();::I 町

名 古 風 支 前 れ，Ｎ ｾ ＡｴＡＮ ＢｩＧ ｉＧｈ｛ｻ 劇団内 Ｎ ｲ Ｔ ＮＮＮＮＮＮＮ Ｇ Ｈｬ ｴｈｉ ｴＧ，凸組合館 ｽ 電飴 ( 55) 7131  ( 代}

品It ρν
 ゐ

y

w

y

 

売

J

発

川

新

川

室 内 や 廊 下 を ソ フ トな 感 党 で

包 む が「タ イ プ の ゾ ラ コー トソ

フ トを籾721t言|・にご、f采f l r下さ L 、

ソフ トタ ッ チ の 落 着 い た 環 境

を つ く り だ し ま す

•• 
ツヲヨート

づヲト
ｾ関西ペイント株式会社

'  大 阪 市 東 区 伏 見町 5 ・ 東 京 都中 央 区 宝町 3

.  色 見 本 イｊＭ ｦｦ ｾ 鉱 ご ＮＯￌ［ｾ の Ｉｊ は［ｴ社 宣伝， ｩ ｾ ｚ (系 ま で
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階段 : みかげ石

壁 : 外国産大理石
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4.  E置 堂 ( 4 階)

)()t- ミネラートン

品号 線ベニヤバ不ル貼〈ニレ〉

ｉｾ ミ リノタイノレ

正面ステージ大日をII f l くと映写ス

クリーンとなる

-

- 設 計 者 の こ と ば

との建築は，いわゆるミ医師会館ミと開業医の検査部門強化のため医師会と大

阪市がタイアップして活動するミオープンシステムの臨床検査室ミからな って

いる。

敷地の条件を考察して

- 前面道路の l蜜喋から室内空間を守る問題

. 敷地東半分』ζ 残された旧館との総合計画

・アプローチ，特lζ 自動車利用者の導入方法

などを主な命題としてとり上げ，計画に当った。

建物中心部に設備( 便所，湯沸，ダク トな ど) を集中し，同 型K 耐震壁を設け

て梁聞を極力大きくとり，効率の高い自由な空間をえるととにより ，明日 IC備

えると同時IC，厳しい収容人員，予算の要求Iζ 応じた。旧館一階はパーキンク

スペース IC改造し，さらに新館li :J 地階と結んでスム ースな導入を号| った。また

新しい試みとして， 工場で仕上げられた P S コンクリー ト板 を タ 凶ζ 取付け

た。表現としては，コンクリー トの色相，材料感を主調と し，内部空間の機能

を外観にまでおよぼして構成した。

最後に ，終始積極的 K 支えていただいた医師会，大阪市の方々 ，短い工期をよ

く克服していただいた建設関係の方々に深く感謝いたします。
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大 … ン タ |  

位 計 回 避股骨十 工 務 株 式 会 社

施 工 不 ニ 建 段 株 式 会 社

電 気 工 事 中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

衛生 ・空 調 株 式 会 社 朝 日 工 業 社

5.  t虫 居 室 ( 3 階〉

天チ| 布 貼

'l!: :  el ラワンフローリング

日ミ ナイアンリノタイル

6. 談 話 室 ( 3 階〉

5  天11' : 1コラワンフロー リング

m 打放コンクリー ト

6  

白ラワンフローリング

床 ナイ 7 ンリノタイル

施 工 者 の こ と ば

不 二 建 股 株 式 会 社 山 口 吾郎

大阪メデイカルセンターの錨ヱ 1<: 当りまし

ては. :!lt 31下F務所の意図 IC対しまったく忠

実に 1二百lTを' IGU ! させていただきましたにす

ぎません。予定された則限 1<: も卜分間にあ

いました乙とは現場! n 噂が，行間いていた

lJ ;C闘だと i: l じます。とくに施主側はまうた

く普. Q: I<: 満ちた協 ) J をしていただき，作，ｾ

口ーI，il の怠，， 1<: 士l し常に激励をヲえられた

E とを心より感謝I j l上げる次mでありま

す。弘どもといたしましては ，まったく光

栄ある{ 上市でありまして，金大阪府および

大阪i I i の医附の方々のご利用になる殿セの

胞J: のど/ 11命を本り感謝と感散を持ちなが

ら終始しました。先 1<: 大阪府樹件医附会の

殿堂を完成古せていただき ，引続き ζ ζ 1<:

大阪府医師会の〆ヂイカルセンターを竣功

するにおよび， ζ れ1<: て全大阪の各医師の

方々 に関j 1 ! を持ち10ましたととは私どもの

最大の啓ぴでございます。工、 ｬｱｾ ｬＧ￭Ｇも 偶 然

にも各付帯投刷業I ' i ' ともどもライオンズク

ラブの所属 E で偶成され/ ; l i上の附神を町き

j(j ました乙とは ， 満足のさE りでどざいま

す。 E の施設が今後ト分活用され満足な成

以が何られる日を lUli 与しています。
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ＳＮ ゴルフ斜Ａｾ
場
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建築の眼
. 写 真 と 言 葉

ｾ築雑誌や建築図苫にはあじわいのある ｾｭ 写点が ＲＲ 日 ｉｃ 入っていて，われわれの目を

楽しませ，身近かに建築を伝えてくれるのでありがたい。しかし写真で知った建物を見学

して，意外にその印象とは巡った実感をうけることが多い。

また「淀どの日記」や「新平家物語」などＮの歴史小説を読んで ， 当時の街なりｾ物なり

を孤 ｬ ｊＮＡＺ的 ｩζ イメージできたが，乙ういう実感はｾｾ花火をひもといたり，歴史的政物を見学

しでも得られないものであった。

どうも「百Il f J は一見に虫nかず」とも「行見はーIl¥HC虫11かず」とも言えそうで，1112起を氾

ｻ渥し伝達する ζ とはま乙とにむつかしい。しかしｩｬＡｾ誌はものを通して生活空間をつくる乙

とであり，そ ζ で乙そ生きている。だから巧 Ｇ ＺｊＮ Ｇｲ 効果をねらったり， Ｑｩｩ 築を抽象的な三 ｾｉ ζ

置き換えたりするｾ勢は判然本筋ではなく，守 Ｇ ｊＺＡ ｲ やＺｬＮＡｴ ｾｋ 乙だわらずにのびのびとｾ築活

動を続けて行くべきであろう。 (SK)

圃 プ レ ハ ブ 住 宅 行 政

iJ: iftt 住宅が脚光を浴び、始めているのは，住宅建設が緊忽の社会的要請である乙との必然

的な成りゆきであるが，行政商では技術的分野K. 対する十日置が逐次進められている他は融

資，補助などの公的な援助はほとんど. 従前のままである。しかしながら ，目下のプレハブ

住宅が直面しているコス トダウン，製作粉1 t t の向上などの線本的な諸問題は，結局はある

一定且 D 需要? 盗* 7 ) 見通しと資金約tn延付けがど乙まで可能かという企業的な条件IC大き

くかかっている。 すなわち， モデューノレを含めたひとつの定型を生み出すまでの試作援

助，工業化試験 IC対する補助，コンスタントな需要! ( i i 1;ldC対する援助などについて政府の

財政措，( ( が極めて必要であろう。 1主築生産近代化の一環としてプレハブ住宅 K 対する行政

措置が主として技術指導の次元IC留まり，プレハブの企業的な成否という大きなカケの重

荷がプレハプ関係業者のみにしわ寄せされている限り，プレハプ住宅開発の哀の発展はな

か な か 困 維 で あ ろ う 。 ( T r )

. 建 築 家 の 自 覚

人間何が大切といって 11分の命ほど大切なものはない。その命の存否 IC直接手を下す医

師は j心者に全面的に信頼されねばならない。また彼ら1 ' 1身その占務の重大さをよく認識し

ている。それに比してわれわれの仕事ははるかに% の楽なもののように思われている。し

かし原始人類の生命を保護するアブリとして発生したｾ築は，複雑な現代においても ， 本

質的にはその閉じ目的のために建設されている。 ｭ ｺ 大な資本を投じて建てられる現代ｾｾ科

は数|ー人，数宵人の生命活動を保附し規制する。しかもその多くは人の一生に比してはる

かに長い期間存続する。かかる価値水準の llL5いi112誌が製図室におけるわれわれの引く線一

本で，現切における RIJ 断一つで生かされもしまた死ICもする。けだし，われわれの職ぷも

またはなはだ重大である乙とを思い知らされる。かくも山市な仕ーJJ をわれわれはf I 先の乙

とに乙だわり，つまらぬ芯地張り，虚栄，聞に合せなどで片付けてしまう乙とがありはし

ないか。施主に信頼されうるｾ築家の臼党が欲しいと思う。 Ｈ ｔ v)  

. 天 災 か 人 災 か

わが同は災Ｇ［ｴｾの多い同である。雨が降れば川は ｲｵ 濫し，勺が降れば交通は遮断 Ｘ れる。

長近趨r¥' : i JMヒリレについてがi:mや雑誌面をにぎわしているが，乙れも日本の経済成長が欧米

並みにエネルギーを義政し得た結果だとたのもしい限りである。辿築学会でもｾ設 Ｇ Ｈｪ の要

ぢ 訟で趨rJi JMヒリレ実現の可f雌を倹討して答 r! J したと聞いている。位間一般にはわが同が世

主 界有数の地辺国であるために，技術的に絶対に，ui い建物は辿たないように印象づけられて

5  いる。乙れが大きな街' ; ! f . となっている乙とも・F実であるが，現実の問題はわれわれの邸 j l1

E  rl 体にある乙とが明確になってきている。 n然科乍の分肝である工学の定義は別とし

2  て， に学はそのｬｉ ｾｪ 代の文化経済の発展 ｋｗ 献するものでなくてはならない。しかももっと

普 も経済 的 問の可能性を迫及しなければならない。 Ｔ 山の占 ｾｉ di の混乱は過去の都rlTJ 1" ii1UIC

Z  対する政治的純正| 岡性からきた結果であろう。

t  世論の求める易j 所K 盟必とする 116い辿秒j が悠たないとすれば， ζ れは地位国だからあき

3  らめよとすましておられるものだろうか，それは天災だからと。 ( UK)

• 
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特 集 | レ ク リ ェ ー シ ヨ ン

11  レクリ ェー ションの今日と明日

ヲ1 国民レクリェ ー シ ョンの 制度と施設

ソ- i / アノレツ ー リズム

スポーツレクリェー乙/ ョン

同 レジア産業とレクリ ェー シ ョン
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国 V ク Y ェー乙/ ョンの今日と明日

都市生活と V ク Y ェ- 1 ，/ ョン ー その現状と将来一

経済企幽 ＧｲＩ Ａｊ Ｇ Ｉ ｾ ， 鴻資 ｈ

林 賓

消 Ｑ ｾ 生活のなかのどの範 ｬ 却をレク リ ェーションと ＱＱ 子 ん

でいるのか，どうも，もうひとつ，わからない。

乙れは，人によってちがうし，たとえば，そうかと思え

ば，わたくし1 ' 1身，ときによって 巾をかえて，乙の言葉

を使っている。

t??通の家!Jj:
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レク リェーソョン{体育

(娯楽

i食，衣，VI せつ，mi ¥，休主主，洗身

必需 ｪ 的消 Ｑｾｻ 性

l療養

乙ういう分類表のよう なものをつくって， レク 1) ，_ー

ションとは，乙の範聞だと規定してみはしてみても ，と

うとう「消' flJ の全部にまで， レク リェーションという

言葉は，広がっていきそうな気もする。

しかし，今日のと乙ろ， レク リェーションとは，乙の

表でいっているレク リェーシ ョンの純凶として) j えを進

めてみよう。

それならば，乙乙でいうレク リェーションの悩閣で，

現在までのと乙ろ ，具体的には ，どんなととをする乙と

があるのか。

食 ; どちそうを，ゆっくり，たらふく ，食べる。

衣 : 美粧，美装する。

n民: 十分に l眠る。

休養 : ゆっく り休養する。

洗身 . 入浴を楽しむ。

性 : 遊戯として，性愛を楽しむ。

体育 ; 体操，ボディーピノレ，スポーツ各組を行なう

娯楽 : 芸術を凡1L¥l する ，美術を l' 1から行なう。

ゲームをみる ，ゲームを白から行なう。

乙んなふうなイメージが浮かんできそうである。乙れら

をひとまず内定してお乙う。

レク リェーションを，人は ，なんのためにそうするか

について，いろいろの立. h l がある。レク リェ ーションの

定義を，きりつめていくとき「休必，娯楽」だけが，以

後まで成る。その. t f f i } 合， レク リェーションとは「気分転

換」を目的としていると考えられるようである。しか

し，また， レクリェーシヲンの rt を拡大していくと，そ

のズーミングK f' leなって，いろいろの2 t ・索が入ってきて

つまると乙ろ「消沈 -般」と な り，その乙とは「ツ; 働ノJ

の育成J I人づく り」を目 的としているといった乙とに

なる。 上記の 中角度の湯合， レク リェーションとは「人

生をエンジョイする乙と j ぐらいか。

そ乙で，つぎにい乙う。

どの rj J のレク リェーシ ョンにせよ ， レク リェー ションに

共通な 「やり方」がある。そ れは，第一段階で人間をも

みくちゃにし，ゆすぶり ，パラバラにする乙とであり ，

m二段階で ，I怜かに，標準的なものに姻まらせ，感動さ

せる乙とであり ，第三段昨今で，そのまま深いI以りに入れ

る乙とである。やがて自 党めたとき ，その人r1Mは ，rrrmヴ

でよく調整されてノJ のみなぎったも のとなってい る。

係市生活は，とくにどういうレク リェーションを求め

るのか。

気分転換としては ， I労働街度」の高さからくるストレ

スをレク リェ ー 卜する乙とである。

と乙ろで ， 現 代日 本の出 ｾ￭ 市 生活では ， Ｑ Ｎｊ［ｬ ｾ立の不潔さ ， ィ、

整頓 さ，混雑さ ，反自然さからくるス トレスをアジ ャス

トするために レク リェーションが必盟だとい うもうひと

つの諜泌がある。

人によっては，乙ういう。つまり. l j ; ¥' .ぷの 11本郷市lよ，そ

うよくなるものではないので，その変りを， レク リェー

ションでのカノミー κ 求めるといういき方を拡大すべき
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だ。ボクは乙れ ( e反対である。都市のできの惑さは都市

のっくりなおしによって解決すべきであって， レクリェ

ーションによってなすべきでなし、。

ちょうど，いつもたベる食物には毒が入っているから ，

毒けしをもっと大盆に生産供給すべきだといってるみた

いだ。それよりも ，毒のない食物をつくることがさきじ

ゃないか。と乙ろで，食物の毒をなくす乙とのブj が，毒

けしをつくる乙とよりも ， 大 変 lζ 告が折れるから ，ま

づ，さきに毒けし製造に力を入れろというのであるなら

ばややわかる。

綿布の改造には大変骨が折れるか ら，まづ， レク リェー

ションの方で対応療法を工夫しておけというわけであ

る。が，まあ，多年あさらめきってきた H 本の都市屋た

ちに対して，建設技術と財・政が，都市計画を急角度lζ 強

いものとしはじめそうな気配をみせているようだ。そ乙

で，都市改造について，少しは，つよい乙とも考えてみ

ナこし、。

古s市生活であるがために必妥とするようなレクリェーシ

ョンなどというものがある乙とは，本当は都市の恥であ

ると思う。品 ｾＩ￭ｬ ￮ のできが恐いのだ。

「不潔J ， r不整I頓J ， r混乱」などは! 京始郎Tnのペル

ソナである。 r反自然」などは，前科学都市のペ J レソナ

である。都市生活であるがゆえに必要だというレクリェ

ーションについて，同' t i ' J を感じようと恩わなし、。

エア ・ポリ，騒音防止，建築総，建築物外観の整頓，以

外広告物規制，緑化などは当然のとととして，徹底すべ

きもの。

労働密度がますます高まる ζ とは都市生活に限らない。

で，あるから ，労働密度のゆえのレクリェーションを以

って，今後の都市 レクリェーションの本質云々というの

ではなし、。今後の都市レクリェーションの中心課題がそ

うなっていくべきだというのである。

そ乙で，つぎにい乙う。

現在の都市生活にあってのレクリェーションは，デコ

ボコした，いやらしく，いい加減なものである乙とを述

べていても与えられた紙数がすぐなくなってしまおう。

むしろ ，将来，都市生活にとっては， レクリェーション

はどういう方向に乙ろがっていくだろうといった予想の

ような仕事をした方がいし、。将来について，わたくしな

りのイメージを点描しよう。

ヘルスセンタ ー

1960年前後にあったような ，いい力n械なものとはちが

って，まづ，朝，起床後，E1悶むの上lζ ガウンでもはお

ってでかけてし、く。摂氏25度，湿度55;ぢの室内でク J レク

ルとはだかになると，そのままシャワーへ。シャワ ーは

きちんと目盛りの視度どおりの紛がでる。

18 

些からハブラシをー木抜きとると ，シャワーをあびな

がら口にくわえる。ハブラシにはハミガキ薬があらかじ

めくっついている。

5 E で台を踏むと上からシャン プーが降ってくる。

シャワーだけでなく ，もっとあたたまりたいときは j瓜

品もある。

i込後』ζ 熱}.!li¥室 ( 40

0

C ) 1ζ 入って天31ーからぶら下ってい

る大タオノレを一枚引きおとして，掃きながら吃かすと 15

秒で全身が1吃く。

更衣室ではめいめいの身体の各所の寸法をノマンチした

カードをコンピューターにさし ζ んで，ほしい積類のぷ

料のボタンを抑すと ， Ｑ Ｕ 秒以内に Ｍｴｊￌｾ いでてくる。

人々は ，下着や普段着は自分でもっている必要はな

t 、。 自分でもっているのは H古着だけである。

それから Po l i  sh Roomへ入って，精子lζ 肢を下ろす

と，迎髪，美顔，マニキュア，J - E . の爪切り ，中It 踏きが，

すべて 3 分間で終る。

f創立 ，ヘルスセンターの食堂で食事をしてもいいし，

家 ( e帰ってやってもいし、。

夕方 ，職易か ら帰ると ，まづ，ヘノレスセンターへいく

今度は ，まづ，ボディビ J レへいき ，ギァコン ・ノミ γ タ

ンやって一汗流し，それから ，入浴，J1I ぶという ζ とに

なる。

孤独屋 ( ロー ンリ ー・ ルーム)

そ乙へいくと，完全にひとりっきりにしてくれる，そ

ういうサービスを売る 1;5。

室の面積 5  m
2

， 

完全防音，1瓜窓，

完全エア ・コン ，

壁面発光パネノレ，変色白在，明度自在，

相L リクライニング ・シート ，

一室に客一人しか入る ζ とを許さない。

;g:がl民るときは ，インターフォンでボーイle r起乙し

てもらう時刻J を告げ，ついで，ボ安ンを押せば誘l監音

5 分間。同時に気圧が 196だけ増加されて， 呼吸を容易

とする。

やがて，ボーイが起 ζ しにくると，客が立ち上がるま

で，見張っていてくれる。

j'j中かに読蓄をするときは ，精子をよ己乙して。

また，音楽を浴びたい，音楽のなかに入りたいとき

は，ボタンを押すと ，ステレオがなりだす。

iiJ i K うかんだ乙とは ，ボタンを押すと ，監のなかの 7

イクが乙ちらの小声を十分に採ってくれる。

もちろん，乙の施設は苫き物をしたり ，原稿録音のた

めに使ってもいいが，第一義は! 盛りというレクリェ ーシ

ョンのためにある。



だれでも自宅をでて最大限450m歩くうちκ はヘルス セ

ンターやローン リー ・ルームにゆきあたる。

公共伽らん

何教の人も無神論者もそ乙へ入 っていくと ，ちょうど

行事のない1: 1 の教会や国会議事堂のような貝合κ ひっそ

りとしていて，大きな木の椅子があちら乙ちら lζ 沢山あ

り，乙れにJWかけて何日寺l昔jでも考えどとにふけることが

できる。

ζ ζ は，ローンリー ・J レームとは，また臭った佳さが

ある。心の奥底を洗うためにいい。

都市森林

だいたいにおいて， 1960年前後まであったような，日

本の郷市公園という奇妙な存在は ，しだいに影をひそめ

ている。

変りに ，ウィーンの森のような部厚い森林… 一一|封地 1

km
2

はあるよう な，そういうもの・ ・・・が市街地のなかに

ポカリポカリとあるようになっていよう。

乙の森のドtJ;中』ζ 200m平方くらいの芝生があるのが新

. i i l l である。

市民は，乙乙で足をの l:fす。

スポーツ施設

1960年l筑までは，スポーツとは ，大衆にとって眺める

ものであったのが，だれでも ，クラフ' へ入れば，すぐに

やれるようになっている。

都市でのスポ ーツ施設がグンと増えているからだ。

水泳，陸上，ボーリ ング，テニス ・… ・ー。

女性のために

1960年前後に ，すでに発生している女性向き劇場， レ

ス トラン ，喫茶j苫，ショッピング ・センタ一等 々はます

ます大規模なものと なっている。

旅行

旅行は ，今後，市民生活』ζ とって，ちょうど入浴のよ

うに必需化されてくるだろう。

労働密度の高さからくるストレスの深脳部分は，旅行

によら ないと他のレクリェーションではとれないという

乙とが一般に知られている。

旅行は ，1960年前後のよう なストレス倍増効栄をもた

らすものでは な くなっている。

法律にもとづく国民有給休暇旅行制度によって，国民

はだれでも年間 2 - 3 週間の旅行にでかける義務があ

る。

また，いったん予約した乗物の座席，? 7 i 屋の部屋など

も，乙れらをキャン セJ レするとき ，あらかじめ，キャン

セJ レ保険 lζ 入っていれば，だれにも迷惑かける乙とな

し気安くキャンセノレできるので，旅行の; 十画はまった

くLl lll なものとなっている。

従来の国立公園，国定公l週といったものは，今ではい

づれも行って刈ってくるのに ， 4 - 5 1時間程度といった

郊外公ωの性中11をもたされてしまっておりたは，その

利用者には，外国人のブj が多いといった盗 lζ 変ってい

る。

| 川、人の多くは，もし旅行らしい旅行をしようと思う

ならば，海外にでる乙とになっている。

"7，' lハ 3
0

500 人采りの航空機によれば，ロスアンゼ

ノレスへ，市極へ，ロー 7 へ，いづれも片道 3 1時間であ

る。

酒色のたのしみ

どこの郎会でも ，デタラメのかぎりをつくした .fi Jが

あった方がし W、。ただし，省苦笑) ] だけはいきわたりえる

ようにはじめから設計する。

失恋、小路，合唱酒場，メリーゴーラウンド，こ乙では

環境からくるものでもない，労働詮i良: からくるものでも

ない，もっと個人的な椛私からくるストレスを雲散す

る。

i控ぶところというものは，あっちの沼市，こっちの都

市[ζ ，ちょっひりづつあっても面白くない。遊び場とい

うものは，一団地 1 km
2

づつはあってほしい。世から口

本を乙めて，世界中の都市のし、かなる種類;のものにま

れ，遊び場の問J : l l i が直径900m ( 8 丁) の規模をもったと

き，はじめてI i 沫」をえているわけである。

また，乙のための勢)]Im人口はおおよそ 100 万はなく

てはならない。

乙れに遊びにくる人たちの片道時間距離の汗容限度を

45分とおさえると， 1960年前後の交通事情をもってすれ

ば，半径20kmを超える乙とを許されないが，将来は，都

市IUJ交通の高: i i l i 化のおかげで，おおよそ，半径50kmまで

の拡大を許されるだろう。

結裂として，直径 100kmー| りであるならば，全国大部

分の場所で，Ｇｬ［ｾ 住人口 ＱＰＰ 万をうる乙とが可能である。

とにかく ，自然地への旅行によって， I:i s市民は太陽を

よく吸収して帰ってくるだろう。

乙の場合，粉進おとしがほしくないという仁は，イン

ポである。忠、必堅固なるは日IJ として，乙れも一つのスト

レスであって，そ乙で，都市の機り場はできるだけ ，た

のしくしなければならなし、。
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編集子より : 1999年のレク リl時代の大阪」というテ ー7 で何かものにしてほしいという

ど依頼をうけ，われわれグループは， 乙乙で何を認り ，布;J を表現し，何を訴えるべきかと

議，i6ui'fl l'，- 結決，射|時点、を 仁台』こして， 19991，ドになれば ，大| 阪の舛台は乙んなに怠IJ られ ，

大道ｾ 1  (自ill 市施，没) も大 Il uc変るだろうというイメージを -f?( の多「として，以の1.1:3ι うか

れてど倣露する次第です。



- 赤旗を掲げた賃上げ斗争はみられない。 i春斗」という言葉も，過去の言葉となる。

賃金は人間が生きるための芯本条件として平等に確保されるだろう。

Ｎ ｾ活のリズムは背くから週 ・ 月 ・ ( 四季) ・年単位 fc : 1 5 ・えられているが，迎リズムは

相当 l乙くずれるだろう。すなわち，相対的時間の経過が速くなる乙とを: ¥，11床し一一乙れは

労働 ｈ 与 ｉｈｊ の短縮 ， 余暇の ｪ 科加 ｬ こｻ、Ａｾなう ＧＱＢＮ［ 市テンポ ・ 振 ｲ ｴｊ • ｾｉｪ ［ｴ［の型の変化によってである

今かりに昭和38{下2 }] 23bl ) j 似j 千? の先表した 11/1和37年の労働実態を誌にし，月平均ー人の

労働時間( 趨過効務を合んで) が 1 11与IU l づっ短縮されたと，非常に低く見積っても ，1999 

' 1' -には，週40時間労働となる。 ( Fi g .l )

・ 平 ｉ ｾ ｉ 8 時間労働と仮定すれば，土117i' ， f1 si ' i ! はまったくのフリータイムとなる。所得の

WIIJII と相まって，生活のテンポは述くなり ，生活活動の仮巾は大きく ， さらに生活の型は

多草n多級となる。 ( Fi g. 2)

・ 乙うした中での人間ＡｩＦ Ｇｴ ， Ｇｩ は ， 現在よりも，より例人 ｬ 乙徹すると同 ＱＱ 寺 ｬζ 地域 ｾｉ ［ｪ ｬ として

の民主的組織の形成をうながすだろう。更に数人のグループとして作活チームが編成され

レクリ時代に適した社会災同形成をなすものと思われる。

- すなわち，一人一人が ICI 分の ) i 働住所をみつめながら . i'I 分の粁j 神的健康竹恕， エネ

ノレギーの再生蓄積を行なう，午前態度が充分身につき . 1999{ 1ムは住所革命の一応完了した

時代である。

Fi g ，2  生前ーのサイヲルの説明

. !t m・の周 JPl は労働時間の短絡K より早くなるだろう。

時 代 的 背 景

Fi g. l. 労働時間HJ2花

@  

@  

Fi g .2 中前のサィ 7) レ

- 仮r I l を仮K 時lilJ 'l !位当りの生活行ifli J係欽( 総生m行動距離/ 都市規限からみた際司直行動距離/1I !j 11日) とすれば，大きくダイナミツヲとなる。

. d J l . 型は生前のパグーンとして表わされ，多I D l 多織となる。( たとえば，( ィ) ( ロ) ( ハ) ..... .)

< コンビナ ー 卜・エリア>

E 工業生胞はかつては「臨海性」のものであった。今のr I 本ではその「大隊側」の121宮

さにものをいわせ， 乙の大限棚の海底 lこ先日まれた交通格子の交点 !C. JIJ 筒状の「多l f 1 工湯

」すなわち「生産ユニット J がセットされるという形をとっている。今やコンビナート ・

エリアはめまぐるしく変化してゆく技術体系にも ，すこえず順応してゆける。というのも「

'j:_Pr i . ユニット」をその時点の技術体系にあわせて，水中であるため符易に索引船と気球船

の ｴｊ ｊ，Ｉ｝で別の交ＩｾＨこ移動させうるからである。

ζ れはまたグイヤモンドと通事'1¥されている。というのは，それがダイヤモンドれ111l i l t 体の

ように六角形をr .H 形として行機的 lこ紡令され，相互に述契しあっているからである。

< リング>

コンビすート ・エリアで生産された完成品や半製品は. 60{f 代に大阪市と称されていた

いわゆるインナーエリアを ｪｦｦｩ らずにＨインナ ＭＨζ とっては不ｾな迎過交通であるけ乙の

リングにある 1' 11 ) ) ) 化鉄道やオート ・オートによって迎ばれ. I司じくとのリング l'すにある合

]，j.' ( 仕分ぷ) ，' : i . ) や. '1需L; 陥 u也に巡(i れる。乙乙であるものは完戎川』こなる。 ζ れらの、ド

製品を介む製品は，インナーにある流通桁イ ｾｾｾｬｾｓＮ すなわちマトリックス ・ センターの指

令によってアウターや 11ｊｪｾ各地の必裂にぬ、じて鉄道やオー ト によって迎ばれてゆく。

( アウターではオート ・オートは未だ判及段断に達していなし、。)

また ζ のリングへはインナーに必 ｩ Ａｅなコンビナート以外の製品 ＨＯｾｩｦＡＡ 製品を介むＩもい

ったん乙乙 lこ述ばれてきて11:分され，インナーの作ブロックのオート ・オート ・ハーヴァ

都 市 構 成
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ダイヤモ ン ドリン グ模式図

園園田 才一ト・オー 卜目 7 ーテリー

JfIDI f リング

4・， 

へ巡ばれてゆく。乙の運搬手段は，オート ・オート ・

パン( へヴィー， ライト) である。仕分けもコンテナ

ー単位でなされ，ほとんど自動化されている乙とはい

うまでもない。

このリングが発明されるまでは，大阪のような m

射状十絡子状J 'r ，j ) 市構成ではダメである。 i 動物の背

悩システムでなければならない リ とかいわれ，大ゲ

サ』ζ 「構造改革を ! J とかH呼ばれたものであった。し

かし乙の リングの発明，オート ・オートの導入( オー

トの追放 つ は「古い ! J といわれていた「放射状+

物干状」都市構成を生かしてくれたのであった。

乙の リングと大阪湾のコンビナー卜は i ! t 沌+疏. i i l l

J の一つの体系をなしている 乙とは今までの報告でお

わかり願えたと思う。乙の体系を，あと数ヵ月で2 11世

紀人になる「なにわっ子」たちは，おもしろおかしく

「ダイヤモン ド・リング」と呼んで，年 lζ 一度は家族

や知人うちそろって，その壮大なメカニズムを見学κ

いき ，相も変わらぬ，ダジヤレをとばしている。

リングの外であるアウターではオー ト・オー ト・シ

ステムが普及していないため，そ乙からオ ート でやっ

.，汗YiY オートメ・リモー 卜コ ントロールド・コンビナー卜

三 三 コ ミュニケーション ・セ ンター

てきた述中は，乙の リングで「履きかえ」をやる。オ

ート からオ ー ト・オートへのあるいは他の公共交通機

関への「胆きかえ」である。そのために， 乙の リング

は単に「玄関J とも H千ばれる乙とがある。

< インナー>

乙乙インナ ー は ， かつて「専門的職事 ｬｕ といわれ ｾｊｦ ｦｦｩＺされ ， 若ものたちのあ乙がれの的

であった人たちの活放の場である。別の乙とばでいえば研究者や実務家の中のいわゆるス

タッフである。いわゆるラインの仕事はほとんど「電子事務機君主システム」が日がわりし

てくれているからである。乙の「自動ライン ・システム」は，乙乙インナーのかつてのグ

ランド ・レベノレから十数メート J レ上の「歩行者デッキ」を支えている構造物に内蔵され ，

そのデッキより 上 で行われる粕布 Ｑ Ｑ 的 Ｙ＼ｉ ｝ＨＱｾ 労働を支えてくれている。

「型i 門的職種」の人の活動の場であるといったが，決っして他の人たちを追い出すわけ

ではない。実は99年には「専門的職種」以外の人はほとんど存在していない。ほとんどの

ものが「専門的職騒J のものである。 o.'r のJJ 味で「盗か」である乙の社会では，ただも

のを売りつけるためにだけ ，俊秀な人材が駆りたて られるという乙ともない。)

乙のため肉体的な消' d : が乏しくなりがちのためにたえず，知と肉体のアンバランスの危

険がある。したがって，かなりの高密なこのインナーでも ，- nの生活リズムの中での肉

体消印の坊を， つまりインナ ー ・レクリ ・エリアを必要としている。 ζ れは，より緊密な

↑it 報交換の場としてコンパク ト性を要求されるインナーにとっては一つの矛盾した必E- で

ある。乙の矛盾 した袈求を阿J l . させる乙とが多年 lζ わたって都市; 汁図上の主要課題であっ

た。乙 ζ では労働の坊を「高く積み重ねるJ 一方， レクリを単位スペース当り効率のよい

卓球，ｾＮｊ ｉ 球 ， プ ーノレ，ボーリングなどに限る乙とによって乙の矛盾を解決している。アウ

ターやリージョナル ・レクリ ・エリアではよりスペーシャスなレクリ要求が満たされる乙

とはいうまでもない。そのためインナーは迎リズム ，J j リズムでそ ζ へ人の波を送り 11' ，し

ているのである。季節どとには他のリージョンへ。

• 



またここインナーでは「工場J や「問足」がなくなったために，またいっさいの生活妨

害が存在しないため，実はもっとも快適な居住環境が創り出されている。ただコンパクト

1ζ 収めるという要求が「庭つきの家J ( それは今でも強い) がほしい人たちの豆求を充分

には満たしてやれない乙とはやはり梢みである。しかし住宅設計家たちは，できるだけ「

庭っきの家」を慾てる) ブ'j ，ii': il i ' l住宅 l乙も !ι tかな「パ J レコニー庭| 詞J をもちこもうとして

大きく紛Ｉ｝を ［Ｑ［ｾ ｊ ｬ 、ている。

インナーは↑ 141報交換の場である。大阪リージョンの諸; 市裂の淵有; j I ; 怖があり，11: }G. ・流通

の指令ｾ， Ｉｾｓ がある。火化的 ， 技術的 ， 体系開発本部といわれるものは，もっとも大きい松

物に入っている。芸 ｕ￯ｊｬｬｬ 問Ｚｾ ， }Ir. 体11央阿加も二，でにとどまらず，西日本におけるもっとも

新しい試みは乙乙大阪のインナーでなされる。情報; : > ( ，qj'lの場である肉省白I{ は111 界述) { ¥のw

アジア分館 lζ なっていて，マイクロフィルム) 111 ( フットデッキの下却にある) に収められ

リージョンの各住区間古館lζ 間報を送っている。 i 良t r，)t科lill ;f.:苅IJ はかつての「病院」と

呼ばれたものが ｹｬ ｬｽ｝ 医学側面を加味するにとどまらず ， より積極的な ｦｩｬＱｬ ｔｉ￮ｩ ， つまり弘 ｴ 日 ｾ ｦｲＢ￭

J l J l 医学を導入するととによって成長したものである。乙乙では「たべもの」と i fi l WU の

関係も探究され，各急iilii 令減食品コンビナート( 版業 ・漁業基地にある〉やJ也j或食堂の製

造術噂や調J : I ! . 指導も手がけている。 i くいだ岩れ」の大阪は，乙の而ではかなり他をリー

ドしていて ， 指導 Ｈｬｾ な役割 ｬ を果している。

乙のインナーを訪れて驚くのは「! 怜かになったなァ ? J という ζ とである。あの「郎会

のI喧燥」といわれたものは今はない。あのJI ・人間的な轡きは な く，あるのは人間的なちーで

ある。たとえば「堂品川」畔の大阪湾まで続くリパー ・サイド ・パークを散策していると

大阪 リー ジョン枢翌郊 1999 

• 

岡
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ど乙からともなく，ヴォーカノレのメロデイカルな轡きが伝わってくるのであった。 r江戸

1抑制時代」にもかつてそうであったように滋みきっ ている水面を川風とともに送 られてく

るそのヴォーカノレの421きは，あのいまわしい 「産業者s市」時代の 「葬送IIIJJ とも聞えたも

のであったo "1
1 しおくれたが， 乙のリバー ・サイド ・パークやインナー ・グリーンベルト

やシーサイド ・バークを主な舞台として，今年の 12月24日からいく nにもわたって 12 1111

紀を迎える祭J が感大! 乙他される予定である。乙乙 1999年の大阪は， 乙の祭礼的機能の場

としても，つまり「舞台」としても ，ーまづその完成を終えているのである。ス阪湾のむ

乙うの河波 ・サブ ・リージョンからは，あのにぎやかで※ 天的で狂熱的なアワ踊りの- f ，' f

が淡路島を通ってくり込んでくる ζ とになっている。ウェザー ・ コント ロ ールのもとで ｲｾ

冬 l乙真夏の祭が行なわれるわけである。 ζ のいく日間はほとんと、その実務的機能を停止し

てまさしく rl 世紀」の祭の舞台となる予定である。

< アウタ ー>

アウターは， リンク' と六巾，摂出， ｾ� ，駒の 「天然グ リーンベ ｊ レト 」との 聞のソＧーンで

ある。主としてかなり低い菩ifJt の住民区となっている。レクリ ・スペースはインナーと較

べるとよりスペーシャスになっているのは前 te報告したとおりである。( 住宅地の桃成に

ついては「住宅J の項にゆづる〕

< 天然グ リーンベルト >

イギリス占 ｾｉ 市計回忠Ｚ｜ＧＱＮｕ ζ おいては大都市を取り聞いて日 ｉ Ｇ ｩｩ ＡＡｩ的 ｋ 配されるグリーンベルト

の目的は二つあった。その一つはこれによって純計聞な都市の膨IINを|坊ぎ，大都市をf副幾

から救う乙とであった。もう 一つは， 乙れが大都市居住者のレクリ要求を満たす場になる

乙とである。者fi 市の成長を意のままにコントロールしうる991Fでは，最初の目的はほとん

と、負わされることはない。このグリーンベルトは，大阪ならびに大阪リージョンの人たち

の週リズムのよきレクリ ・スペースになっている。また他のリージョンや外国のお客さま

を案内して，大阪をよりよく知ってもらう展望台の役目をも来している。また乙 ζ のよく

保存されたグリーンは，他の平野都市にはないキメの細かい長観を与えているのである。

大阪迎でない人たちがくるとときどき大阪は余地にあるのかと感違いしてしまう。

< 衛星都市ゾーン>

大阪のもっとも外の121状交通期11 (卸 4 交通Eめと大阪放射交通 ;1411の結節点には術星都市

が，まさしく大阪の「衛星J のどとく蹄やいている。イギリス都市計画思想においては，

ζ れもまたグリ ーン ベルトと同じく ，過大都市防止の役割を: i 1わされていたものであった。

事実「大阪リージョン整備法」というあのザノレ法に終った法作によって，i最詰初のはなはだ

小心な術E

市」が人問の完全な{命伽制! お初凶I刊剤lリl陥街御l下 lに乙ある1現J見L在は， これら「衛星都市」は，サブ ・リージョン( か

つての「琳] 程度の行政I夫画) の11: 1 心となって都市と l峰村の文化的絡差を思める役割を強

くu わさ れている。乙乙か ら下l分のJ;:.! l J ) ; へ通う J23長技術者( l J::.! 民J というあの肉体的困

有のかたまりのような職業はなくなっている) の府住地となっている ζ とが多い。かなり

の高等教育が乙乙でうけることもできるのはいうまでもない。

もちろん「術星拘伺i J であるから週リズムやnリズムで! 万住者は，大仰市の利便を利用

する目的や，その ｲＲｾｄｾ 気 ｬ 乙ひたる」ために母郎市へＯｊ ｊ Ｑ かけてゆく。また大阪の同住者 ，

f!j に小学校の '1". 徒たちに「部市J とか「社会J の実物教育をするには， 乙れは 乙じんまり

となんでも揃っているために恰好の教材になっている。とのため反社会的な行為をした

「犯罪人_l ( r不適応者」と注怒深く呼ばれているが) も，乙こにつれて乙ふれて「軟禁

され」再教育される乙とがならわしになっている。しかし，1999年では「不適応者」の数

はそんなに多くはないし，彼らによって術星都市市民が迷惑を蒙ったということはいまだ

IHI かなし、。

• 
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住宅 ｬ 乙対する考え方が大巾 ｬ 乙変った。従来の不動産的見方から ， 耐久消ｾＱ｝財として箭妥

供給のバランスがなされ，( 都心では，杭み屯ねられた人工土地に，緑の12かな郊外地区で

は，市らかなスカイラインを破って所々に倉IJ られた高層人工土地!ζ ，iU: tli 化された「テレ

ビ付! 1! パネルJ i 間後照明用略ノマネノレJ i テレビ屯新付万能棚J 等々。各五fi サイズの各部

材が用むされ， 乙れがｦｉｾ百よく組立てられている。 Ｑ ＹＹＹ Ｑ， Ｑｾ の住宅産業はもはや時代の花形

である。

人々は， 門山に選択した人工土地! こ好みの間取りの住宅を購入し，数日の中 lζ 組立完了

楽しい住まいができ 上 る。そして， 乙乙では， I股眠し，食事をとり ，性交，休息しときに

は知識の苔mといった人間の基礎的行為が行なわれる。他方，国として，地域集団社会と

して社会保障は極度 l乙発迷すると同時l乙，人間の文化的諸行為は機能的 lζ 細分化され，そ

の行為の坊は専用化され，その行為の坊は専用化され，完備されたものとなっている。住

まいの空間の大きな役Ｇ， ｉｾ ｊ であった育児行為までが ， いくつかのグルーに分れた育児センタ

ーで行なわれている。 i 育児の人間t 'J からみて一抹の寂しさを感じる」がといって批判す

る少数; 立見も 1mかれるが，大多数の人々は，両親が子供を育てる乙とにはならないまでに

なる。さらに，各住区の大集会所では灼iやかしい21111紀を迎えるための色とりどりの催し

に対し，地域社会の予算，事業計画が選出された委員によって活発に論議されている。今

では中央集統的政治はほとんど行なわれなくなり ，その地域 lζ 関する政治，政策は，その

場で処FHされ，速やかに実行されてゆく。

J h喜一
EE 県柄本和 廿 』句。

郊 外 木- 4 者向

住 生 活 と 住 空 間
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オート ・オート

デリパリーロード

大阪は過密とでもいうべき住まい方. H らし方をしてきた口木の代表選手である。 60q

代すでにそのモータリゼーションは道路の「過少性( ?  )  J によってつまづいてしまった。

しかし，モータ リゼーションのゆく Tーが「先進国( ?  )  J においても ，決して楽観すべきも

のではない乙とを知った大阪人たちは，乙れをあらゆる手段で抑える一方，公共交通機関

を完備していった。しかし， 自動車( オート) 交通の便利さ ，そのフレキシビリティに対

する渇望はいやされる乙とはなかった。そ乙でかなりの研究投資が，公共交通機関のよさ

とオートの便利さをもった交通手段の創造κ なされる ζ とになった。乙れは地域の問題と

して，ある住区の集会所でのちょっとした交通談議 lζ 端を発したのであった。乙乙に大阪

そして最終的κ はEI* の大，中，小企都市の協同研究体勢によってついに「オート ・オー

トj が創造されるにいたった。

オート ・オートとオートのちがいはつぎのようなものである。

< オ ート > < オ ート ・オート>

動 力 源 有毒ガスを吐くカ‘ ソリン 無毒の高周波エネ J レギー

巡 iliii 誤ちやすい人間制御したがって巡神 決して誤つ乙とのない自動l I i lJ 御。

の弱いのや老人，子供，廃疾ぞ; は釆 乙乙から「オート ・オート」と命名さ

れない。 れた。) したがってだれでも3表れる。

( 行き先ボタンをワン ・タッチ。)

ヲJ 人匂C

差 大ゲサな立体交差。 電磁誘による単純な立体交差。

走行密度 パラパラ( 安全のために止むをえな ギッシリ( 自動安全装置を完備して

い) したがって道路面fi' i ( 立地大なも いるため. iiij の車との悶にムダな空

のが要求される。 聞があかない。)

所 有 私的所有。都市全体の必要以上に所 社会的所有。経済的。( 貧乏人一残

有されて停っているときの空間の必 っている場合ではーにも乗れる。平

要E が多くなる。不経済。 宅事的。)

ｾ，ｮ＠ コi二包l  「静かにJ といわねばならないほど 静か。( そのため横断平面交差歩道

やかましい。 はない。)

乙のオート ・オートは各( スーパー) ブロックに数カ所設けられた，オート ・オート ・

、ーパーを発ち， しかじかのオート ・ハーパーに到達するものであって，道のど乙からで

も乗れるといったものではなし、。乙の不便さを柿なうためにエスカレーターやレベル ・エ

λ カレーターも大いに利用されている。乙れらはその他に大企で定常的な交通の発生する

と乙ろでは使利なのりものになっている。四辺八通している地下鉄やモノレールも自動制

御体系を完備している。乙れらの公的交通機関がいっさい無料である乙とはいうまでもな

い。 ζ れを無料とするときには「受益者が負担せよ」とか「子供がいたずらする」とか大

いK 反対論も Il¥t.こが，結果的 lζ 「ひとがどまかさないようにお重な人材を割く乙とは，そ

の不経済さはともかくとして， ζ んなつまらん仕事にあたら創造力に宮ん犬、ひとの一生を

だいなしκ する乙とだ。」という論が地域集会所の討論会において勝をしめてしまったの

事



ー

であった。そのため駅の設計は極く単純なものになった。

ただし，今. 1999f下において稀少なぜいたく品とされて有料であるのは， 気球船であ

る。リンクーより内部のインナー ・エリアでは，ヘリコプターや妥直離陸飛行機は，その騒

? 守と空の交通混雑や事故のゆえに然止されているため，乙れは最近便利なものとしてー騒

行はなく気球であるため衝突しでもほとんど事故に到らない一流行の兆しがある。それら

は，ノ干のと乙ろかなりエネルギーをくう非能不なものであるが ，だんだんと改良されていく

傾向にある。風のまにまに流されて口本旅行をするといったととが，文字jill り風流なこと

としてj湿りいっぺんな遊びにあきた人たちの問ですでκ 大流行している。非爆発性のガス

を入れる号平穏つまり気Tまには手芸の腕を競った大刺繍をほどかされているものも多いが，

乙ののりものならではである。

空路は国際的，地方際的，あるいは自li 市閥的な ill ' ] f な交通機関ではあるが，イ ンナー ・

エリアに立入禁止である乙とはもちろん，アウター ・エリアに対する生活妨害にならない

よう充分な心遣いがなされている。大空港は' l l 工業地帯に設けられるべき乙とが iiU界連

邦コミュニティ計画法J f C明文化されているが ，乙乙大阪では，その大阪湾のコンビナート

j也被に設けられている。もちろん乙 ζ へは地上( ないしは海上) 交通機関が緊械に述結し

ている。

交通手段はかくて充実し，統一ある休系をなしているが，乙の体系 lζ 欠かせないのは「

J ' i 分のあしで歩く」という ζ とである。身体 lζ 支障のないものが. - -n  にして 2 k m程度歩

かねばならないように計画されている。 ζ れは健康管理上からも必要な乙ととされている。

なお地上交通前hfζ は，エネルギー供給竹( と残廃物搬送1'¥') . 給水管( と初7l <ゲ[ " ) . 給

気rr ( と排気管) . 通信代がフレキゾピリティをもったかたちで収められている。いわゆ

る「共同部J IC収められている乙とはいうまでもない乙とである。

む

長ザ

売〉ザ ~ 匹 ...-戸戸...- 室わｾ ｾ｣ 心 Ｉ Ｐ
担z r - e zz  

オート・オート・

( かつてのグラン ド・

…iなν
ｾ＠ •• r  

ー・・二戸. . . _ ｾ｣Ｎ［Ｇ＠
d コー- 苧.
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1960年代においては，石炭は斜陽であるといわれながらも，電力源として，あるいは裕

市ガスの原料として，また各工場 lζ おいても，まだまだ盛んに用いられていた。スモック

ーについて早急な対策が樹て られなければならないと Illr ばれていたにもかかわらず，大阪の

上空 ( 1五li 日もくもくとした黒い煙で植われ，スモッグ，t i ' i 報が流れ，人々は純の下での住所

を余儀なくされていた。しかし，今石炭を直接 lζ エネルギー板、とする乙とはなくなって原

子力がエネルギー源の主役と なった。乙の乙とも一因となっ て， 大阪の街は再び背空と新

鮮な空気を取り反したのである。しかし乙れに大きく寄与したものは，オートメ ーション

の発展により ，者1
1

心
lζ 建てられた リモート ・コントロ ール ・タワ ーにおいて全産業の工場

をコントロールするという . いわばリモコン ・オートメ ・コンビ ナー トの /y，' ! r ! なのである。

乙れを構成しているものは「海底交通軸」と，乙れの交点l乙ジョイン卜された「生産ユ

ニット J ，そして海底交通軌を通 して各生産ユニッ トに生産指令や巡輪指令や原料受入れ ゐ

指令を与えている「生産指令本部」である。 乙の生Qt t行令本部はインナーに位置し「リー

ジョ ナJ レ需要調査本部J !ζ 隣接 して ζ れと緊街な述絡をーもちろん「屯子事務機添J が人

間による述絡を代行 しているのはい うまでも ない一保っ ている。かく て， 人々の需要とた

えず対応 した生産即供給が行なわれている。人々 の街Qf に対して生I T t が大きすぎる乙とも

な く，また小さすぎる ζ とも ないのである。( 原始時代からの「人の口の多さに対する物

の少なさ」といった乙とも なければ「産業革命J 以来の過剰( ?  ) 生産もない。ために合応

建築は，ほんの「災害用在庫J のためにのみ必咲とされ，あとは仕分け3九府として設却さ

れているのである)

このがi しいコンビナー 卜の; 1 '， :!Ji¥は版 く最近に なっての乙とであろ。 {也で守11ゼf した乙とと

ものｾＺｧ ｬ も 困 難の多いものであったが ， ζ れ はとりわ け 困難の多いものであった。困郊に

は煮に三極類のものがあった。一つは政治的なものである。 j11こに経済的なものである。

第三に技術的な困難，乙れもたいへん なものだった。第一の政治的な困難はつぎのような

ものである。かつ てコ ンビナー トといわれていたものは，ただ個々に意志をもっ x x 企業

体というものが相互に話し合っ て 「お宅の原料はうちの製品を使 う乙とが多いから隣同志

に工場を込町てましょうや」といった只合に進められて，比較的，技術的に合J l I l (1ドj ではある



.. 

が断片的である生産体系のととを称していたのであった。だから包括的な生産体系を築き

あげるまでには，個セの企業の怠志を翻意させるとか抑えるとかの政治的な手I1鼠を必要

としたのである。第二の経済的困: r nf r - 乙れはもっとも若るしいものであったがーー とい

えば「果たして，日本には乙の建設につぎ乙むだけの生産余剰l力があるのかどうか。ない

のではないかりという疑問に要約されていた。事実，東京にある「国民経済計画会議」

は. 80年代までは「その通りである。余力なし」としていた。 90年になって会議はようや

く「はじめる乙とができる。」と 判断したのであった。

第三の技術的な困難でとの90年までに残っていたのは「生産ユニット J と「交通格子」

とのジョイント部分についてである。かなりの荷重に耐えるもので， しかも ， ウォーター

プルーフでなければならず， また，移転 IC.際しては取りはづし，取りつけの容易なもので

なければならないという厳しい条件があったからである。海水』ζ 対する| 坊銃も一つの技術

的課題であった。 ζ れについで困鮒であったのは「生産ユニット」の水上貨物船や潜水貨

物船の挑づけされる原料倣入口( 製品搬 出口でもある) の設計であった。

かくて，乙れ らの困難をの り乙えていま「リング」の海κ 面すると乙ろにある「生産ユ

ニット」製造場から，気球によって浮力をつけられ，索引船によって索いてゆかれ，所定

の位置で特殊潜航艇の助けを借りてジョイントされるということが，いまでは大阪湾でみ

られる普通の風炉ーになっている。

ノ千， さらに淡路島のブj へ-J¥S' iζ れを延ばすべく ，大阪リージョン ・工業コンビナート9 i

ぷal 画会議で第二次建設計画を検討立案中である。

自1I 市，)1回|さ] I eはJ Tj 途地l或が指定され，緑地地域も決められていた。しかし急増する人口

のために，交通Hi l ! l i は幾度も絞り直さなければなら なかった。道路建設のために堀が埋め

守

、、ーι一一

心 つ ) 今怯

レクリ ェーシ ョン
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立てられた。パーキング用地のために公凶が少しずつ削られていった。大部分の人々は労

働時間の短縮によって生まれた余暇の使い道をもてあましていた。大阪商人たちは乙れら

の人たちを引きつけようと， レジャ l時代と銘打っ て，パチンコや，キャバレーや， ヌー ド

スタジオの広告を街に氾濫させていた。乙ういったものに飽き足 らない人々は，山へスキ

ーへとゆくために. 5 1時間も 6 11寺間も汽車を待つ列を作った。と乙ろがやっとたどりつい

たスキー場では，人また人で都会の出応のような有機であった。

しかし現在では工場はすべてコンビナートイじされて，大阪湾へと進出された。都心部の

交通はすべて大品輸送機関とオート ・オー トにより ，むだなノマーキング ・スペースは不要

となった。ビジネス街は高侶化され，十分な広さの公園と広場とが到ると乙ろに確保され

た。インナーでは所々にレクリェーション ・センターが設けられたが，それらはどみどみ

した繁挙街にではなく ，緑の多い公園lζ 接して建設された。そとではボーリング ・コーナ

ーや，スケー卜 ・コーナ ーや，卓球コーナーなどがあり ，各人はいつでも好き なときに無

料で ζ れらの施設を利用することができる。子供たちには，ES率や飛行機の組立材料のあ

る部屋も用意されている。子供たちは，今までのように高いお金を出して買ってもらうか

あるいは交通博物館へいってでき上ったものを単に眺めているだけでなしだれもが自由

κ 組立てたり，分解したりして，深しみながら工作の勉強にもなるようにできている。ア

ゥターには見せ物用ではない， 自分たちで楽しむための野球場やコソレフ場がある。道具は

すべて備えつけてあり ，だれでも好きなときにちょっと立寄って野球やコソレフを楽しむ ζ

とができる。

天然グリーンベルト ・ゾーンにゆけば，キャン プ地，馬遊び， スキー，スケート場( 天

然+ 人工) などがある。おもしろいのは，かつてのオート ・ドライブをスポーツ化した遊

び場があ る。かつてオートを所有して，仕事場までの迎いをスポーツ化しようとしていた

人たちの歩ーは乙乙で満たされる。乗馬をする人たちが，別に馬の新型を求めないと同様，

乙乙での遊び道具は20世紀当初のフォードから 90年代のメーサーシュミットまでなんでも

Ji，ij っていて，遊びにくる人たちの「よりどり みどり」になっている。毎回「買い替え」て

は一一実は乙れも社会的所有になっているのだが一一楽しんでいる人もある。

大阪に遊びにくる人たちに強い魅力をもっている遊びは，シーサイド ・パークにある瀬

戸内海観光基地からの内海旅行である。 かつて内海航路は薄汚ない重工業地格にある朽ち

果てた桟橋からロマンチックなるべき「出帆」をしたものであったが，今は，湾にわずか

に頭を出している「重工業地帯( ?  )  J を望みながら，海辺の森林公園からする「出 l肌」で

ある。乙のどろは，新婚旅行者はたいてい海外に足をのばしてしまうので「別府航路」に

みられるのは，旧い港を知っている金婚旅行者や銀婚を迎えた人たちが多いようである。

彼ら二人の若かったときはやはり美しかった瀬戸内海が自分たち日本人の智恕でいかに保

存され，いかに調和ある景観をつけ加えたかをみるだろう。そしておそらくそれらをすっ

かりi 2 1世紀」の子孫たちに逃す乙とを誇らしく感じながら帰ってくる乙とだろう。

果たして凶99年の生活の場は ，どとに， どんな装践で梢成されるだろうか， その型の上でのイメ一 日はいろいろと

考えられるだろうが ， いかなる時代 ｋ あっても ， 主役は人 Ｑ ｭ であり ， 人ＯＱｾが生活する樹氏価する装ｬｴＱでな けれ ばなら

ない ζ とは，火をみるより明白である。

より自由な Ｑ 時 ｲｭｬｾ Ｎ より自由な人間行動を行ないうる ｾ ｉ ｭ Ｎ 接躍が現在よりもさらに嬰 ｉｔｉｊ きれ ， それは ，人 ｬ 却の動

物としてまた知捻をもった文化的行為を行なう者として，それが硝たさなければならない。

人間の動物解剖学的 ｷｮ 横絡は ， 高度 ｉｾ 発迷した科学技術 ， 生産 シ ステム Ｎ ＱＺれらの所ｾである都市空間といった環

境においては満足する乙となく ， 逆K ますます相反するものとなる可官官性も多分に位i悲している。乙れが直線的に進

めば進む ほど， 人側はむしろ ，その主体性を失な L' . 自然を求めて，自然K J l i }るべく 各地をさまよう ，あわれな状態

となり ，ついには人聞を滅亡に導くなにものもないと断d できる。乙の人削減亡を未然K 防ぐため消らかな空気，災

しい水，緑したたる森やf;i1Ll . そして削lゃく太陽の下で. 1111ぴ仰ぴと活動できるスペース，時間の磁保 E そ，現在の

われわれに与えられた; m! 阻であり . 1ω 9年レ空リ l時代K 対応した都市空間そのものなのである。

われわれは . 1 : の努力が数十年を経て， やがてl 鈎9年K 未来が約束されたl ! I l やける都市の純生として災を結ぶもの

と信じて疑がわないものである。

， 
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ソ- 1 / ァノレ・ブーリズムとユースホスアノレ

. i ' l ! 輸省観光岡盤側; 却 ・1l'.l! 1王制佐

林 幸 二 郎

わ が国におけ る ソーシ ァル・ツーリ ズ ム

ζ ζ 数年来，わが国においても， レジャーブームの声

が聞かれ，休暇旅行を楽しもうとするものが，いちじる

しく士削日してきている。乙れは，国民の所得の増加の傾

向と，労働時間の短縮や，家庭定化の普及，家庭生活の

合理化による余暇時間の増大，さらには，余暇をレクリ

ェーションとして有効に使う乙とを罪悪と考えなくなっ

た生活感の変化などによるものといえよう。

個人消費の支払白目を年次別lζ みると，乙のゴRI 殴消11

が含まれている雑貨の占める割合が，目立って伸びてお

り，Jle! ;和31年の25. 196が，昭和135年には28. 2% となって

いる。しかしーブ':j ，乙の余|即時間の過どし方をみると，

家庭内における休養や，ラジオ，テレビなどで過どすも

のが大部分で，旅行にでかけるものは，いまだきわめて

少なく ，休暇旅行- が盛んになったとはいわれながら ，ま

だ全国民的のもの，いわゆる広のソーシァル ・ツーリズ

ムといいうるものにはなっていない現状である。

北ヨーロッパ地方のソ ーシァ J レ・ツーリズムの発迷

が，太陽を求めての，保健的，長] 康維持の目的の下に行

なわれているのと相逃し，わが国では，冬でもー|ー分日光

の} j J みをうける乙とのできる点から考えると ，外国にお

ける夏JDl の，国をあげての休暇旅行の必要性は，それほ

どｾ求されてはいない。しかし，日常生活の緊張からの

緩和という点から，都市生活者，勤労生活者が休暇旅行

l乙でかける乙とは，きわめて望ましい乙とであ り，世論

調査においても ，少なくとも年一回以上 は旅行をした

い，および機会があれば何回でも旅行をしたいと答えて

いるものがきわめて多く ，地域別にみると ，者rs会生活者

の 8 ｾｊ［ｾ ｊ 内外がその希望をもっている。

休 暇 旅 行 の 現況

わが国の国民の旅行動1樹立，その動態調査によれば，

国民一人の一年間の旅行回数は，わずかに 0. 65 巨l で あ

り，国民のうち旅行をしたものは約3296となっている。

今，乙の旅行を目的でわけると， ｉＡ Ｚ￭ｩ用や Ｏｍｾ 旅行が Ｑ Ｙ

96， ｦＧ ｬｾ Ｇ 郷 ， U'I J.主， ｾ占星 ｓ り な どの家 ｾｊ ｩ のための旅行が ＲＱ ＹＶ

観光，行楽，保弘] なと‘ のための旅行，いわゆる観光旅行
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が547ぢと なっている。したがって，泊りがけの旅行の多

くが，観光旅行である乙とがわかる。

また，旅行にゆけなかった理由については，1J t 論調査

によれば，金がないが第 1位で4796を占め，ついで，家

を離れられない事悩があった，休暇がとれない，乗り物

が混むと思った，旅行さきが混むと思った，などとなっ

ている。乙のことから，将来の所得水準の向上や， ｾｖｊＤ 口

H寺聞の短縮，家庭生活の合理化などが進むにつれ，乙れ

らの旅行が増加する ζ とは 卜分予測できるが，しかし，

方，今日の JI寺点において，経質のかからない旅行胞設

の整備がｾ求されているといえる。 Ｑ 泊数千円のホテノレ

や旅館のｾ設が 相つ ぎ ， 互いにその設備の反事さを競っ

ているともいえるとき，ソーシァ J レ・ツーリズムの振興

のためにも ，経由のかからない，低L l lt な施設が2 f ・求され

てい る。

ユースホステル

今から約50年前に， ドイツの小学校の先生が旅行 fe:ii¥

れていった生徒を，休暇中の学校の教室に簡単な施設で

泊らせる乙とを思い立ってはじまったのが，ユースホス

テルである。その後，乙の巡観Jはヨーロッパをはじめ，

全世界 l乙拡がり ，国際的な組織をもつにまで到った。ユ

ースホステノレの数も 3，000 を趨え，各国のユースホステ

ル協会に入会し，会口証を持参すれば，.1世界中と ζ のユ

ースホステルでも利用するととができる。

ユースホステノレは，このように 国際的に発迷してきた

もので，ヨーロッパなどでは，1:: 11翼民の利用よりも他国

の青少年の利用の方が多い状況であり ，低許Ji 所得者や青

少年の旅行IC大いに貢献してきている。

ユースホステノレは，乙のように国際性をもち ，国内，

国外を| 渇わず，主として青少年のための健全な宿泊施設

であって，ウォーデンヌはペアレントと呼ばれる匂理者

の監P怪の下に ，宿泊者の自作ある生活を要求される。さ

らに ，ー夜を泊り合わせた見知らぬ青少年たちは，夕食

後の -JI 寺をフ汰ークダンスやコーラスや， ミィーティン

グ，またときにはキャンプファイヤを凶んで ，1i. いに交

歓し合い ， 翌朝 Ｏｬ｜ 発するときには，エ ｌ いに創 Ａｉ ， ｉ ｾ をＧｦＺ Ｑｾ しつ

つ，!.l<l fこggfζ 各々の旅行! L 出立する。

ｾ＠



したがって，ユースホステルは，単なる宿や旅館とは異

なり ，またl!?年の家などのような教育施設とも奥なるo

).JMI ! ある生活会通じて社会人としてのマナーを学びと

り，友愛の精神と互設の習慣を身につけるものである。

ユースホステル内では，他人に迷惑をかけるような乙と

はせず，自分の仕事はもちろん，進んで仕事を分担し，

寝具の撃理，寝室の清掃，食採の後片づけや食卓の清掃

も義務づけられている。また，ユースホステ J レ内での禁

酒はもちろん，酒気を帯びたものは，玄関 lζ 入る乙とも

禁ぜられている。

ペアレン トと呼ばれる管理人は，父であり母であっ

て， 泊り合わせたホステラーたちを，子供として愛しか

っ指導する。施設的には，寝室や洗面所，便所，浴室な

どは厳重に男女別にわけられており ，寝室は階層式のベ

ッドで，一室に 6 人から 20人位収容される。共用部分と

して全員が一堂K. 会する乙とのできる食堂や集会室があ

り ， その他 ｉＨ 自炊用の施設が整 ｾＱ Ｑｩ されている。給食希望

者のために厨房施設も設けられているが，食 事 も 簡 素

な，実質的のものが供せられ，朝食100円，夕食 150円程

度で，青少年に満足のいく食事がだされる。

公立のユースホステル

わが国では，昭和26年にユースホステル協会が設立 .

れ，JI /35和29年1( ，国際ユー スホステ J レ述盟への加入が認

められた。発足以来 10年余を経過し，その会員も 20万人

を突似して，急速に発展してきたが，専用の ユースホス

テJ レはいまだ少な く，旅館，山小屋，ネ土寺，邸宅などと

低料金で病泊させる契約を結び，日本ユースホステル協

会の契約ホステノレと呼んで，会員が利用できる乙とにし

ている。協会専用のホステ J レなど近l時数を増してはきた

が，しかし，大部分は乙の契約ホステルであっ て， その

施設においても ，立地条件においても欠陥のあるものが

多く ，また，管理者であるペアレン トも，一般の病泊客

とホステラーの接客を同時に行なわなければならないよ

うな脇合があり ，問題も多い。

運輸省では，つとにソーシァ J レ・ツー リズムの振興の

方策として，乙の ユースホステ J レの必要性を痛感し，

Jl H和33年度にはじめて，地方公共団体の建設にかかるユ

ースホステ J レ整備のための補助金が予算化され，以後毎

年乙の予釘によって整備さ; れたユースホステ J レは今日工

事中のものを入れて44 ヵ所となった。

巡輸省では，その建設地の選定基準として

1. 内外の背少年の利用度の高い観光地および観光基地

であるとと。

2  環境が良好であっ て， とくに思想，術生，風紀など

について青少年の身心に悪影停をおよぽす事物のない

乙と。

3. 土地，気象，飲料水などの保健的条件が良好である

とともに，風水害その他の災害lζ 対して安全である乙

と。

4  交通および物資の供給lζ 使である乙と。

5.  各磁の野外活動の根拠地として好適であるとと。

などをあげている。がさらに，ユースホステノレはそれ

らを泊りつつ旅行していく乙とが理想であり ，そのため

にも相互の述繋的利用を可能ならしめるように ，ホステ

J レ網を形成する ζ とを目標としH召和45年度までにベッド

数で 15，000ベッドを整備する計闘を立てている。

ユースホステ} l - の 問 題点

公立のユースホステルは，その国際性から外国の青少

年の利用』ζ 適するよう施設されているが，ヨーロッパに

みられるような他国人の利用はきわめて少なく，全利用

者の 4 96程度であるが，乙れはわが国の立地条件の特殊

性からくるもので，ある;程E度やむをえないと乙ろであ

る。しかし，近H寺乙れら外国からのユースホステル利用

希望者は激増I しており ，東京などではシーズンにおいて

は満員のため，乙の外国青少年も断わっている状態で

あり ，その増設が強く望まれている。

しかし，公立のユースホステルの利用率は，年平均で

昭和34年度の 14 .8 96が，昭和35年度には 24 .4 タムさら

に，I昭和36年度には31. 496と伸びてきたが，年平均が30

9ぢ内外であるにもかかわらず 7 ， 8 月の互のシーズン

などでは ，定員をはるかに超えた申し込みが殺到し，宿

泊を断わっている数がきわめて多い。

乙の乙とは，わが国のソーシァノレ ・ツー リズム振興の

上からも ，大きな問題であり ，国民一般大衆の休暇11日1&

の在り方について一考を要する点である。 ユースホステ

J レの利用者の47. 596と半数以上が学生生徒で占められて

おり ， したがって学校の休暇期間中が，わが国の旅行の

ピークを占めしている乙とでよくわかる乙とであろう。

乙の旅行、ンーズン以外では，きわめて利用率は低く ，せ

っかくのソーシァル ・ツーリズムのためのすぐれた施設

も，十分活用されていない点からみて，休暇11jl ! E交の確立

はきわめて重大な問題であるといえよう。

また，公立のユースホステルが，ユースホステル協会

の会員外の一般に公開されている乙とを知られていない

ζ とも問題である。協会の会員は急i i l i ( ( 伸びている ，と

はいえ，ようやく 20万人を突破した今日では，会員のみ

にその利用を限定したのでは，ユースホステルの発展は

望みえない。今日公立のユースホステルの利用者総数の

うち，協会の会員は約30961( 過ぎない。一 日も早く ，ユ

ースホステ J レが国民一般に普及し，同時に青少年の大郎

分が，ユースホステルを知り ，進んで会員になる口まで

は，PRの期間としてと乙数年の努力が必要であろう。

つぎに ，ユースホステ J レの設置箇所およびその収容ベ

ッド数の不足も大きな問題である。夏期における北海道
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公 立 ユ ー ス ホ ス テ ル E主 役 実 績 表

i  |事業主体

名 li J' 所 在 地

長 野 県 軽井沢ユー スホ ステノレ 長野県北佐久徳軽井沢町字北吉ケ沢

日 光 市 日 光
1/  

日光市所野1469

昭 山 梨 県 l J 士西湖
1/  

山梨県南都留郡足利問村根湯

和 愛 知 県 犬 山
1/  

犬 山市犬山 自然公国内

ーー 三 m ｬｾ＠ 御在 所
1/  三 ｭ ｬｦｾ 三 ｭ 郎菰野町御ｬＧ ｦ 庁 ｉ 山

京 都 市 宇多野
1/  京都市右京区太築中山町

年 大 阪 府 服部緑地
1/  

鐙中市服部緑地公園内

度 和 歌 山 県 那 智
1/  

和歌山県東牟婁邪那智勝浦町

計 8 出所

秋 田 県 十和田 ユー スホステル 秋 岡県邸内1描小坂町七百官

宮 城 県 南威主
1/  宮城 県刈田郡七ケ宿町

群 馬 県 線名高原
1/  1洋馬 県群馬郡榛名町大字続名山

問
埼 玉 県 秩 父

1/  埼玉県弘父郡大目立村麻生時

事1
静 岡 県 伊 東

1/  伊東 市川 奈区小室山

}  

兵 同1 県

一
芦 屋 1/  芦屋市芦屋奥池

四
関 山 県 鷲羽山

1/  岡山県児島市鷲羽 山

年
呑 川 県 小豆島

1/  香川 県小豆 郡土庄町池田町

皮
広 l為 市 広 島

1/  広 1;:' 市半田町神田山

下 関 市 火の山
1/  

下関市塩 ノ滞火 の山

計 10カ所

キL 鶴 市 宮ケ 丘ユースホステル 札制市宮ケ丘

苫 小 牧 市 ウトナイ 朔 H  苫小牧 市植苗

悶 治手 ｬｦｾ 八暢平
1/  岩手県岩手郡松尾村

和 山 形 県 あづま
1/  米沢市大字関字盟主ノ入沢

ーー
l I J 京都 市ケ谷

1/  東京都千代田区五審町

五 岐 阜 市 岐 阜
1/  岐阜市上加納山上

年 兵 郎 瓜 淡 路
1/  兵廊 J I i ¥三原郡南淡町

度 長 崎 県 長崎県立
1/  

長崎市立山町

計 8 カ所

千ｾＮｾ県 館 山ユース ホステル 館山市布b. l

神 奈 川 県 城ケ 1;0
1/  三浦市域ケ応

昭

長 野 県 白梅揖i 1/  32J野市北山

軍H

石 川 県 奥古自登
1/  石川 県鳳至l I f ! 飽都町字宇l品作

岡 山 県 毒事 山
1/  

岡山県148主郡川 上村上稲田

ー，、
愛媛Ａｦｾ 奥道後

1/  松 山市大字湯山の内杉立

年

思 胡l iIi 保古の湖
1/  

岐J ; ! l思磁那市i. R: 野保古の湖畔

度

i品 111 市 立久 恵峡
u  I;b根県出雲市乙立町並: 久m

th 松 i!i 高 松
1/  

容川 県高松市岡本 町立石

計 9 カ所

北 海 道 北海 道立周m峡ユース ホステル 北 前 五 Ｑ 上 川 部 上川 町周ｾ侠

釧 路 市 釧路 市g 1/  
釧路市鶴ケt ' i 35

H日

神 奈 川 県 相鍛湖
1/  神 奈 川 県 津久井 郡ｩＱ ｴ 久 ｾＡ町与瀬

和

I占 山 1Ii 富 山
1/  

留山市浜照的松下3377

宮 内 市 天の橋立
1/  宮w市字中野14名井905

ー・

和 歌 山 県 日の師 和歌 山県 日高郡美浜町大字三宅
1/  

七

ｲＮｾ 取 県 三 朝 鳥取 県東伯 郡三l田町三徳字密坊10571/  

年

鳴 門 市 鳴 門 鳴門市撫延町林崎字北殿町146

百E

1/  

高 知 市 高知 市営
1/  

高知市小石本町30

昔「 9 カ所

里 ｾｉ 公 立 ｼ <<カ所

ニ | 計

年

| 国 立 | 大 路 ユ - A ホステルセ ンター | 大事|刷 上 町

34 

50人

50 

50 

98 

50 

1∞ 

50 

54 

50 

52 

50 

1∞ 

52  

52 

52 

54 

52 

54 

56 

52 

52 

132 

60 

54 

92 

54 

120 

50 

50 

52 

52 

52 

50 

52 

50 

50 

120 

50 

60 

50 

50 

50 

50 

I  310 I  

の旅行ブ ーム のさかんな乙と は

新聞紙上を賑わ したが，各ユー

スホステ ノレとも満員つづきであ

る。急速に，重点的 IC.Ii在設のi曽

備を計らねばならない。

さらに ，ユー スホステ ルにと

っては，そのぺアレン トの重責

である。ペアレン トにその人を

えなければ，単な る宿 と大差は

な くなる。ユ ースホステ ノレの 中

心ともいえるペ アレ ン トに し対

ては，遺憾ながらまだ十分な対 句

策が立てられていないが，今後

のユー スホステノレ運動の飛躍的

発展をはかり ，ソ ーシァ J レ・ツ

ー リズムの一環として乙れを伸

張するためには，ペアレン トの

勤務体制や給与体系をは じめ，

宿舎設備などの待遇改善につい

ても，早急に検討し解決しなけ

ればならない乙とが多い。



ソ シ ア ル ツ ー リ ズ ム

「国民大衆旅行」推進の一翼をになう 国民休暇村

ーその計画 と事業一

財開法人国民休眠村悩会' J I f ' h 応

前 野 淳 一 郎

近年わが固においても ，国民大衆

旅行促進のための諸制度，施策は年

を追って整備されつつある。すなわ

ち巡輸省によるユースホステノレ建設

助成( 表 1) ， 文部省による青年の

家建設助成( 表 2) ，厚生省による

国民宿舎建設のための年金還元融資

(表 3) などがそれで，これらはい

づれも地方公共団体を迩営主体とす

るものであり ，地域開発の面におけ

る2!? 与も見逃しえないものがある。

「国民休暇村」の構想( 本誌 196 1

作 9 月号，糸賀論文参照) は，さら

にこれらを一歩前進せしめたもの

で，国立公園などZE勝地内の施設適

地 ICーヵ所数十ヘクター J レないし数

行ヘクターノレの区域を出j し，宿舎も

rt 心lこ各種の保健休養施設を整備し

て，広く国民大衆lζ 低廉な料金で快

適かつ純金な休養の場を提供する乙

とを目的としている。そしてその事

業実施のため昭和36年12月，厚生省

( 大臣官房国立公園部) と表裏一体

の法人として財団法人国民休暇村協

会( 策京都港区芝田村町 3- 3田村

11けビノレ内) が設立された。

協会は国の計画( 自然公園集団施

設地区計画) にもとづき道路，駐車

場，桜橋，上下水道，園地などの公

共事業と併行して，宿舎，ケビン ，

リフト ，舟遊び，水泳施設などの有

料施設を，政府資金( 年金福祉事業

団の厚生，国民両年金融資を中心と

する) の借入を主として，国'l' ( ，地

方ｾの援助をうけて建設し，その経

世を行なうものである。ちなみに協

nt 

:ょ: |5 ; i L i ; 21; 214;  

44 

2.718 

位Ｉ他 ｉｾ 悶立大津ユースホステルセンター Ｓ ＱＰ 人収容 があり ， 日本ユースホステル協会契約ホステ

J レは317軒IC及んでいる。

; &2 宵年の家設置状況

年度雨下一肩什ムドム| 研| 出

忠 1 ＶｾＸＱ＠ 4:5 1  ＷｾＶ Ｑ ょ ｼ ［Ｒ ｬ ［Ｘｼ［［Ｓｼ

骨十

66 

4.476 

荻3 国民宿舎設置状況Ｈ厚生年金 ， 国民年金の還元融 資 ｉｾ よるＩ

股 [ t 数

収容人員

融 資 額

( 万円)

日主) 他民間立公国協会指定の悶民的合は81事f (36.4. ) ある。

?  

.o /J 

計

82 

7. 929 

193，2ω 

尺. .川

. .  回企世田

Q>  固定公問

。 一 一 体 観 判{ 日

国民イ木敵対. v巴J l : 回定公園

配 置 薗

UClIl6. l7ヰ:1>1骨(師、附
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近江八傾国民休坂村マスタープラン

近江八幡国民休暇村官ケ浜水泳場 ('62.7完成) 食堂およひ・パースハウス
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会は36年度2，000万円 ，37年度3，000

万円 ( 38年度4，000万円見込み) の

国JiI外f!iJl)Jをう け， さらに当初j建設の

関係 10県から 5 ，000万円( さらに| 昭

和38年度 5，000万円追加見込み) を

出資金の形で資金の導入を仰いでい

る。

厚生省によっ て樹て られてい る国

民休|股村の整備計画κ よると ，差し

当り第一期計画として，国立公園，

国定公園の地威内に22 ヵ所， 事業! ( ! {

総額85億円( 公共施設 15億，有料施

設70億) で整備する計画であり，そ

のーヵ所当りの計画内容は商t'15 0 -

200 ヘクターノレ，事業1' ( 3 - 5 億円

宿泊収容力一日 800- 3，000人，年間

延利用者数20- 50万人とな っている

乙のうち昭和36，37年度着工分とし

て10 ヵ所が指定さ れ ( 配置図参照)

協会では，その昭和36，37年度事業

として，それぞれ 4 億 3 千万円 6

{立 3 千万円の事業苦| 函を策定， 年金

福祉事業団に融資の申請を行なうと

同時に，各休暇村( 集団施設地区)

の7 スタ ープランにもとづき ，その

公共事業計岡と歩調をあわせて，昨

年春より一斉に建設段階に移ったも

のである。

宿舎，ロッジなど主要建築物の設

計者選定については，事業の性格上

からも慎重を裂するのは当然である

し，また，それぞれの休暇村につく

られる一連の施設にデザイン上の統

一がえら れるよう ，一休暇村，ー設

計事務所という原則がとられるべき

芯味からも ，その選定には特別な考

慮がはらわれた。現在までに決定，

突胞中の設計監理者( および施工者)

は，つぎのとおりである。

袈聖書悌 (f，白舎 2∞人収容) : Ei >] l 設計工務東

京事務所( 胞工 : K Kf羽組)

鹿沢( 宿舎 2∞人， ロツ ヨ70人) :  RI A建築

総合研究所 ・東京 α匝工 ・日現磁波K K)

館111 : 未定

* 敏高原 ( ロツ ヨ 1∞人) 協会技術銀倒H

工 : K K熊谷組)

近江八幡( ! 首舎 2∞人・食堂 ・パースハウス

: ー粒社ヴオー リス建築事務所 ・大阪( 施

工: 佐藤工業 K K)



南淡路( 悩合笈旧人) : 三座建築部泊所・大

阪( 胞工 : K K新井組)

加太( 宿舎l ∞人 ・セントラルロッジ) :  w' 

松! l ! 築設計司J !!S所 ・和歌山 倣 i工 : K K

原庄組)

鋭成( 1，白金 I別人 ・ロツ ヲ70人) : 河内畿就

紋 昔 ｦ 司 ｊ ＡＡｓ所 ・ 広ｾ ( 施工 : K KJ l ! ! 林組)

桜山 ( W合 2∞人) : 協会技術: rl ! ・石塚! l ! 3f i

市! ! s 所( 未着工)

大久里 ｦｾ Ｈｾ白合 ｬ ∞人Ｉ : 石本建築喜J !!S所 ・

東京( 施工 : K K共立組}

休暇村の建設の進め方は，国の直

轄ないし補助事業で行なわれ る。

( 実胞担当は県) 公共事業と ，当協

会が年金事業団から の融資をうけて

行なう有料胞設の二本立てで進めら

れるわけで，そのほか，指定条件と

して県市町村など地元関係で解決さ

れる乙とになっている土地問題，各

種補償，EiL気，電話の引き込み，到

達アプロ ーチの改善，その他併行し

て進められるべき問題は各地に山桜

しており ，乙れらをスムーズに調整

しながら ，工程にあわせて作業を巡

めてゆくには，国，県，地元および

協会の閣のよほどの緊密なチーム ・

ワークを必要 とするわけである。

すでに一部完成し，営業活動に移

った休暇村はつぎのとおりで，:lil J限

された工期，切りつめられた単価，

不馴れなサーヒ・ス活動など困難な条

件にもかかわらず，そ の 忍 ま れ た

臼然， s，1境，質実な施設とサービス

などによって大方から好怠的な支持

をうけ，ほぽ順調なすべり だしをみ

せている。

0 近江八幡国民休暇村

ｾ Ｇ ケ ｪ 兵水泳場 Ｚ 37年 7 )'J 21 日

開所，食堂 ( 166m
2
) ， パ ー

スハウス ( 259m
2
) ， 大テン

ト，ボート ，カヌー，モー タ

ポート など舟遊び施設，総投

資額 1，500万円，利用人員推

定延40，000人 (- 8月31日)

最大日利用4 ，000人。

O鏡成国民休暇村

37年 12月20 日開所. ロッ ジ (

木造一部鉄筋 コン ク リー卜造

70人収容) ，スキーーリ フ ト

日常山

田

悦

展望育 制 施設配置J " I阿

b/  

111主琢山

/  

見i!fリ 昨 _ . /  

山 / 戸

、仙111 . 捌 くS

2同 m

鋭成国民休暇村マス クープラン

鋭成国民休暇村スキーロッジ (' 62.12完成)
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鹿沢国民休暇村スキ ー ロッ ジ ( ' 62.12完成)

( 延長2 4 5 m) ，給、投資額4 ，8 0

0万円余。

0 鹿沢国民休暇村

37年 12月2 2 日開所 : 宿舎( 鉄

筋コンク リート造一部木造，

2 ，760m
2
， 220人収容) ，ロッ

ジ ( 木造，4 3 3 m
2
，70人収容)

スキ ーリ フ ト2 本( 第ー五山

兼用 リフト 337m，第二 リフト

446m)  ， 総投資額 1 億5 ，000

万円。

乙のほか現在建設中のもとに ，m

磐梯宿舎( 鉄筋コンクリート造ー部

木造，3 ，0 16 m
2
， 200人収容) ，乗鞍

高原ロッジ( 木造一部鉄筋コンク リ

ート造，l ，185m
2
， 10 0人収容) ，近

江八幡宿舎( 鉄筋コンクリート造，

2 .714m2， 200人収容) ，南淡路宿舎

( 鉄筋 コンク リート造，2 ，853m
2
， 2  

00人収容) ，加太宿舎( 鉄筋コンク

リート造， 1  ，5 4 8 m
2
， 100人収容) ， 

鋭成宿舎( 鉄筋コンク リート造一部

木造，1  ，895m
2
， 150人収容) ，蒜山

宿舎( 木造一部鉄筋コンク リー ト造

200 人収容) ，大久野島宿舎( 鉄筋

コンクリート造， 1， 544m
2
， 100人収

容) などがあり ，スキーリフ ト，舟

遊び，水泳施設についても計画が進

38 

同宿舎本館 (' 62.12完成)

行中で，今春から秋にかけて乙れら

が続々と開設の巡びに至るわけであ

る。

乙のように ，国民休暇村は，国民

大衆旅行推のー耳目をに なう ホープ と

して受場したわけであるが，その前

途には，資金面，採算面，建設，逮

iぎなどの函で多くの難関がよ ζ たわ

り，決して騒々しい楽観を 許さ な

い。しかしながら ，と もかく多くの

期待と ，そして課題をかかえたこの

国民休暇村は実現の一歩をふみだし

たのである。そ乙には 「家族旅行」

を中心と した立の意味での休暇旅行

をうけ入れるべき容器( うつわ) が

用意されるであろ う。 日常の生活サ

イク J レの一環をうけもつ， レクリ ェ

ーションの機能が十分に果さ れるよ

う大自然のなかに ，憩いに満ちた生

活空間が形成され提供されるであろ

う。そして，ユー スホステルが健全

な青少年旅行の発展に大きな寄与を

なして いるように ，乙の国民休暇村

事業は日本人の旅行慣習の転換，家

族旅行の飛躍的発展をもたらす契機

となるにちがし、なし、。



修学旅行施設( 族館) への夢

iは凶法人 日本修学旅行協会常r 6 1 I 1 ! Ul ' Ｈｊ ｊｗｾｴｬ 民

秋 田 員 男

パスが横ずけになる。降りてきた修学旅行生が正面玄

関に立つと 7 ジックドアが開き ，11民々にロビーに吸い込

まれてゆく。ドアには光線の遮断で数字がでるような計

算機がとりつけられているので，入館した人員が一回線

然とわかる。先生や，付添いの校医，斡旋業者などは別

の入口 から入るようにな っている。その131識は入口 にあ

るが，係員もいて誘導する。

生徒を降ろしてしまったパスは ，駐車場κ 待機する。

金行程をパスで旅行する学校が乗って きたノ f スで，今日

の行程を終 った ものは ，エレベーターで地下の駐車場に

巡ばれる。そ乙で車体が洗われて明朝の出発まで待機す

る。乙の駐車場K は簡単な修理ができる工場設備やカd ソ

リンスタ ンド もあり ，旅館従業員と兼用の巡転手，ガイ

ドの汚れ物を洗う洗濯場，乾燥室もある。また ，迩転資

料室もあり ，乙乙 lζ は旅館を中心とした詳細な地図がお

いてあり ，交通' 情報板もあって有料道路の乙とや，工事

中の道路，一方交通，右 ・左折禁止，駐車禁止から ，混

雑状態など，運転手に必要な事柄が張りだされ，天気予

報板には明日の天気が苦かれている。乙れをみて巡転手

は明日の心の準備をするが，ガイドのための必ｾ資料も

おかれている。乙の部屋は打合せ会ができるように設備

されているので，引率の先生や斡旋業者を混えて打合せ

をするととができる。乙の部屋 ｬζ は自動点火式の協が ｉｾ 器

もあるので，お茶を飲みながら相談ができる。

ロビーに入ってし まった生徒は荷物置場にそれぞれ荷

物をおいてから H鼠々に清浄室に誘導され，乙の部屋のな

かで洋服や靴の汚れを落し，手や顔を洗う。つまり一日

の汚れと ，ホ コリを落すのである。 ζ の部屋を 1 階に設

けたのは休憩だけの学生のためをも考えたからである。

それと室内に入る市HC身の廻りを清潔に整える ζ との教

育目的をも来たすためである。

乙の 11掛 ζ は面会室があり ，生徒はもちろんの乙と ，

先生の面会も ζ 乙で行ない 2 階以上は外来省の立ち入

りが禁止されている。 ζ の部屋には湯AEが飲める設備が

あるが，洗い; 湯もあって，使用した似欽AE腕は各1 ' 1が洗

って始末するようになっている。

また，生徒のための資料室もある。乙とは名! 日'f ，旧蹟

なと、の見学個所に対する資料，写l' J ; などが. : t であるが，

物産から土産品までもある。乙の資料室は地元の先生方

の指導によって，判りやすく ，興味がもてるような工夫

が凝らされているが，修学旅行の引事先生方の芯見を十

分κ とり入れている。

目立つのは食堂である。乙の旅館の収容人員が楽IC入

れる乙の食主主は，入口でお1警が波され，それをもった生

徒はあらかじめ指定された席に者き ，全員着席を待って

食事をする。食べ終ったら廻転する コンベアーベルトの

上K お踏をおくと ，そのお膳はi洗い場の方に迩ばれる。

湯茶はテーフツレの上にでている蛇口をひねるとでるよう

になって いる。 乙乙ではセルフサービス なのである。目

立つ個所に今日の献立とその材料，カロリーなどが書き

込まれた掲示板がある。先生方の坐るテープルの上K は

マイクがあるので坐ったままで注意や指示を与えたり，

テーフ勺レマ ナーの指導，つぎの予定などを全員K 放送す

る乙 とができる。I 食事終了後は乙の食堂が講習会，初出

会，映画会，演芸会の会場 ともな る。そのために必要な

舞台やl決写室もあり ，テーフツレの上にでている蛇口も引

き込ませてテーブ J レとして使えるような仕掛けに なって

いる。

ロビーは到おしたときの集結場所であるとともに ，交

歓室ともなる。乙乙でj也冗のとltt や，同室した他校の生

徒との交歓会をする。それができるように椅子などの配

位が工夫されている。

フロン ト の後の事務室には放送室があり ， 王 ｉ ｊ ｾＨ ， Ｚしたと

きに歓迎のために ，宿泊する学校の校歌を流したりする

乙ともあるが，常時は子どもなどの古びそうなもので，

b かな音楽を放送している。乙の放送室から各部屋，洗

面r.rr ，使所，廊下などにも放送ができる。その隣接に現

像室もあり，今日撮影したものを臼らの予で引似する乙

とができる。また，克応もあるが，乙乙で j 収倣っている

品物はすべて教育委口会などの陪却をえている。

21街は児女] j IJ の大風呂と小Jili¥: 5 が造られており ，J悦I "，

所は広々としていて湯上りが楽しめるようにしてある。

乙の| 併は温室脱皮の温度が保たれているので，1:&十日・， 楓

裕; の植物をはじめとして，熱411魚や小品などもいる。そ

のーつ一つにぬ明がつけられていることはいうまでもな

い。女子の脱次所は化粧室もあり ，男女ともに脱ぷ所κ
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は体重を計る機械がおいである。また，乙の階には診療

所と患者用のベッドルームもある。乙のような設備を 2

階にしたのは見H古しが悪いことと ，入浴のための見苦し

い姿をみせないための配慮からであるが， 1 階 の 設 備

と，宿泊生活とを完全に切り離してしまうためである。

31倍以上はすべて客室となっていて，その設備は各| 緒

とも全部同にじなっているが，中央を境界線として左右

に男女の部屋をわけている。中央は引率の先生の部屋と

なって，ζ の部屋lζ はマイクの設備があり ，その階の各

室lζ 放送できるようになっている。また，スイッチを切

り換えると各室の話声などが聞けるようにもなってい

る。いわば居ながらにして連絡ができるし，ある程度の

生徒管理もできる。 中央I( はエレベーターがあるが左右

には男女別の階段があるので，男女の生徒が入り混る乙

とがないのである。便所，洗面所も左右の|特にあるので

顔を合せないですむ。乙の二つはとくに近代的な設備が

しであるが，女子の便所には生理上の始末をする設備も

ある。洗面所に付属した設備としては洗濯場と乾燥室が

ある。汗になった下着や汚れたノ、ンケチ，靴下などを洗

って乾燥室に入れておけば翌朝までに完全に乾くのであ

る。乙の乾燥室は見学中雨! ( 迎い，洋服などが紛れたと

きには非常に役立つのである。そのために乾燥室の傍に

はアイロン仕上げ室もある。短い日数なので洗濯を必要

とする乙とはあまりないので，乙の設備は大げさなもの

ではないが，それでも電気洗濯機は備えつけてある。乙

れは各階にあるが，利用するだけでなく教育材料として

使える。

照明はとくに注意している。多くは間接照明の方式を

とっているが，J l 音い感じは与えない。乙の階の電灯はす

べて先生の部屋で操作ができるようになっているが，各

室ごとに点灯，消灯ができる。消灯後，非常事態が起き

たときは先生の部屋のスイッチで点灯ができる。照明で

とくに留意したのは足下を明るくするための照明設備で‘

ある。乙れは危険防止だけでなく ，床を汚さないための

効果をも考えての乙とである。夜，就! R 時間後は足下の

j照明だけにしてしまうので ，電力の節約ともなる。室内

の電灯は入口で点灯し，中{ ( 入ってからは内部のスイッ

チで点灯，消灯が自由にできるようになっている。部屋

の内部は二段ベットーになっているが，そのベッドの壁面

i諸 富Z E 採はをに匠

宰商 問陶 的工 生九 耐. 用日- は

菌四一室町幡主豆 法 全 火下進軽堅二

三六 兵衛 車H 空中 警品 さ式量量間

で一♀ 商一 空… 間… ム一 一いを鉄鉄幅

凶地 庖 工 音 牢 ・ 御 骨 骨 切
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Iζ は一等絞台車のように豆電灯がついている。また，机

椅子もあるので手紙を普くときは机上のスタンドをつけ

ればよい。部屋の中央の天井には非常時に鳴るベ J レがあ

る。

各室ともにドアの裏側は鋭になっているので，部屋か

らでるときは服装などを整々してゆける。女子の部屋の

ベッド lζ は鋭がついているので化粧直しができる。電話

器もあり，荷物の整理棚もある。部屋をベッド式κ した

のは洋式ホテルの宿泊訓練をする乙とを前提にしたため

である。しかし，E 放さの部屋も必要な乙とがあるので

予備室として一室だけは純日本風の部屋にしてある。と

きによっては乙の部屋でお茶やお花が楽しめるように，

その設備がしである。乙の部屋で日本旅館 IL対する宿泊

心得えなどの教育もできるような配慮がしである。

屋上は展望台と花檀になっている。展望台には方向指

導板があり ，望遠鏡も備えつけてある。花壇は季節の花

が植えられているが，宿泊した生徒が想い出のために郷

土の花の種をまけるような場所もある。

乙のほか，全館を通じて苦心しであるのは通風，換気

であるが，それとともに色彩κ はとくに注恕している。

たとえば，廊下に巾 30c mほどのセンターラインを引き ，

その色は各階ともに変えている。したがって色を覚えて

いれば階数をまちがえる ζ とがないという具合の配慮も

ある。改めていうまでもなく乙の修学旅行生専用旅館は

暖冷房完備である。

-と，いう具合に説明したが，乙んな修学旅行生専用

旅館は現存していない。乙れは荘、の夢の一部を組み立て

てみただけであるが，近い将来には乙の程度の旅館が生

まれる乙とを願っている。現状では宿泊訓練の場として

不足だらけであり ，旅での楽しい32・も結べない。

トンデモナイ … … そんな旅館など造れるものか，第

商売としてはなりたたないとおっしゃるでしょう。しか

し造る気があれば，学校の延長として，教室的に解釈し

て，国家が補助し，地方自治体が土地を提供，利用する

都道府県が建築資を分担し，特殊法人をつくって経営に

当らせるようにすればできると思う。そのZ芯2、味で依然た

る

てみfたこのである。
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スボーフの社会学

東京大学教育行政学研究室

飯 野 節 夫

1  .  スポーツの本質

スポーツとはなにか，スポーツの本質はなにかという

聞に対してはさまざまな解答が今までに行なわれてきて

いる。それは，スポーツの果してきた，あるいは，果し

ている役割が多面的であり，一つの概念規定で片づけら

れるほど単純ではないからだ。

通説として，スポーツは ，身休illi 1il Jであり ，遊戯，娯

楽であり ，あるいは競技であると定義されている。しか

し，ζ のような定義がどの程度，スポーツの本質に迫り

えているといえるであろうか。乙の点については大いに

疑問がある。というのは，乙のような定義においては，

スポーッκ まつわる外的条件がすべて姶象されているか

らである。外的条件とは，経済条件，政治条件，社会条

件，生活条件などを内包してい る。スポーツの問題は，

乙のような諸条件を抜きにしては正しくとら!え ら れ な

い。 ζ のよう な視点か ら，スポーツに目を向けた場合，

まつ・tr) ーに問題にされなければならないのは，スポーツ

がだれの手中にあり ，だれによ って， だれのために行な

われているかという乙とである。スポ ーツ から 引き離さ

れ，スポーツに親しむ機会を若手われてい るのはだれかと

いう乙とである。乙れをつきつめて考えていけば，ス ポ

ーツは効労者大衆のために再組織されねばならないと結

論に帰泊するであろう。

その場合，勤労者大衆のIHjlC広くスポーツが普及する

かどうかは，大衆白身がスポーツをどのように考えるか

という乙とと街接な関速を もっている。つまり ，スポ ー

ツを“私事" と考えるか，それとも “ 国民の共同利益" と考

えるかによって“大衆スポーツ" が創造されるかどうかが

決って くるのだ。前者は，スポーツl C 従事する乙とは，

ピアノやヴァイオリンをひいたり ，絵をかいた りする乙

とと同様に私事だと考える。後者はスポーツをつぎのよ

うに考える。つまり ，スポーッ κ 対しては，現実に疎外

されている効労者大衆の人聞を回復する乙とがｾｦ， ｉＧｩ され

ているわけであるが，それは，大衆の生存権的権利であ

り，私事としてではなく ，社会の共同不IJ必として，権利

としてのスポーツを国家に対してE- 求していくことなし

には，国民のスポーツ要求は，本当 lζ は実現しえないの

だという観点に立つものである。 'F:n，スポーツを私事

としてとらえてしまうと，好きなもの，技術のすぐれて

いるもの，つまり選手だけがスポーツをすればよいとい

う考えに堕してしまい，国民すべてのためのスポーツ な

どという乙とは，とう てい実現されなくなってしまうで

あろう。

夜、は，スポーツをしたいというw求は，すべての人が

もっているものとヨ号える。| 止にいう“ スポーツ嫌い" は，

人為的なものであり，: W境の生みだすものである。それ

は，過去の学校教育なかんずく学校体育. が生みだしたも

のであり，一応益本的lζ は，スポーツをする機会をとt . み

だしえないよう な日常の生活条件に規定されてもたらさ

れた結果である。国民大衆のスポーツ2 l i 求は LI '，:;¥' のきび

しいとlミ活のなかに埋れてしまっているのだ。それらを姻

りお乙し，組織化していくためには，国民の一人一人

が，スポーツは権利なのだという乙とを自党して，国家

に対して ， スポーツをするための条件整備をｾ求してい

くこと が大切なことではないであろう か。

しかし，日本のスポーツがおかれている現状は恕偲か

らはるかにへだたっている。そこには非常に多くの弊害

が存在してい る。つぎに，それらのいくつかを眺めてみ

Tこし、。

2.  日本スポーツの現状

まづ第一に指摘されなければな らない 乙とは，政治と

スポーツは決して同じものではないが，密接不般の関連

をもってお り， スポ ーツはその独自の論f ' J l だけで自由に

発展していく ζ とはできないという ζ とだ。スポーツは

政治的に利用されうるし，また現f C 利用 され て い る の

だ。その典型的な現われはプロ ・スポーツである。それ

は今や“ 観るスポ ーツ"を通り越して“読むスポーツ "にま

でなってい る。スポ ーツ新聞の隆盛がそれーで あ る 。 現

在，日本においては20種類近くのスポーツ新聞が発行さ

れているが( 位。 ，それらがどんなに多くの読者をもっ

ているかは，ｾｩｦ ｬ タの通勤電車内を見回わせばおおよその

判断はつくだろう。そのよう なスポーツへの接近の仕方

は，ーl時的にはi活のうさを忘れさせてくれるだろうが，

それらを完全に忘れさせ，明日 の生活のエネルギ一色!jt を

生みだしてくれるほどの効能はもっていないのだ。つぎ

のような白井勝一郎氏の危恨はだれも否定できないだろ

つ。
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「今日のスポーツは，紛争j 1 にとって危険な存在と化し

ました。私は，スポーツを否定しませんが，そのために

新聞や雑誌の特別版が必姿だという乙とになると ，これ

は知性のために危険だといいたいのです。一種の阿片的

役割を果しかねないJ ( 駐の

“ 政治をスポーツにもち乙むな" という一見もっともら

しい言葉がいかにどまかしに満ちたものか。それは，東

京オ リンピック大会の準備過程をみれば明らかである。

政府は，昨年の夏，川島国務相を中心とするオリンピッ

ク東京大会関係閣僚懇談会の設置を決定し，さらに，天

皇のオリンピック東京大会名誉総裁の就任を決めてい

る。乙れが，スポーツへの政治介入でなくてなんであろ

う。ましてや，オリンピックというものは，国が主催す

べきものではなく ，者s市が主催するのが立て前K なって

いるのだからなおさらだ。

つぎにアマチュアリズムについてふれてみたい。私は

逆説的になるが，アマチ ュアリズムについては言及しな

い方がよい と思 っている。 というよりも ，どんな人でも

それを納得のいくように説明できはしないという乙と

だ。というのは，厳密にいえば，日本にはアマチュアリ

ズムなどは存在しえないし，現に存在していないから

? こ。たとえば，都市対抗野球( 実際は会社対抗野球だが)

を本当のアマだと恩、う人はいないだろう。それは，大会

社の宣伝合戦の道具であり ，宣伝のためには強くなけれ

ばダメだから ，そのためK 大金を使って俊秀な選手を集

めたり ，一般社員より選手を優遇しているのは周知の事

実なのだ。学生野球の場合においても ，選手にさまざま

な特別待遇が与えられており ，授業料などの免除などと

いう事実をみれば，来して学生スポーツと社会人スポー

ツの聞に本質的な差があるのだろうかという乙とが大き

な疑問になってくる。結論的にいえば，学生スポーツも

本当のf . tl 床ではアマチュア ・スポーツではないのだ。そ

の乙とは，大学巡i f i I J部が毎年引き起乙している “ アマチ

ュア規定逃反" 事件をみればよくわかる。たとえば，昨

年夏，北大スキ一部，東北大ボート部という伝統をもっ

名門校のスポーツ選手がテレビのビタミン朔l宣伝に出演

し，アマチ ュア規定にふれ責任を追求された。北大のス

キー部長は「大学の予算や 06 の寄付金だけにたよって

いては部の5i l i 1蓄ができない現状だ」と語っているととろ

からみて，報酬をうけたととられでも仕方がないが，乙

のような事実乙そ，日本スポーツ の現状を忠実に反映し

たものだといえないだろうか。

もはや，アマチ ュアリズムなどという乙とは過去のス
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ポーツ精神であり ，1政産にひんしているしろものだ。ア

マチュアリズムというものは，いろいろな美辞麗句で飾

り立て られており ，表向きはなるほどと思わせると乙ろ

もあるのだが，基本的には，すでにl時代の進展について

いけなくなっ ているのだ。アマチュアリズムとは，もと

もと ，新興ブル ジョア ジーが肉体労働者をスポーツ界か

らしめだすために考えだした自分勝手の規則である。ス

ポーツが広く普及すればするほど，カネとヒマのある人

びとしかスポーツに従事できないようなアマチュア規定

が現実に合わなくなるのは当然である。

また，プロ野球の選手引き抜きに対する対抗策として

社会人野球協会では一昨年夏に「一度でもプロのめしを

食った選手，監督，コーチが退団しでも今後いっさいや

とわない」という強硬な内規をとりきめたが，そうなる

と，もはやプロかアマチュアかなどという空虚な論議の

問題を通り越して，人権問題に述なっているといえよう

もう一つ言及しておきたい ζ とは，スポーツの位界で

は ， 他の世界と異ってプロが尊ばれずア Ｗ がｾｾＺばれてい

るという乙とだ。芸術家，学者，弁護士，医者，裁判官

などそれぞれの領域で専門家として尊敬されておるの

に，スポーツ界においては専門家であるプロ選手は金を

得るがゆえK 践しい存在と考えられているのだ。そうで

なければ，プロのコーチをうけてはいけないなどという

規定がつくられるはずがないのだ。オリンピック選手強

化対策を立てるときにも ，プロ ・コーチをお くべきかど

うかが大きな問題になった。スポーツに限ってプロ ・コ

ーチをどうして排除しなければな らないのか不思議なこ

とだ。絵画や音楽や芸能の世界ではそれが問題にならな

いのに。

以上において，主として批判的立場から日本スポーツ

の現状を眺めてきたわけであるが，その最大の欠陥はス

ポーツが大衆のものになっていないという乙とである。

以下において，スポーツの大衆化をはかるための具体的

な方法について若干の問題提起を試みてみたい。

3. 大 衆スポ ー ツの創造

スポーツの大衆化とは，厳訟にいえば，知識の上での

大衆化と ，実践の商での大衆化とにわける乙とが でき

る。 iii J者の場合には，大衆はスポーツを見たり ，聞いた

りして，知識として知っているに過ぎないのに対して，

後者の場合には，身体づくりのために，あるいは， レク

リェ ーションのために自主的にスポーツ活動に参加する

のである。乙の場合，いうまでもなく ，スポーツの哀の



大衆化とは後者の場合である。

乙のような観点からみた筋合， 11本スポーツの現状は

きわめて貧困である。内:s: J と口本体育協会の行なった調

査によると ，スポーツの普及度はつぎのようになってい

る。 i スポーツの好き なものは内閣の調査では4996 (男

65% ，女36% ) 体協の調査は7496 (男8596，女64%) で

ある。 ・・・ スポ ーツを実際 lζ 行なっている者は，内閣

の調査では 13% (男 1996，女 7 96) ，体協の調査では35

Ｕ ぢＨ男 ＴＶ ＹＶ ， 女 ＲＳ ｾ ぢ Ｉとなっている。スポーツの愛好者

が 4 人のうち 3 人であるのに比べ， スポーツの実践者

は 3 人lζ 1人であ り， いちじるしく少ないJ (症の 乙

乙で，スポーツ実践者に入れられている人でさえも系統

的IC満足のいくだけスポーツを行なっているのかどうか

るf間だが，それはともかくとして国民の 3 分の 2 がスポ

ーツ実践に無縁な存在であるという事実は軽視すべきで

はない。

スポ ーツの大衆化を実現するためには，大衆自身がス

ポーツの必要性を自党できるようにならなければならな

い。その前提として，労働とスポーツとの関述をどうと

らえたらよいかという乙とを考えておかねばならない。

学生や生徒の場合なら ，勉強とスポーツとの関連におき

かえる乙と ができる。労働や勉強は人! 日lの生活にとって

もっとも本質的な・活動であり ，人生において必要不可欠

なものである。それは，人閣が生活の資をえるために必

裂であるばかりでなく ，人間がそのーもてa る潜在的可能

性，諸資質を調和よく 全面的に発達させるためにも不可

欠なのだ。しかし，現実の資本主義社会においては ，労

働は正し く組織されておらず，1i .働者の ')'j 働条例ニはそれ

ほど恵まれているとはいえない。とくに，オー トメ化の

進んだ大企業においては，うIj 働者の神経系統iζ 激しい負

担が加えられており ，乙れらの負担を軽減し神経の過

度の緊張を解消する乙とは ，ゆるがせにできない問題な

のだ。

乙れらの課題に応えるべきものとして，ス ポーツが大

衆の前 ｬζ 登場してくる。乙の場合 ， 注 ｾｴ し なければいけ

ない乙とは，労働とスポーツを対立関係においてとらえ

てはいけないという乙とだ。労働とスポーツは対立した

ものではなくて，むしろ ，互に相*ili い合って人間生活に

奉仕し人間の完全な発達を保証するものなのだ。もちろ

ん，その場合，労働が正しく組織されていなくてはなら

ないのだが。

つぎに問題にされなければならないのは，設備とくに

i!l Bi i J 易の不備というよりも欠除である。競技場は少しず

つつくられつつあるが， 一般大衆のための運動場がつく

られたなどという話はほ とんど聞く乙とがない。大衆の

述!WJ場としてはわずかに公園のグランドがあるに過ぎな

い。型恕をいえば，少なくとも都市の場合なら各区に

つの総合競技場と体育館が大衆のためにつくられるべき

だろう。

つぎに運動種目の選択にもなを用いることが大切であ

る。たとえば，野球は非常におもしろいゲームではある

が

1. 広いグランドを要する乙と

2 用具が高い乙と

3.ゲーム| 時間が長い乙と

4 .一時に多くの プ レーヤーがゲームに参加しえない乙

と

5 .  危険率が比較的高い乙と

などの欠点ももっており ，大衆スポーツとしてかなら

ずしもすぐれているとはいえなし、。大衆が5容易に実胞し

うるスポーツであるためには，狭いグランドで短時間多

くのプレーヤーがプレーしうるものでなければならない

その上，興味のwなうものがはじめて大衆スポーツの資

格を有するのだ。 そのようなな味合いからみて，大衆に

ふさわしいスポーツ種目は，バレーボール，バスケット

ボール，卓球などであろうか。とくに，バレーポールの

場合は，ボール 1個( ネットがあれば一層望ましいが)

あればとにかくパスのトレーニングだけはできるのだか

ら簡単である。ゲーム 1C. 2t する 11与問も比較的短かくてす

み，その山Hζ 巡iWJ:wが多く，而' i j I 合わせ一て 18人のプレー

ヤーが狭いコートで( 野球場の数十分のーの広さのとこ

ろで) 楽しむ乙とができるのだ。といっても ，私は乙れ

以外のスポーツを否定しているのでは決してない。ただ

野球中心主義のスポーツの在り方に少し疑問を感じてい

るという乙となのTご。

以上において，スポーツの大衆化f L ! 到して私の与えを

二，三述べたのであるが，スポーツが国民生活のなかに

本当 lζ 根づいていくためには “ たかがスポーツのとど'

などと考えないで，できるだけ多くの人が工正面白にスポ

ーツ問題κ とり組んでいく乙とが必買なのではないであ

ろうか。

Ｈ柱ＱＩ生活科学凋査会制 Ｑ Ｎ ス ｬ ｊ ｾ ーツの社会学 ｊ I制和374010月明U，1181 

( 註 2) 角川文附「愛の1 l l I 怖についてJ 亀井勝ー郎4¥: ，p17  

Ｈ位 ＳＩ 文 部Ｇ白体育局迎動滋ｾｊＧＮｉＡ ｲ 円本スポーツの現状 ｈｕ 可 ＱＳＶ 年 Ｓ 月，

p21- p22 
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スポーフ施設の種類と発展方向

文部省 体育局スポーツ深長

西 田 泰 介

1  . スポ ーツ の 歴史 と施 設の関係について

到在わが国で行なわれているス ポーツの種矧は40種以

上もあり ，スポーツの意味を広くとるとその他にもキャ

ンプ，ハイキング，遊泳，フォークダンスなどた くさん

のものがある。

これらのスポーツの中には，わが国に古くから伝わった

もので，武道と呼ばれていたものが近年スポーツ化した

ものもあり ，アメリカやヨーロッパから伝えられたもの

もある。わが国のスポーツの起りは，明治 6 勾olζ 米国か

ら野球が伝えられたのが& 初であるといわれているが，

その後，ボート ，テニス ，陸上競技，サッカーなどがつ

ぎつぎと伝えられたが，乙れらのスポーツは主として東

京帝国大学，東京高師，陵応大学，東京高商などの大学

または高等学校に伝えられ，学校のクラブを温床として

発展してきたものである。

中には在留外国人の聞でスポーツクラブがつ くられた

り，日本人の手による街の野球クラプなども生れたが，

乙れらはあまり長続きしなかったし， 普及もしなかっ

た。

明治45年 ( 1912ff.) アントワープのオ リンピック大会に

参加するために，その前年に大日本体育協会が創設さ

れ，オ リンピック代表選手の選抜を行ない，その後もオ

リンピックを中心lζ スポーツの普及をはかったが，参加

者の多くは学生かまたはその卒業生で占められた。

また大正 2年 ( 19 13年) に学校体操教授要目がH i IJ 定さ

れ，大正 15年 ( 1926年〉 κ 乙れを改正するなど，スポー

ツを合む学校体育は大いに奨励されたので，学校におけ

るスポーツは他の国に例をみないほど普及し発展を示し

てきたが，その反商社会におけるスポーツの発展は遅々

として進まず，今日においてもオリンピック選手の7036

は学生で占められている有機である。( 欧米諸国では社

会人の方が多い)

その原因は，歴史的な政治制度，教育忠ill . 経済事情あ

るいは生活協などいろいろな理由によるのであるが，と

にかく学校だけがスポーツを受け入れねる基礎をもって

おって，社会にそれがなかった 乙とによるものである。

乙の乙とは当然その施設に影響を与えるもので，学校の

スポーツ }j在設は欧米と比較しでも 一般的にあまり遜色が

ないほど整備されているが，社会のそれはまったく写に
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等しいほど発達しない結果となっている。

学校の胞設といえども ，その設備が高級なものという乙

とはできないけれども ，どの学校でも相当な広さのJ i l l 1i1J

場を備える ζ とが常識とされ，近年はほとんどの学校で

体育館，プールなどを整えるようになり ，それがぜいた

くだとは考えられなく なっ てきているのに反し，一般社

会においては今日においてなお他の施設の犠牲になる

か，後廻しにされる乙とが普通である。

戦後大都市K . おいては，国民体育大会などの影響もあっ

て，県立または市立の体育施設が設けられるようになっ

たが，その形式はほとんど大会用のものである。

ζ の乙とは，わが国のスポーツが，オリンピック大会や

アジア大会( 戦前は極東大会) などを中心として発達し

てきたため1(. . 常lζ 選手中心主義的な方向で進められて

きた乙とに起因している。

乙の点もまたヨーロッパなどのように，街のクラフ。中心

のすなわち市民のための市民によって整え られ発展して

きた胞設と趣を異にする と乙ろである。

わが国でいえば，ちょうど街の柔道場や剣道湯などのよ

うな形式( もっと立派ではあるが) で整えられたヨー

ロッパのスポーツ胞設に比較して，選手養成や大会則と

して( 大衆よりも選手の方が要求度が高いことを示す)

大きなスポーツ胞設がまづ整えられてきているのが現状

であり ，目下のところスポ ーツに親しみたい大衆は学校

の施設以外 lζ 利用できるものをほとんどもっていないの

であり ，乙れが目下のわが国スポーツ施設の在り方に対

する歴史的悶縁である。

2. 環 境 とス ポーツ施 設 の 関 係について

その昔，海や山が近く，日光も空気も/ 1 < も泣かであっ

たl時代には，口々の生活そのものの中から五IBVJ も楽しみ

も得られ，新鮮な空気や水で自然に健康を保つ乙とがで

きたであろう。

と乙ろが人が増え，その人が無数に集まり ，科学が進歩

するにつれて，空気はにごり ，日光は弱まり . 7J <はイ4己誌

になり ，そして人は生活 lζ 疲れ巡動不足になると，とて

もそのままでは泊されなくなる。

スポーツは本来人間の遊戯本能 [ζ もとづいて行なわれる

ものであるといわれるが，乙のような生活J ) ，' 1 境の変化は

ーj百スポーツ の必裂性を高め，またそのlill 矧1(. 強い拶響



を与えずにはおかない。

今から 20{1:liij のわが国の人口分市は， J2山村60
0

6. 都市

4096であった。乙の|時代にはまだ子供たちも大人も割合

自由1(JJ<fι 親しみ山に登る ζ とができたし，スポーツを

やりたい人でも大休学校の迎動場で事足りた。

それが今では逆に都市人口が6096. 1血液l 村 が409ちとな

り，ますます人間と産業が都市に集中する傾向にある。

その 上 山村でも 山 は荒れ ，川 は出来で汚れて ｉｾｉ 然 ｬ 乙親し

む乙ともできなくなりつつあるという。

とうなると ，いきおい自然環境だけでは人々の楽しみも

活動欲も満足する ζ とができなくなり ，信l市，12村を問

わず人工的なスポーツ施設を必要とするようにならざる

をえない。

乙とに都市生活者にとっては，そのJ J ; ' 1境の惑さはひど

いもので，その不世R全さをl功ぐために若い人のスポ ーツ

施設 ， 老壮年者の ｾｬ いの場は絶対不可欠のものとなった

といっても過言ではない。乙の乙とは，乙のような人々

の不満のはけ口をねらって，無数の商業娯楽が濫立し，

そのいづれもがそれ相応に繁昌している乙とをみてもわ

かるのである。

乙れら商業娯楽の安っぽいあるいはいかがわしい慰安の

提供が，またさらに人々の生活をゆがめてゆく悪循環を

繰り返えしている現状をみて，人間のnの幸福，さらに

民族の将来を考えるとき ，健全なスポーツ施設の提供が

ま乙とに忽を要する乙とを痛感せざるをえない。

もちろんもはやわが国の現状において，広々とした緑の

i運動場をのぞむ ζ とは難しいであろう。その代りに手軽

に. n  由( ( . 低成lζ ，気持よく使えるスポーツ施設が無

数に造られねばならないという乙とである。

3. 経済の発展 とスポーヅ施設の関係につ い て

乙の問題はニ面から考える乙とができる。その一面は

偶人の収入の増加とそれにともなう消 Ｑｾ の増加である。

食うや食わずのときにはなんといってもスポーツど乙ろ

ではない。生活を楽しむとか高めるという乙とは，やは

り衣食住のつぎにくる欲求であろう。

終戦後の 10年間位の間は，恵まれた人や一部の心ある人

々の問でスポーツが行なわれ，多くの人々の家計簿には

スポーツのための出資は計上されなかった。

それが近年一応生活が安定し，収入もi削 Hしてくるにし

たがって人々の関心はスポーツに集中しはじめた。海も

山も季節毎1(. 人で埋まり ，プーノレも体育企i¥も，狭い野球

場も若い人であふれるよう lζ なった。

スポーツ )j在設は造っ ても造っても追いつかない状況が続

くであろう。

もう一つの面は，産主( ' 界の経済と技術的な函の進歩を考

える必要がある。

ｉＱ ｈ 和 ＱＳ Ｑ， ｈ ζ 事 ＱＱ 回にできた国民体育館Ｈ厚生千＿でｾ設〉は

約 400 Ty . ほどの鉄骨の体育館であるが，当時は円木でも

っとも大きく立派なものとされていたが，今では小学校

の体手i f1I:: でももっと立派なものが沢山あるほど fJij 近代的

な代物になっ て しまった。

それはこ乙 20年間における産業経済の発展や技術の進歩

を物語るもので，同じ国立でも目下約25億円をかけて 1

万5 千人の観客を収容するオ リンピック水泳競技用の国

立屋内総合競技場を建設中であるが，そのこつの体育館

の差がそのまま時代の差を表わしているといえるであろ

う。それには一頃はぜいたく品と恩われていたスポーツ

用具が，子供のお小使いでも買えるほど格安になり，ど

んな田舎にいっ ても手に入るようになった産業技術の発

展を無視する乙とはでき ない。

かく てスポーツの発展は，ある時代にはぜいたくなもの

であったスポーツやその施設用具が，今日ではもはやあ

りきたりのだれにでも手のとどくものとなってしまっ

た。経済の進歩とｾＡＨ縁ではないことを古Ｚき加えておく必

要があろう。

4. 学校と社会の スポーツ施設の関係について

前にも述べたように，わが国の学校体育は欧米のそれ

に比べても遜色のないもので，見方によってはそれ以上

だともいわれている。

その理由は，正課の体育のl時間( 各国とも 2 - 3 時間)

のほかに，クラブ活動と学校行事を合せて，全体として

学校休育を組織し，桁導もよく行なわれているからであ

る。

乙れに反して欧米諸国では，正課の時聞はよく研究し折

若干しているが，それ以外のクラブ活動や体育行事をあま

り重視してないからである。

と乙ろが残念な乙とにわが国の青少年の体育は，もっぱ

ら学校体育に依存し，体育やスポーツは学校でやるもの

であり .それで十分だとだれしも考えがちであった。した

がって背少年体育やスポーツ活動は学校に任せ切りで，

社会ではほとんどその対策というものを待ち合せていな

いのである。

乙れに対し欧米諸国では，学校では正諜の体育時間だけ

をしっかりやり ，青少年のスポーツ活動は社会で受け持

つべきものと考え，その: ; ' l { F : は父兄や一般社会制度の中

に合まれるとして，学校よりもむしろ社会でのスポーツ

活動を重視する傾向がある。

したがって，青少年の休育全体を考慮すると ，学校だけ

ではわが国の方が熱心だといえても ，学校と社会と合せ

るとやはり欧米のそれの方がはるかに充実しているとい

う乙とになるのである。

施設の函でも当然乙の傾向にしたがって，学校中心の休

育施設しか持ち合さないわが国に比べて， 欧米諸国では

社会のスポーツ施設が非常に発達していて，青少年は好
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昭和39年 8月完成予定の国立函内総合続技場線型( 般B.I. : 丹下健三) オリンピック東京大会の際，水泳，柔道およひ' バスケットが行なわれる 。

みのクラブ lζ 加入して， そのクラブ

の施設で自由にスポーツを楽しみ，

体力をつける乙?と ができるのであ

る。

学校だけのスポーツ施設，それもど

く一部の選手( 中学で3296，高校で

2896程度) が専用しているような施

設だけでは，はなはだしく立ち遅れ

てい るといわ ざるをえない。

5. 今後の スポーツ施設の

発展の方向

今まで述べてきた乙とを] I IJ提とし

て，わが国の将来のスポーツ施設の

在り方を考えてみると ，

A  社会スポ ーツ施設の整備を急

ぐべき こと

学校の施設は ，TJiw:. も述べたよう

に十分とはいえないまでも相当整備

され，目下体育館，プー J レ* などが

計画的に順次建設されているが，心

細いのは地域社会のスポーツ施設で

ある。

*36年度体育館設訟lft プール般民率

( 同 校 仰 小 学 校 山 )

中 11 46. 0% 中 11 7. 5% ¥ 

高等 II ( 般定)55. 0% 高等 11 14. 0%/  

都道府県や人口 20万以上 の大都市お

よび大工場などはそれぞれスポーツ

施設を保有しているが， とれらのも

のは規模が大き過ぎたり ，もっぱら

大会 lζ 利用されるだけで，地域 lζ 密
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析した施設は皆無に近い状況である。

今後必EEとさ れるものは，小i見肢のもので" 方致距離が短

く，庶民が利川しやすく また親しみやすい胞』没が，あち

らこちらに無数に造られるということである。

選手以外の一般の青少年や，働らいている人々にとって

は，形式鳴った広松なものよりもいつでも I援かく迎えて

くれるようなレクリェーションセ ンターを必要としてい

る。

つぎにヨ5・えられる乙とは学校のスポーツ胞設の利用であ

るが，従来学校の施設は生徒，児i i ! が登校中に使用する

乙とのみを考えて造られたものが多く ，一般に開放した

場合K 利用しにくくまた管理上不便で学校施設の開放を

叫んでも案外その実があがっていない。

したがって，今後造られる学校の休育館やプールは，生

徒，児むが下校後』ζ も使用でき，その地域の人々にも開

放できるような利用と管理の二百をA 5 隠した設計のもの

を採用する乙とを考えるべきである。

B  公営飽設中心にスポーツ施設の整備を計る こと

スポーツ施設は，学校のもの以外はぜいたく視されて

きたので，公共団体がスポーツ施設を造るのには非常に

多 くの困難がともなうのが通例であった。

しかし，その必要性は近年急速に高まり ，今や国民生活

にとって必需のものとなった乙と ， しかして乙れを個人

や民間団体などの手ではとうてい造りえないものである

乙とから ，当然その整備は公共団体の立任とされなけれ

ばならない。

昭和36年 6 月lζ 制定されたス ポーツ振興法においても，

乙の乙とを明示してスポ ーツ胞設の整備を国と地方公共

団体の任務としたのである。

西ドイツやイギ リスなどでは，早くから民間団体の手に

よってスポーツ施設が造られてきたが，近年ますますそ

の必要性が高まったので，市町村や団体の計画したスポ

ーツ胞設に対して，国も州もそれぞれ多額の柿助金をだ

してその整備を計っている。

わが国でもスポ ーツ振興法の成立を機としてようやくそ

の必要性が認められ，地方公共団体の体育航やプールの

建設に対して昭和37年度 1伎t 7 千万円 . 38年度 3 億円程

度のものが補助できる乙 とになったが，乙 の程度ではま

だ九牛のー尾にす ぎないという べきである。

C  スポーツ施設の生活化と多角化

海や山のような自然潔墳を利用したスポーツ施設を整

備し，また利用する ζ とは，現在も将来も必要な乙とで

あるが，同l時』ζ ζ れらのものの利用にはいろいろな点で

限度があるので，日常生活と密着したスポーツを行なう

ためにはもっと身近かな施設を消設する必要に迫られて

し、る。

たとえば間単な広場，小体育館，プール，柔 ・剣道場と

いったような狭い地峡で建設可能なものである。

そして 乙れらの施設は，競技本位のものから大衆的なも

のに，単一目的から多 目的なものに，)']' 少年本位から全

住民対象のものK 多角的に利用できる施設としなければ

ならなくなった。すなわちレクリェーションセンターの

性格をもったスポーツ施設である乙とである。

バスケッ トボールの試合ができる乙とだけを考えて巡ら

れてきた休育館と ，もっと休育室を小割りにして，パス

ケッ トポ- ) レも ，ノイドミントンも ，フォーク ダンスも ，

体操も ，柔道や剣道もあるいは簡単な集会もできるとい

った具合にいろいろな階層や希望に応じられる胞設とす

る乙 とであ る。

D  指導と管理が行きとどく こと

とかくスポーツ施設を造ると ，後の迩営iinにおいて経

由を少なくすませるために単に貸i J 匝設になってしまう例

が多いが，今後のスポーツ施設は，それが地域の生活と

25接I C . 関係して運営されるべき乙とを考慮して，安全と

適切な指導と 快 適なｾ囲気とをもったものとならなけ れ

ばなら ない。そのためには設備の上から更衣室，シャワ

ー，便所などが完備し，よく訓練された指導者または管

理者が配置されて，行きとどいた配慮をもった施設とな

らなければならない。汚れた便所も 困るし，汗まみれで

帰らなければなら ないのでは不愉快であるし，いつでも

選手級のものに場所をとられて，初心者が近寄れないよ

うでは意味がないのであって，ときには子供述れでいっ

ても面倒がみてもらえる位の親切さと設備が整えられて

いる乙とが大切な条件となるであろう。

6. 結 び

以上にわたっ てスポーツ施設の発展の方向を述べてき

たが，紙数の占[1合で議論が抽象的で木紙の読者 Iζ 満足を

与え得ないものであったと思う。

しかし，一応その必要性と方向についてふれて きたの

で，その具体的な方法については専門家によってつぎつ

ぎに包き加えられる ζ とを期待し，来年にひかえたオ リ

ンピック東京大会を絶好の機会として，わが国のスポー

ツ施設が飛躍的にi i J : と質の面で発展する乙とをWi んで結

びとする。

キ充

株式会社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l (弁池筋) 旭洋ビル 3 階

電話 (202) 3233 ・3234
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ν ジァー 産 業 と ν クリ ェーも/ ョン

グラフィック ・ノレ ポ

1. 都市のなかの レジァ 一大阪の キ タと ミナミ

2. 観光地 ルポ一白浜





r

n民り込んだま、大阪駅に着〈 。 オヤ、東京に戻 ったの

かナと錯覚することがある 。 しかし、御堂筋から道頓堀

でワア ッと来るネオンの重なり一一一一ト タンに大阪を感

ずるね 。」

たしかに、東京一大阪 3 時間の時代には 「キタ 」 は 「ミ

ナミ 」 よりもも っと 「ギンザ」 に近くなる 。

そこにあるものはすべて現代都市のターミナルの問題。

オフィス街とベ ッ ドタウンの聞の百万をこす人 聞 の流動

と、それに群がるターミナルのレジャー ・コンビ ナー ト。

生理的な最低の休養さえ取れない ま、で、慢性の欲 求 不

満に駆り立てられ、 j肖1l (ブームの 虚像を追い求める人た

ち。 すべてが 「こしらえ上げられた欲求 」に対して待ち

才持えている「通りがかりのレ ジャー 」。



ｾ［ｾ ｾ ｾ＠

「レジャ ー における人聞の自己疎外とは、労働において

( 人間性を) 疎外されたわれわれが、そ の主体性を回復

しようとおもむいたレジャーにおいてふたたび主体性を

奪われ、人間性を喪失することであり、 … … 自己を開発

させるはずのレ ジャーを自己のレジャ ーで なく、他人の

レジャ ーと 化してしまうことによ って 、レ ジャー におい

てすら自分自身にめぐりあうことが出来ないでいる。…」

( 山崎進編「レ ジャ一時代 J )  

「心斉橋筋」一一一長年保た寸1 て来たヒューマンスケー

ルの道巾に天井と床が加わって出来た、流れる群衆を包

む幸福な外音 ｉ ｉｾ ｉ 問 。そこには 、ター ミナ ルには見られな

い何かがある 。 ショッピングの 楽しみ だけでなく、 群 衆

の一 員となって 、そこに 流れること 自身 の楽しみ一一一一広

場などに見られる機能の一 つの変型として見逃す こ との

出来ない性絡を持つ 。



江戸後期の大阪地図。船場を中心とした市街地の周辺を

取り巻いて、城や武家屋敷の官庁街と 、事Ht やお寺と同

一 に、レジャー区域としての芝居小屋と 「いろまち 」 が明

確に区分されている 。人の集まる所に自然発生するので

なく、都市の各部分の機能的な分維と秩序への怠芯。

「キ夕 」のパ一{ 街苛が主としてオフイス{ 街封の延長てで網あ り、

キ ヤ

ではそれぞれ一群となつた巾と厚みを持つ 。

だが 「道傾堀」 にはかつての活気はもう失なわれている。

現代の古! J l l . 演劇は、団体と招待客に支えられているにす

き' ない。芝居小屋での舞台と客席の或は客席の附のいき

いきとした交流は、茶の間のテレビに分散してしまった

のか。無ilj lJl I.艮に拡がる郊外のベッドタウンと都心部の再

開発の追いかけっこの間て¥やがて 「ミナミ 」 もターミ

ナル ・レジャーの中に吸収されてしまう日が来るだろヲ。



その日、心斉橋は、サン ・マルコ広場や、ミラノ ・アー

ケードのごとく、観光客で満ちあふれるではないか 。

もっと切実な問題は、者 ｬ￭ 市のなかでの市民の狐ｾＡｬ｜ 0  i羊酒

喫茶やアルバイトサロンて¥明日の労働のための{丘次の

リクリエーシヨンを求めることが tI'. 米ても、* して我々

はそこで向分自身を見出し、市民としてのお互いのつも

がリを発見するこどが出来るだろうか 。

むしろ家経の中で十分満されていない応接聞やサロンと

しての機能しか果していない。

ネオンに茄Ifゃくホテル 11i でさえ、見失なわれているプラ

イパシーの最低保証と言う人 1[[1のギリギリの欲求を思い

起させる 。

現代者li rli のなかでの 7 ス ・レジャーの不在と、ますます

個人の殺の中に閉じ込もろうとする傾向 。



だが我々は文化財保護委員ではない 。 滅んで行くものを

嘆くよりは、変化して行〈都市の機能に応じてそれを再

生させて行かねばならない 。

仔IJ えli' r 労音」一一一一大阪に発生したこの組織は 、会員

自身 の手による音楽会の企画だけでなく、労音フェステ

イパルやサークル活動を通じ、職場毎に孤立する人々に

社会的交流の拡大を取り戻させつつある 。

主まやかなレジャーブームのかけ声のかげでも、 l符や市の

青少年ホームに熱心につめかける若者逮の意欲 。

自動車交通に断ち切られた中 之島公園 、昼夜兼行の地下

街建設一一一一手をこまねいて待 つだけでは 、刻 々に 判l し

ょせる者li 市のデーモ ン( ゼニとチカラ ) に流されてしまう 。

「キタ 」 と 「ミナミ 」 の問題が我々に教えるものは、必

要なものと不必要なものをはっきりと意欲する、我々自

身のレジャーに対する姿勢らしい 。



観 光 地 ル ポ

白 浜

1. 白 浜 口 駅 の 団 体 客

2 . パスで閉された繁華街

大阪市大 小 島 将 志

大 林組 鈴 木 茂

2  

ーー吋



白 浜

3. 白浜の全景

4 . 右端 : 海 上 娯 楽 セ ン タ -

5 . 旅館の娯楽場

スロットマシンあり ， ガンセンター

あり、ポーリングも f蒲えている

スナックパーもある



観をしている。何十人も入る旅伴; の

盟会場にお膳を前 lこして. 同じ浴衣

や，丹前を若て，ヅラリ坐った客た

ちのｾは ， 揃いの事務服や作業れを

つけ て，机 や機械を ｪｪ￭ ｪ にしたｾとま

ったくよく似ている。 ー一一 「ζ の頃

のように建設官が高くなったら宿泊

と料理だけではとても施設の償却を

する乙とはでき ない。多角経営，多

角経営 ζ そ乙れからの旅館の在り方

である J ( 旅館組合) と‘ のJfI臣官i¥にい

っても ，ホテルのいわゆるノぞプ リッ

クスペース K 相当するものカまとって

ある。そ乙にはかならず ， パ チ ン

コ，卓球台， ビリヤー卜¥ 米悶から

輸入したスロットマシン，ミュージ

ックボックス ー・・がおかれている。

なかにはベビ ーゴルフやボーリング

の施設のあると ζ ろもある。乙れで

は源泉地も部会も変りはなし、。多く

の旅館はスナックパーをつけてい

る。だから旅館のほかにあるパーや

キャバレーは “ 豪華ア トラク ，官} 夜

来11室、ンョ一日自演" といった乙とでも

やら なし、かぎり ，容は集まらなくな

っているようだ。その辺が一時，熱

海とともにもっとも風紀の惑い jl;; t泉

地というレッテルをfl ，lj られた原肉で

もあろう。 -1時はその目的のためだ

けで 11I兵を訪れた人もないことはな

かったらしし、が， しかし，今は ， 11 

本でもっとも礼儀正しい人がおいで

になるという乙ともあって，そのよ

うな部分は数{To前にほとんど取締ら

れたそうだ。その代り かどうか不明

のある培品一一植物園のある悉所/

尚一一水 Iド賀船，水上機のず1・く綱不

知ト一門浜への環状道路は一方交通

である。 一一「観光地になると ，道

路がよくなってよいという観光地賛

成の地元の声があると同時に，交通

丑がふえて交通事故が多く なるから

観光地反対の声があるｾ ( 立教大学

ホテル研究会アンケ ー ト)

!  [ " 紀勢線が全線開通しでも，単線

では輸送力に限界がある。乙れを早

く話J線にしてもらはなくては ，約 iJ' 1

収容力』ζ 輸送力が追いつかない。

( 9096の観光客が国鉄を利用してい

る) 和歌山一一白浜聞の道路は実力

建設大臣が視察にきて，オリンピッ

クまでには完全に整備すると約束し

たので，パスによる輸送力は地吻nす

るだろう。( 貸切ノぐス frjl ネ13.16，国

鉄flj l率 10J 6) 自家用車も「乙の正凡

3 円問K は300- 400台きたJ ( 旅館

組合) (1浜町の交通量はますますW:

JJnする。

A 人間は， 1' 1分の労働と同砲の リク

リェーションを求めるという請があ

る。ローラースケー卜で紡錘の聞を

心りながら糸の切目をつなぐ女工た

ちの休憩l時間は， ，怜かにおす15を1月う

よりも ， ピンポンを栄しむ方が組向

に合うといった ζ とである。 ( 1浜ーか

ら湯崎への海岸線の丘陵に沿ってギ

ッシリ ir. ちならぶ旅館，ホテ J レ，遊

興胞設は，保主主にきた人たちが， ウ

ィークデーに汗を流して働いている

オフィス街や，工場君? と大差ない外

茂

A 国鉄，内浜口駅の改札をでると，

駅前の広忠は人と III とノボリで埋っ

ている。内浜， 1易的への団休専用貸

切バス十数台，タクシ ー，ノイヤー

4 ， 50台， 6  ｾ輔の答 Ｚ 司王からはきだ さ

れた人々 ，旅館，ホテノレの出迎え，

然: 引きの悉頭さんい -広々とした紀

州の o然を背景としながら，乙乙』乙

はチャンと ，￬ ｉｔＡ ・ 退効 ｈ 寺の満員 ｾｕｉｉｉ

の味わいがあるし，交 通 7 ヒもあ

る。

A  旅館でi&Hl l : 泣かな広 h とした風F' ，

につかり ，ユッタリとして，夕食の

腕につくと，前日まで大阪で食って

いたものと変りばえのしない品々

が，ぉmの上にのっている。エビと

ハモのフライ ，7 夕、ロとイカの京'1身

ー一一大きく切ってあると ζ ろが (1浜

らしいが一一ーチーズとカ 7 ボコの) J II

工品 川ー 「現:fE，円浜，t易l怖 に は -

11 1万人の約 i( IlIl U手力がある。 6f1:rJ

ざっと 300 刀人，とても乙の!IH近の

特色ある料理をと‘ の旅館もが準i J i ll す

るととはできな i 、。大阪からトラッ

ク 2 台で符 nfl: 入れてくる J (/1，，¥以

旅館組合の話) とするならば，われ

われは大阪から弁当持参でやってき

たのと同じよう な乙とになる。

1' 1浜から京大臨海研究所の水族館(

浜

小島 将志 ・鈴 木

日
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6 三 段 壁

だが，娯楽センターという娯楽に関

するあらゆるものが含まれた建物が

辿っていた。因みに内容を紹介する

と， 1 階売応， 21特遊!li¥¥J-s， 3 断ダ

ンスホー J レ，パー 4 階ストリップ

劇場 5 階温泉プール一一乙乙はは

やらないせいか闘 71j 拐になってい

た。いや闘鶏の方が儲るのだろう。

娘楽センターなどとしゃれた名前を

つけてあったので，白浜健全化への

究5一歩かと思ったら， i Vt - 年平の乱跡あ

るだけだった。

• l，¥Vi U也も，都会の繁務i. l i fと問機，

裏 IIIJ のキタナさがないとはやらない

し，面白くない乙とはよくわかる。

しかし，部会での生活と同じよう な

メシを食い，同じように飲み，同じ

ようにあわただしいのはどうであろ

うか。パスにつかれて，海底見学船

などというものK のっても，船底lζ

ｮｬｾ ったガラス越しにみえる海中 ｬζ

は，とき どき小魚がチラチラするだ

けでは “何んもみえへん" と不満を

いいだすのも無理はない。大魚の大

f，fがみえるときもあるそうだカ丸い

や.l:idi 人間みたいに閉じ場所にいつ

もゴッタがえしてはいないのだろ

つ。

A 例人を主体とレ，一地点に長j切に

わたって滞在した首のl暇人や，特権

問弁級の旅行に代って，庶民の団体に

よる遊覧パス，汽III などを利用して

の名所から名所へと点々と移動する

遊覧旅行客に対応した観光地の姿か

も知れない。白浜は，かつ ては，湯

治客の保養地であった。直通する交

58 

通機関はなく ，大 ではもっとも多い年令層になっ てき

阪からの客は，回 たJ ( 旅館組合〕彼らは，別にビリ

辺で汽111を降り ， ヤー ドやパチンコをしに白浜にやっ

海路か，細い道を できているのではない。水族館や組

徒歩でやってきた 物園がにぎわっている乙とでもわか

のであった。今は る。彼らの活動力を発散させる施設

京阪神から団体で がないのである。旅館組合は，専ら

汽車，パスでのり 宿泊施設の拡充ばかりを考えてい

入れてくる。水上 る。交通の使がよくなれば，年間 1

飛行機や，水中翼 千万人を全国から集めてみせると家

船 で も や って く

る。 中京方面から

は串本，勝対iを廻ってやってくる。

A 祖泉は人を呼び，人 は 施 設 を 呼

び，施設は人を呼ぶ循環を重ねてい

るうちに， ｉｾｉ 浜は京阪神，中京の人

口をパックとして南紀州一周および

1 泊旅行に適した地利をえて，大観

光地としての地位を獲得したようで

ある。宿泊施設の仲率は昭和35年

以来毎年約 11 - 13 96づつ{rjl びてい

る。

A と乙ろで，白浜には乙れから郎、民

の観光地として発展する可能性が残

っていないわけではない。熱海など

とちがって，パック K. 大きな臼然を

もっている乙とである。ノ千( ま旅館内

のスロットマシンや，パーなどに枕

? 出している活動力が，外 l乙向って発

散させるだけの施設がつくられたと

きその乙とが可能なのではないだろ

うか。一一「観光客の年令胞は年々

若くなっている。 30代，20代が最ー近

7. 泌底をみる遊覧船

話する。 しか し，白浜健全化， 1千

万人の観光地になるためには ，もっ

と魅力のある施設をつくりだす必要

がある。その怠l床ではキャンプ地，

水泳場，競技場をうまくミックス

して多くの人を集めている箱根など

は，金儲けのにおいが強すぎると

はいえ，結構うまくやっている例で

あろう。

A 白浜観光協会( 白浜観光関係など

のもっとも強力な組織〉では，多く

の発展的なプランを用志していた。

1) 観光総合センター

2) 国際的廃内競技場としての施設

をもっスポーツ会館

3) 祖泉会館

4) 三段殴，南白浜開拓地内 l乙大自

然遊園地

5) 悉所山植物園の拡張整備

の 水族館施設の鉱張

7) 海水浴場新設

8) 冬期練習場として利用可能な総

合陸上競技場

9) 史蹟開発等々 ・一。

しかし，観光協会の予算 600 万円

白浜町観光予算2，000万円 ( 37年度)

では，白浜に観光客が落した約40億

円 ( 37年度) に比較してあまりに少

なすぎる。大きな計闘があり，ま

た，その現実性と必要性が充分にあ

るとき ，かならず多くの民間大資本

の介入があるであろう。要は，白浜

町民および観光客にとって，経済的

ｴ ｲＮも肉体的 ｬζ も ， 長ｾ全な利用が可能

になる方向に進む乙とによって ζ

そ，建築家もその計画lζ 積極的に参

加協力する乙とができるというもの

である。
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観光開発と随想

久美浜観光開 発計画
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山の観光地開発

フィンラン ドの休日 と余 暇
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久美浜観光開発計画

円木住宅会同大阪支所 大 久 保 円

日木fl !芭 州 大 阪 支 所 湯 川 利 不"

1  ) 開発の前提

A) 開発のための条件

観光地の開発そのものを否定する

立場がある。それは ｴｬ 然保ｾを ｮｊ ｉ ｾＵζ＠

姿勢ではある が，閉じ自然保護とい

っても ，Ii 然に対するまったくの無

為を主張するものもある。手を加え

る乙とによって，その自然がもって

いる魅力をさらに増加する乙とがあ

る程度可能なはずであるが，彼らに

とっ て は ， そ乙 κＱｾＱ 1mされた魅力

は，少 々ニュアンスの異る式のもの
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であって，彼ら自然主義者たちは実

は乙れをも否定しているにちがいな

い。もしそうだとすると ，そ乙には

まったく歩み寄る余地が見11'，せなく

なる。多少の条件は臭るが，最近乙

の辺の限界以前でいろんな論災が1 1 ¥

ているが，見受ると乙ろ ，歩みよる

気巡がなさそうである。

観光地の開発を提案する目的は .

乙乙では少々大げさになるが，国民

のマス ・ レクリェーションのｾＪ に

適応できるものを計岡的につ くろう

とすると乙ろにあり ，乙うすること

によって，無政府的lζ 観光地の風光

が蚕食荒廃される乙とを防止 し，可

能なれば経済的に立ち遅れた地方に

対して，彼らが持っている眠った資

源を活用できる場において，多少と

もその土地の経済向上に役立てよう

とする乙とにある。

乙乙で計画iを提案する前lζ ，風Jil

の保全と言I' u! i iの歪11I11約止等々のため

につぎの条件をあげておきたい。

。) 観光開発委口会の結成

地元関係各胞による委員会をつく

り ， 立 ｼ画を地元の総芯という ｊｾ でま

とめる役を果す。特定の例人が特定

の制光資本と品1; 7 . E する乙とを| 幼 Ll

し， j也兄全般の平IJ 絡が{ 市保されるよ

うな}j 在策を立てる。

b )  fl;Q光開発述令協議会の結成

J I " i 函が乙の j也i或に炊 くli ' ! I 定して*

縮してしまう乙とのないよう， 1111>1 

f毎日: 国定公園，若狭湾問定公閑内 l乙

ｾまれる関係市町村の総合的な討議

の場をつくり ，五忠的 ;11ー画のNU立を

はかる。

c ) 風致保護審議会の結成

地元が希望する方向]に開発が行な

われ，健全な観光地を創造するため

κ ，部計審議会と同級な審議会を結

成して，強力に風致保護策を打! ー逃す

る。

B) 観光需要

当地は大阪，京初より約 150km の

と乙ろにあり ，域l怖からはわずか 6

ｾ＠ 7  kmにすぎない。京 ・大阪からの

附りから比較すると ，丹後地区 (':d.! ;

弘 天 ノ 橋 立 ) ，戸原地区 (7・1原ilia

泉，東主事妨) ， 片山沖地区 ｏ 午山 ｩｬ ｾ

温泉) ，伊勢志摩地区， 三 河 地 区



(rou表附但)

主OJ l ! 観光地( 京阪神観光図の) は節 l 表で三つ

のグループにわかれよう。その特長は以下のと

おり。

A : おおむね日帰り図 IC脱するもの。( 凶国は

別)

B: 一泊悶でかつ有名な i削京地をもつもの。 ζ

れを組みなおすとつぎのととくなる。

北 陸 i図 以 郷 1. 397 

I相 紀 地 区 1. 173 

伊 豆 温 泉 地 区 1. 121  

丹 後 但 J培地区 1. 096 

5自 作 三 切 地 区 655 

C  山岳地併とニ泊凶以上のi車隔のものと ，近

くにかかわらず魅力的でないもの。

Oil jJ ¥ll) ，下呂犬山地区，南紀地区

(1コ浜) ，美 作 三 ib) 奥a地区( 三

ｾｾ ｬ ，拠出 ｩ ｊ［［ ｕｩ￼ ，淡路/: ; ; 徳μ 地区，

赤穂御崎地区，下 ｴｬｴ ｊｮｾ羽地区など

があげられる。( 表 1 )， (表 2 ) ζ  

れ らはみな京阪神を起点とする 1 iIl 

闘を形成している。また富津とは25

kmの隔りにあり ，山陰および若狭湾

の両国定公悶のベルトの上にのつか

っているというきわめて有利なロケ

ーションであり ， しかも先述の虫r J く

城IIti.H乙近く，その飛J也としての発展

を約.!-kされてい るという乙とができ

る。また I ｓ ｾｾｲ 仮事 ＱＱ からの Ｑ i! ' l 陸|であ

るのでピストン型の利用が当然) 5 え

られるが，土地のベルト l乙の つかっ

ている関係上 Ｒ ＱＨＱ 以 上 の ｮｾ 遊コース

を選ぶ客の立得的利用も考え られる

，f l]，収をもつわけである。( 表3.1)  

城111市の制光客数の打i 平年( 表 3.2 )

を参考のためにみてみると ，1111和33

11 には 565，000 人( 斡通旅館収容人

員 3，900 人) (表4 ) であり ， ( 天

/ 総立は 10万人程度と推定されるー

普通旅館収容人口 840 人) ，昭和45

年の但馬丹後地区の観光客数を 400

万人とすると，昭和35年にほぼ 1∞

万人と推定されるので，10if. で観光

治:数は 4 倍と飛躍的に増加する予定

で，宿泊などの施設も同級の{ 六本だ

け附加する必要がでてくるし， おそ

らく今の城崎や天ノ橋立や宮津およ

び湯村や利i鍋山などの観光施設の 3

倍の施設が必ｾになるわけである。

乙れらの施設は従来の拠点における

知 1')長 京 阪 神 地 Jl i- 1i自 主 必 観 光 地 別 品i 要] ; 1 ( 順位)

1. ｾＡ 海

2 関西

3  凶国

4. 谷区

5. ［￧ｾ 山

湖 m 地 区

大 事1 地 区

小豆':a. 1品舷，

土佐I J fj l' 日間山

伊 勢 志 l事

木 1'1 川 地 区

備 考

日 帰 り 図

主OJ l ! 観光

主t 色 ・水 泳

40年制定人民

5. 760( 千人)

5. 832 

2.515  広 域

1: 1州り oJij官剖1. 983 

1. 597 

6 紀勢

7. ｭｦｦｾ＠

8.  .1ヒ防

9. 山陰

10. 阪新

11. :1じft11

12. "イ ilt

ffj 紀 地 区

伊 豆 地 区

芦 J i A 泊 以

{rl ) . 1 j 地区

菜 作 三 白 地 区

} ' ; 山 flt i Q泉

丹 後 地 区

1.173  

1. 121  

817 

670 

655 

580 

426 

図

悶

悶

泊

泊

約

一

二

一

13. '1' 央

14. 11' 火

15  山陰

16. 中央

17 斗Z里F

持 光 寺 地 l正

志 賀 商 高1地区

，ｾ＠ J配 鼠 成 地 区

rl ，{g 高 原 地区

下山手I' J . ! 羽山

二 泊 |剖お6

342 

327 

321  

311 一 泊 凶

18. 111除

19. 山崩

20.  Illl 筋

21. 111防

22 中火

23. ;1' 0111 

ｾと子 ＱＱＱ ｾ＠

<'1; W 御 的

制 之 叩 地 区

宮 島 地 区

中 部 山 岳 地区

采 舷 平 1品地区

ニ 泊 1"1

一 泊 臨i

299 

267 

231 

島1

58 

5- 1  

川

湖

叫

出

明

A

M

H

泊

泊

泊

二

一

ニ

ro21日 近 畿 の 観 光J レート

fl 白 . I l i  '..l 1  

fl f!l 

ft 色 ・容 泊

以 色

札tl ｾｪｴ＠

11 

u 色 ・州 以

n  111 ・スキー

11 

制 JR

:rJ. I]J . ; えキ-

;1; 1 色

民ｦＡｬ Ｇ ｾ .洞

鼠 色

鼠 色

;;1 色

笠 ｾ ｉｉ ・ スキﾭ

:rJ. iJ l ・スキー

( 1)  広域観光ルート ニ泊以上を援する色の

( a ) 瀬 戸 内 海 四 国 ル ー ト 大阪一知路一附 ｉｊｉ 一小ば ｉＺ￡Ｍｉｾ 伝一琴平ＭｪｬＡＨＨ， ￡Ｈ 的 ｉＢ ｊＩ Ｍ ｦｬｬ ｬ｜ｬｘ
111一大阪

( b )  IH 紀 伊 勢 ル ー ト 大阪ー和歌山一 臼浜一勝 iili ー伊勢ー1ゐ羽ー名市民一大阪

( c )  山除， 山 臥 Jルレ一 ト 大阪一五京L冊llll 一峨的一lω』取一 三4相捌1目j一奥IIt 一 ilnJ山l一血釦:

O (臼d) 山 ｆ陰 Ｒ 才ｲ若 ｾＧ ｩ 狭 Jルレ 一 ト 大阪一佐制i陶削拘知l山H山l一減附一1出当 ilt一小浜一独i貨官一五京Z伺柿1一大1似説

( 2)  '1

'

)レート ニ泊ないし- l tI を裂するもの

( a ) 南 紀 ル ー ト 大 阪 ー 和 歌 山- E I 浜一勝浦一新' 凶一五条一大阪

( b )  京 郎. ｾ長 以，伊勢 ルート 名占@ ー京都ー奈良一伊勢一名古屋

( c )  知l 多， 渥 美 J レー ト 名古屋ー内海一問的ー篠山一伊良湖一盛筋一面白邸ー名古島

O ( d ) 山 陰 J レ ー ト 大 阪 ー 相 知 山 滅 崎 一 宮f. j l - 綾部一京都一大阪

( 3)  局地ノレート 一泊ないし日鮒りコース

( a ) 京 都， 荻 五t ) レート大阪- j J l tl l 5-奈良一大阪

( b ) 琵 琶 湖 ル ー ト大阪ー琵琶湖ー胤一大阪( 名古屋琵琶湖一名 i:il ，1.)

( c )  大 阪 湾，淡 路 刈 ル ー ト 大阪ー淡路ωー和歌山一大阪

( d )  和 歌 111. 夜 g ) レ ー ト 大阪ー和歌山一奈此一大阪

( e ) 岐 阜， 犬 山 J レ ー ト 名古屋ー岐阜ー犬山一名古展

ζ の{ 也のルートとして，北陸温泉郷を取り込んだもの，もしくは中部山岳を取り込んだ色のが典

型的である。
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m 3- 1ぷ 但 lU， 丹 後 観 光 {日要 量 の m jE 宮¥3- 2  J;. ｻ 且 Ｑ Ｕ Ｎ 丹 後観光 ｦ 日ｾ訟の 推 定

(，0∞人)
A  B  C  A X s X C  

地 蹴 別 人 口 11:1 {j; 

1!あO J 965 1970 1970年総人口 飽光回数 ;誘致係数 観光術史批

近 畿 滋 宝1 お4 お4 お4 近 r& 滋 ft お4 5.4 0. 01  46.α)( )  

)j! 
的 1，955 1，983 2. 015 都 2. 015 8.5  0. 04 686. 卿

大 阪 5. 257 5. 712  6.560 大 l妓 6. 560 9. 6 0. 02 1， 180.α)()  

兵 M日 3. 876 4. 037 4. 170 兵 .!l l  4. 170 7. 7 0. 04 1. 274. α) ( )  

SR H. 785 791 799 主主 Q  7鈎 6 .2  0.01 50. αm 

和 歌 山 1， 016  1，024 1， 031 和 歌 山 1. 031  6. 1  0. 01  62.α)() 

部 ヰ: 五E 7.120 7.322 8. 440 y'  部 sや J，l  8. 440 7.4  0. 01  625. 0∞ 

j じ 能 754 754 754 北 陸 754 5. 6 0. 01  42. αm 

そ の {也 9. 921  10. 056 10. 4∞ そ の 他 10.4∞ 5.8  O. ∞ l  60.α)() 

大仰iIi図 五E 浜 12.670 14.α ぁ 16.1∞ 大都市悶 J，ミ 浜 16. 1∞ 9. 2 O. ∞2  296. αm 

北 九 州 4. 244 4. 467 5. 130 ゴじ九 州 5. 130 7 .9  O. ∞2  80.α)()  

そ の 他 y l  同 7. 055 7.103 7. 390 そ の 他 中 n.， 7. 3ω  5. 8 O.OJ 

凶 国 4. 260 4.269 4. 430 四 同 4. 430 5 .4 O.∞2  

:IL 州1 9. 221 9. 313 9. 680 九 州 9. 680 5. 6 O.∞ i  

関 lj;( 9. 760 9. 8お 10. 260 関 耳I 10. 260 5. 8 O. ∞1  

ll! 1じ 9. 430 9. 556 9. 940  東 北 9.94 5.3  
。α)()

北 泌 氾 ＴＮｾ ＸＲ＠ 5. 202 5.670 北 海 辺 5.670 6 . 1  O.α)() 

総 昔1 93.230 96. 333 103. 563 総 昔f 103.563 4. 401. 0∞ 

資料 「滋賀県観光開J o 計画m也1"住J p. 26。 資料 : 自白鎚 }j_ p. 26. 溺致係数以下を組みなお した もの。

拡張拡大はもちろんの乙とだが，必

然的! ( . 自己飽和 l乙迷して外延的l己免

j必せ g るをえ なし、。滅的のJ ; s合は現

{f1i !H乙延びる傾向があり ，ノ千 U の但

1!; 観光道路も t}i. 附から竹野に延びて

いる。しかし乙 れがよ↓i! ζ 延びて差文

える迎山は少しも な い し， 当然，

ｩ 当 ［ ｴＱ ｜ブ ｾ Ｇｬｬｩ￭ へのノレー ト と結合して Ｇ ＮｩＡｬｩ

のベル トを形成する必然性をもって

いる。滅的の久美浜への外延的発展

はすでに熟 しているとみてよい。

乙ζ で城I[向の引かlを少々みてみよ

う。乙乙の口和 山 地区は滅的ｾから

J t  4  k m ( 全但パス 15分) のと乙ろに

あり，円山川河し|の [[ 本 海 に面し

た，海岸遊園地である。乙 れは今 [[

[[ 不11山観光KKの経也1乙なるもので，

1I f!不'11 9  ｾ ｛ の 出発当 ｈ 寺 は ， まったくの

経' 芭不振で，以後 3 11' 1切に経蛍者が

2 回も変っ ている。しかし現在では

城崎を訪れる観光本のほとんどが 乙

乙を訪ねている。( 表 5) 施設の建

設年代を追っ てゆくと ，昭和25， 6  
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ｭ Ｔ 表以阪 神地 帯 ｩｦ￪ｴ 必観光地 別司Ｇ， ｬｾ ｙ￰ ｬ ｩｬ ｊ［Ｎ

( A )  ( B )  ( C )  ( 0)  ( E )  ( F )  E X F  

輸送機 入 込 大倒年阪入率府所得民 C = A - 1  4所大01阪/リ倒3IE4人ヰ年1 輪事( D送1-量+l{C11) 34 年 度 40 年 度

関 別 年 四 ド s - I  入込人口 組 定 人口

国鉄 1. 085 1， 135 0.63 1. 81 1. 529 

千2 &人L  千4人34 

(11 ＡＮ ｾ地 区
パス 他 1. 212  

11 0. 57 
11 

2. 318 102 236 

1， 110  
11 0. 74 

11 
1，621 386 670 

l司欽 1，085 1.135 0.63 1. 84 1，529  201 307 

ＮＨｾ ｉ ｃ＼泌尿郷

パス他 1. 2∞ 
11 

1. 48 
11 2，243 9  20 

3十 1，090 
11 0.66 

11 

1. 554 210  327 

関節、 1. ω 5  1. 135 0.63 1. 81 1. 529 193 295 

米 子 山 22

パス他
11 11 1  4  

百十 1，085 
"  

0. 63 
11 529 1伊L 299 

国鉄 1. ω 5  1， 135 0. 63 1. 81 1. 529 184 281  

対 後 地 区

パユ 他 1. 135 
11 

1. ∞ 
11 

1. 840 79 145 

31  1. 1∞ 
11 0.74 

11 
1. 621  263 426 

国鉄 1，103 1. 135 0.79 1. 84 1. 606 663 1. 102 

問 紀 地 区

パス他 1， 250  
11 

1. 85 
11 

2. 551  28 71 

Z十 1.175 
11 0. 92 

11 1. 772 691  1. 173 

資料 IJ ;(阪神地帯を中心とする観光レヲリエー ν ヨン旅行の動向J (1四36.10関西支社開発室)

p. 1I 2 ・113。

.. 



年を坊として，i24. 激にその建設のピ

y チが上昇しており ，明らかに国鉄

のスピード ・アップ化，経済のfJj l)民

による観光ＱＷｦｦｾの増大に符号を合せ

ている。

一方，滅的の市街 地 は 道 路 が 狭

く，空間の余裕も少ないため混維を

きわめているし，結果として地価が

高騰し 3 階9J ! ; の木造旅館が散見さ

れる有機である。他方観光パスの利

用が土色加したり ， オーナー ・ドラ イ

パーの利用も増えつつあるので，駐

車場の不足に悩まされるようになっ

てきている。今後観光客の増加が続

けば，混乱が一応増加するであろう

し，制光地としての魅力が削減する

結果となる。口和山についても空間

の不足は近い将来必然的 lζ 発生する

であろうし，京大西山研による i EI 

和山観光計画J ( 昭和34年) も問機

の見解を披歴している。すなわち城

崎の観光地としての過飽和は，飛地

的発展を余儀なくさ れて い る わ け

で，当の久美浜地区がまさにその有

力な候補 として登場して決して不自

然ではないのである。

][ ) 観 光資 源

当地における観光資似と目される

ものは， 11本海独特の景観というこ

とになるのであろうが，調uかくあげ

てみれば，つ ぎ の 如 く な る で あ ろ

つ。

イ) 砂丘，砂浜

l沙丘: は鳥取のそれほど大規模 では

ないが 5 k mにおよぶ海岸線と相ま

って，特異な景観を構成している。

茸15哀 楽紡観光客の年次変化

日和山( A ) 峨崎 ( B ) A / B  X 1∞ 

l闘?:7 180，3∞ 394，α)() 45. 6%  

28 217，800 404. αm 53. 9 

29 幻4. 2∞ 426.α氾 54.9  

30 249，α)() 444.α )() 56. 6 

31 297. 7∞ 520. αm 57. 3 

32 361，4∞ 540.0∞ 66. 8 

33  560. 蜘

資料 : ｲ 日和山観光計画開発ｾ説明曾」

16pより。

砂浜は遠浅にな っていて，海水浴l乙

最適である。また外海と入海を画す

る砂l務は，小天橋と称されるふさわ

しい形をもっ ている。

ロ) 奇岩をもっ海岸線

砂嚇先端より西O l IJの津居山iJl に至

る海岸線

ハ) 久美浜汚

南北 4 km，東西 2 k mの海水面で，

湾口が砂鳴によって塞がれているの

で，外海とはうって変って湖とまち

がうほど紛かな景観を呈している。

ニ) 兜山 ，如怠寺山

久美浜湾に特異な景観と映像を 'j

え，全 体 と し て 日 本 画 的 景 観 を 整

え ， また ｭ 上 よりの日本海の遠 ｉｾ ｾ ｋ

よい位置を与えている。

ホ) 大明相11崎

湾 l乙奥行と変化を与えていて， い

わば湖の中心的存在となっている。

へ) 祖Jo.

近くに木津抗lJ 14があり ，数年前試

>>111された ζ ともあるが，温泉|摘発の

可能性をひめている。

ト) 浜中チュー リップ畑

現 在 輸 出 向 け に 栽 培 さ れ て い る

が， 乙れをベースとして花畑を拡大

し，有ノりな観光資 源とする乙とがで

る。乙乙でパブリックと称したと乙

ろのものは，観光地でのいわゆる遊

興施設を極度に排除 1./ ， ゾーシャル

ツーリ ズムに応えるような， また家

族 向け青少年向けなどのレクリェー

ション施設を 中心K 考えたものであ

る。

乙乙で今ーつの提集条件を示して

おきたい。計画の中心がパブリック

な性格のものであるので，経営にも

積極的 IC地 元が参画し，全面的に支

配するか，または観光資本とのコン

ビネーションをつくるか，または上

地のみを賃貸するか，ともかくいづ

れにして も地元が各施設に対して，

発言権をもちうるような形とする乙

とである。

1H) 地 区 へ の ア プ ロ ー チ

当地区は国鉄富津線で22岡 か ら二

つ自の釈に当るので， ;21問を中心と

する近郊からの日出I} り平IJmも多分κ

考えら れ るが，国鉄のほかに ，位問

から ，パスルートを既存ノレー トの拡

張 舗 装 の み で 開 発 す る 乙 と が で き

る。 また近年開通した丹後観光 J レー

トを東に延長して乙のルートか らプ

ランチする J レートが導入できる。城

崎 との結合の関係上， 乙の J レー卜が

きる。 もっとも重要なア プロ ーチの ・っと

チ) /. 1<郷的3寝泊: なる。当地はもともとの観光地では

湾 ｬ 乙萌した楽縫の水草 ｾｉ 的 な 形態。 な く，それが成熟するための方策を

大体以上 のようなものが資源として どう講ずればよいかという 問題を倣

あげられると思う 。 うわけでは な く，新規に観光地とし

以下の試案は乙れらのものが総合 て スタ ート するわけであるから ，城

的な効果をあげられるよう な結合の 崎の 自己拡大 の 気 巡 を キ ャッチし

仕方を望み， しかもパブ リック な施

設を中』心lζ レーアウト したものであ

て， ζ れと いかに結びつくかという

乙とからはじめねばならないから。
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マスクープラン

tJ!: J，!:山一久美浜ルートをど乙に設定

するかはきわめてE 要 な 課 題 と な

る。滅的一久美浜の結合を，械的一

11 和山の結合の如く強力で身近かな

ものとするためには，まづH寺閥的 IC

i忌短となるようなコースがi i l 1 ばれる

べきであろう。それゆえ ，海岸線ノレ

ートをとるよりは，三原峠を越えて

スカイライン式として日本海を遠望

するコースをとるべきであろう。ま

た海岸コースはノ、イキングコースと

して奇岩奇問、をみせる道路として;)I J

に考えればよいのではないか，そ の

方がよりエコノミカノレでもあると思

われる。

乙のほか海上 ルー トとして，鳥取

- TRilli ，i一久美浜一宮悼のコース が考

えられる。乙の J レー トは " * 悔の特

有な海岸線を楽しむコースとしては

最適だし時間的にも圧倒的に短縮さ

れるが，7]<中L¥!' 船による開発が可能

であればヰーいなのだが，現在の段階

では経済的にもバランスがとれない

64 

であろうし，瀬戸内泌などのこの種

のルー 卜とは迷って，直接外海を航

行する乙とになるので気候的な不利

はまぬがれない。しかし将来はかな

らず開発さ れる性絡のルートではあ

る。これによって山陰海岸国立公閣

と若狭湾国定公闘が文字j必り 一体と

なる可能性が生れて くるわけであ

り，敦賀を起点として考えれば，小

浜，舞鶴，宮津，経ケ 1111[ 1 を経て久美

浜，城山荷 Ctl t. J苫山首主) ，術宮，鳥取

( 加露港) ，東郷温J艮，米子( 皆生

温泉) ，境港( 美保) などがライン

アッ プさ れるわけである。乙れらは

定 ｊｾ ｊ 使として長く，または遊覧コ ー

スとして相互に結合されればよし、。

lV) 開発計画図

先述列挙した資総を相互κ 結合さ

せるためにも ，湾を一周するコ ース

が是非必要となってくるが，乙れは

既存の道路を整備拡 rl1する乙とで大

体はその目的を述する。ただ，既存

ｾ訟の内部を貫通している地点や ，

線形の不自然さは矯正さ れるべ きで

あるし ， 砂 ｬ 甥先制 の ｼ 豹ｾ部にかかる

淡泊・橋は海上ノレートの設立 とも合せ

て， 立体的なデザイ ンを負わさるべ

きであろうし，近接の神宮島の鳥居

のデザインとも歩調を合せる乙 とが

必要であろう。ルート 変 更 さ れ る

べき地点はお野，淡泊' 部落を貫通す

る地帯，国鉄村lY，!f).駅前，久美浜中心

市街地を縦断するところであるが，

後者は ，護岸工事と合せて，思し、切

って岸沿の堤防上を通して市街地を

避けることが! 賢明であろう。

乙の環状路線lζ ，先述の豊岡総，

主 ｉｾ ｽｧ 山部品などが ぶらさ がる乙とにな

る。

B) 湖上遊覧コ ース

淡包，エ与野，神的，久美浜，大明

事11崎にそれぞれ舟者協を設けて，湖

上遊覧コ ース の拠点とする。葛野lζ

は後ili のセンターを近接して設ける

関係上，j当着22のほかにささにもふ

れたヨット ・ ハーバーを設ｾｎｩする。

ゆl百lの( 実は湾であるが) の 1怜; 鼠で

ある乙とが，乙乙の魅 )J でもあるの

で，遊覧船だ けでなく ，すべて到必

のプレジャーボートのように大きな

騒音を発するものは使用を禁止した

し、。

C ) 地区分け

乙の地域をつぎのように地区分け

する。

イ) ｬｩｾｊ 面ーー湖面は引状のままｻ尽

存される ζ とが望ましいので，開発

の進行』ζ 伴って汚染される( 排水な

どの故l ζ) 可能性がでてくるので，

その対策を充分講じておく ， ζ のyJi

用が当初コスト高につくであろう

が，将来何十年先の乙とを思えば，

完Eまなもの としておきたい。 1却1]/]<の

澄明な 乙とが乙の湾の最大の特徴で

ある乙とを思えば，その11汗lがたと

え大きくとも ，汚染対策は是非実施

されるべきであろう。また，湖面上

でのデザインの統lljlJ もゆるがせには

ならぬであろう。

ロ) 自然林一一 li.j 111 ( 仮称) ，主日



) a寺山( 仮称) および兜山なと‘ の山 坊として人を呼んでいたから ，観光

容はWJと也、接不離な風呆の構成襲来 地として売り出すもう一つの糸口

であるので，それらのスカイライン を，乙の海水浴場に依存せねばなら

を改変したり ，山林を伐採したりす ない。それゆえ海水浴場としての近

る乙とを迎吐! の如何にかかわらず禁 代的設備を整える乙とにまづ: 0 : 手し

止したい。ただし，乙れらの山頂は たL、。センターは ζ の外海と内湾の

広い展望がきくので，展望台を設目 同11与的利用に有利なロケーションで

したいが，乙の展望台は上記の辺111 あると乙ろから砧野北側の台地をi 1 ! 1

から，徒歩の利用に限るよう大げさ 定したのである。またこの砂丘には

にならぬように努めたし、。 更に東に延びて，ゴルフコースが設

ハ〕砂丘，海岸地区一一砂丘rr.は 立できるし，浜詰近傍のキャンプ場

海水浴のための施設やキャンプ場， との関係からいっても， 乙 の 地 点

ゴルフコースを設ける。既述のどと が，全地域のセンターにふさわしい

くお野部法の北側IJ 台地に，乙の地区 位置であると考えられる。

全体のパブリックセンターを設け センターに設備される純設は，海

て，乙乙を全地域の基地とできるよ 水浴終: のためのパスルーム，ロッカ

ぅ;没{l lI iする。 ールーム ， レストハウスをはじめと

ニ) ! 以樹尉および花畑一一現{ E 行 して，迎E泊施設，娯楽施設，ユース

なわれている散漫な果樹放地を数ヵ ホステ J レなどの宿泊施設. 11待先施

所に集約して，栽培を高度化し，乙 設，集会施設，駐車場等々とし，ピ

れによって，景観を整え， しかもt! .i' ストン型，立寄型のみならず，瓦j切

必物としての平IJmをも可能とする。 休Ｑｩｪｾ，ｦ ｉ ｊｬ刊の長期滞在諮Ｚのための ， 低

チューリップも，さらに栽培面杭を 版なi Uま施設をも周忌、する。抑j側に

if! 大させて，観光t [ i 1 l il としたい。 はヨット ・ ハーパーを設備して • iidJ  

ホ) ホテ J レ，別荘地区一一ホテル iI i i の利用によって滞在期間j の延長を

や別校などの正tt 設を特定地区内にと はかる。また，既述の温泉IJ 日発がも

どめて. J也峻全体が総計画に此らさ し ｬ 引 ￬ｾ なれば ，出水 プーノレのほか

れてゆく ζ とを防止するokg議会は に，二，三の温泉プー J レをf l' って，

乙の地区のホテルや別荘のレーアウ 各胞の利用にかなうものとしたい。

卜について，最終的なプランをもっ 乙れ κ よっても ｭｾＱ の滞在期間延長

ていて，観光資本の導入について をはかる ζ とができょうし，海水浴

は，そのプランにしたがってコント 場としての魅ノJ も倍加される ζ とに

口- ) レしてゆく。 なろう。 ｪｊｾｊｊｾ は近 Ｑ ｟ｦの試抑制 ｩ 来によ

へ) 既存液務一一既存泉旅は引状 ると. 合出化土類弱食塩: i j'!.( 緩和性低

のまま保全するが，将来の膨磁を与 3長微1目Ug) で，湧出: ! . u: も少ないが，

えて. ｾｾＩｊＨ ド ｊ なエリヤの余裕を ｭｩ い 近く Ir . 木津温泉があり . IJ 日発の見込

ておく ，とくに久美浜町市街およ みがないわけではないと考えてよい

び，国鉄相11野駅前の計画は，湖辺巡 であろう。

廻 J レートとも関連づけて綿宿なチェ E ) フローテ イングステージ

ックをしておく。 大|見事11崎南側IJ の湖上に浮ぶステー

ト) その他山耕地区一一 ジをつくり ，湖の祭典を行なう 7

以上のような地区分けを行ない 8 • 9 の 3 ヵ):1 . ()，' i l .  tl' i 3 1-1 117i! の

これにぷづいて1) 日発が進められるよ タ，乙のステージが，観光客や滞在

うな，法的裏付けを( または協定) 議: の祭典のセンターと なる。乙のタ

しておく。 べは湖辺の岸辺の各所から，ステー

D) パブ リック センター ジを目指して，ボー トが池ぎ寄せら

遠浅をもったしかも長い海岸総を れ，ステージでのパーティーの準。iil

もつ砂浜: と砂丘は，早くから海水浴 が進められる。乙のパーティーには

自作の ショー も行なわれ，ときには

コーラ スが湧いて歌声は湖上を渡っ

て乙だまする。祭の最終日は. :r也疋

の青年も参加して，種々のコンテス

トが行なわれ. : 1 1 : が与えられる。花

火も夜空を乙がす。祭を失った現代

の郎会人が，乙乙ではじめて，現代

の祭を心ゆくまでl床わう乙とができ

るのである。祭はあってもかつての

ようにともに参画する乙とは今では

もうなくなっ て しまった。祭が単に

みるためのネ ヵーチフな ショーと化し

ずこ現在， 乙乙ではじめて，参画する

よろこびー祭本来の魅力一人聞の本

来的コミュニケーションーにひたる

乙とができるのである。

F ) 養魚場，養殖場，水族館，養

殖試験場，海産物陳列館

大明神的北側の入江 ｲ ｲＮＮ現在 ｊｾ 珠

の養殖場があるが，乙ζ を真珠の養

殖場のほかに，養魚坊として利用

し，特産物化す るとともに，遊覧コ

ースにふくめて，魚釣りをエンジョ

イさせる。 IlilJI には，養殖試験場. 7l <

j広飴，海産物陳列釘iを設置する。

V ) むすび

計画が百花的で結局 ー愉の花もつ

け得ないということのないよう ，開

発の段階計画を，建設コストとのバ

ランスをとりながら樹立しておか

ねばならないし，地元全般の利益と

し、つでも ，各j函それぞれニュアンス

が異なるであろうし，そこのと乙ろ

の調整がきわめて難事であるので，

願ったような結果がでないかも知れ

ない。また，法的規制としてもど ζ

までそれに依存できるかははなはだ

疑問であるし，結局は国が現在産業

開発 lζ 示していると同じ程度の熱意

を国民のレクリェーション問題に注

がぬ限り ，多くを望みえないのかも

匁lれな い。一口も早くそうなる乙と

を念願してこの秘を閉じる。

ζ の地区を合めて計画としては京大凶口研の

「但品市洋観光開発越本計画」がある。
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山の観光地開発

ー ドライブウ ェー 批 判-

天 城 三 郎

最近いくつかの山に開発された観 関東は公共資本によるものが多い。

光地をみる機会をもったので，その 道路公団や道路公社や開発公社とい

印象をまとめてみる乙とにする。 った企業的公共投資が進んでいる o

a 都会がゴミゴミとしてくる と， l怜 山梨県の地域開発構恕では富士山に

かさ ，きれいな空気， 限 K しみる ドライブウェーを巻きつける計画が

緑，広くて澄んだ空とかいった，乙 提案されたし，静岡県では，伊豆半

れまでタダであったものが次第に値 島の立体的観光 J レートを目的とする

打がでてくる。そ乙で高い金を払っ スカイラインが公社によって建設さ

ても ，逃げてゆく美しく て健康的な れている。

環境を夢中で追いかけねばならな 必 自動車時代は，都市を霊病人にし

い。しかし，だれもが自由にそうし たり，根本的な体質改善を要求した

た環境での数日を楽しむ乙とはでき りしている} 方，その都市を山の頂

ないのが現状である。というのは， 上まで迩んでくる。そ乙には体力が

だれもがゆけるようなと乙ろには， なくても余l股がなくても，ハイヒ一

人々が逃げだしてきたゴミゴミした ノレや旅行総をさげた述中や染め抜き

環境をつくりだした張木人が，さき の小放をかかげた団体客がわんさと

まわりしているからである。 運びあげられてくる。かつての山登

そ乙で体力や余| 般に恵まれた. m中 りが要求した時間や ｴｾｳ ＱｩＱＱｩや訓練は必

は，さらに後退してしまった自然を 要でない。ときには夜行パスを使っ

探す乙とになる。仁i本の場合，乙う たり， r包装された格安旅行」を賀

した自然、の残っているのは，水面と えば，面倒な手続やぜいたくな余暇

山地しかない。 は必要でない。

山について考えてみると，現在の 山男たちの郷愁を別とすれば， ド

と乙ろ大部分の山地は自然の姿を保 ライブウェーが開発される乙とで，

っている。しかし，交通技術が発達 老若男女だれでもが，手軽にど来光

した今日では ，自然景観なり，槌物 を仰いだり ，山の雰凶気にひたった

や動物を保護してきた「不便さ J が りできる乙とは新らしい経験をもた

次第にとり除かれようとしている。 らす点で一大進歩であろう。

関西だけみても，都市公園の一種 だが，乙とにいくつかの疑問が残

みたいK なった六甲山，生駒山， 比 る。 1) 山93たちはど乙へゆけばよ

叡山，東山なと、の山々ばかりか，伊 いのだろうか。 2) 車でやってくる

l火山，金問IJ 山，大台ケ原，高野山: i ! l i 中の味わっている自然は満足なも

大山などめぼしい山にはほとんどド のか。 3) 近い将来， ドライブウェ

ライブウェーがつけられている。さ ー，観光地の交通7 ヒが深刻になら

らに最近では比良述怖にまで自動車 ないだろうか，などである。

を引っ張りあげようという話があっ ヒマラヤやアンデスに遠征するよ

た。 うな専門登山家ではない，休日登山

関東についてみても ，乙う した登 家にとっ て， ドライブウェーが開通

山ドラ イブウェーの開発は至ると乙 する乙とは，登山の魅力を失わせる

ろで進んでいる。関西では，私鉄資 に十分である。ドブイブウェーを歩

本や観光資本によるものが多いが， くことの不快さと危険はいうまでも
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ない。また，大ていの登山道路は自

動車専用につ〈られていて，歩道も

なければ， I同道はズタズタにされて

しまっている。たまたま後背地IL ，

さらにすぐれた山地が残っ ていると

きにのみ，アプローチの便がえられ

るのである。

A 自動111が発達すると人は歩かなく

なるという。たしかに自動車と競争

したり ，排気や泥水を引っかけられ

るなら，そんな無益な ζ とはだれも

したくない。それに歩乙うとして

も， 白木の郎市や観光地で，楽しん

で歩く ζ とは大変むずかしい。その

うちに足の方も訓練不足で弱くなっ

てくる。本当 lζ 文明が発達すれば，

人は歩かなくなるのだろうか。むし

ろ，それは逆だといいたい。

もし，ゆったりした気分で歩ける

だけの ｬｩｪｾ とノレートがあれば ， 休日登

山家の数はもっと増加するにちがい

ない。とすれば，大衆登山のための

ドライブウェーが，山男( 女) たち

のJ レートを犠牲にしているのは背け

ない乙とである。

一方， ドライブウェーでili ばれて

来る大衆の味わう山はどうであろう

か。

必たしかに ，観光道路は単なる輸法

手段ではなく ， ドライブ自体が観光

の目的である。観光ノミスや自家用車

の窓にうつる樹林や山稜，はるかに

見渡せる谷間や海岸線などの「動く

景色」は新らしい視角をつくりだし

て，われわれの眼を楽しませてくれ

る。

しかし， ドライブはあくまで観光

レクリェーションの一つのタイプに

しかすぎない。 ドライブウェーがも

たらすもう 一つの可能性一一自然E3

境へのアプローチの容易さが考えら



れねばならない。ガソリンの臭から

解欲され，I ! l 窓からは自にもとまら

ぬ野草や小鳥と親しんだり，大気の

なかでAったり ，歩いたりする乙と

が，都市から交通放を払ってまでや

って くる目的であるとしたら， ドラ

イブウェーの1m発は，ζ うした臼然

E苦境 lζ 人々を近づける乙とではあっ

ても ，それを破壊する乙とではない

はづである。そればかりか， ドライ

ブウェーを建設する以上は，それだ

けの観光客に見合った自然環境との

さまざまな接触そ可能にするような

施設をつくって乙そ本当の観光開発

といえるのである。

ぬ伊豆半品の U 字状の尾級に開発中

のスカイラインの例をあげてみる

と，J l 本有数の観光投資集中地帯だ

けあって，大小さまざまな観光企業

が，公共投資K よるドライブウェー

による立地条件の向上にともなって

大部分公有地である山林払い下げの

利椛をめぐる激しい競争を続けてい

る。そ乙で各伺企業が試みている観

光開発は，大体二つの型に分けるこ

とができる。一つは ，白家用車一観

光ホテ J レ( または個人別荘地の分

泌〉 ーコツレフ場，もう一つは観光パ

スー旅館，へ J レスセンタ一的なもの

一遊園地的見物施設の組合せによる

ものである。もちろん ，共通の胞設

として，展望台やレストハウスなと

ある乙とはいうまでもない。乙こで

与えねばならない乙とは，交通と宿

泊についてみれば，それがデラック

スであるか，庶民的であるかは別と

して本質的 IC異なったものではな

い。しかし，目的地でのレクリェー

ション活動となると ，片方は広大な

( . 1 然環境のなかで，スポ_ . ; ; を殺し

む乙とであり ，片方はなにか上必話

のタネでも折、そうと好奇心を働かせ

るだけである。もちろん 1 U数千円

の使用料と ， 100 円の入湯料では rlJ

味がちがうのは当り前といえばそれ

までかも匁lれない。それほど快適で

はなくても ，野外生活をしてみたい

とか，芝生でゆっくり昼寝をしてみ

たいとか，簡単なスポーツをしてみ

たいとか，稼業| 鈴る小径を歩いてみ

たいとか，それには数千円はともか

く，数百円なら払 ってもよいという

人は大勢いるにちがいない。

必 しかし，そうした施設はなかなか

ペイしないのが現状らしい。という

のは，土地の利用効率もわるく ，観

光客の回転率も低くなるからであ

る。しかも国立公園のなかともなれ

ば，そうした自然環境地lζ 高い入湯

料をとる乙ともできない。それより

も，投機的な利益もある別荘地分泌

とか，低密度利用であっても ，単価

のよいゴルフ場にする方がはるかに

儲かるし高い入会金がとれるという

のが，観光企業の考えらしい。

乙とでも消費者カ斗果の王織である

乙とに変りはない。 i王織にふさわ

しいレクリ ェーションは，土の上を

歩いたり，汗をだすようなものでは

ありませんJ とばかりに，快適で下

ICもおかぬサービスで，疲れないよ

う，不便でないように取扱われる。

しかし，月限自になって王械は ，1' 1  

分が支払ったのは本当に山発I印E 巧

えていたものであったかと、うか，ふ

と疑問に! 必じているのではなかろう

か。

島いずれにしても ，大協市が，ノkを

ふくんだ海綿のように膨張すればす

るほど，行楽シーズンや休 uになる

と，より巨大な観光客の流れが，相1

7打の外 lWI へあふれでるようになるだ

ろう。とくに，自動車交通にたよる

ドライブウェーの協会，すでに各地

でピーク時の交通マヒを起してい

る。平地とちがって，簡単にけ1且を

拡げる ζ ともできないし，駐車場も

不足している。とくに将来自家用車

がj担えるとすれば，登ってはみたが

降りられないとか，山 ICも入れない

といった現象すら起る可能性があ

る。とくに，代替 J レートもない，ピ

ストン型折返しコースでそうであ

る。乙のためには，交通コントロー

ルや休日ピークをくずす休暇制度な

どの間接的方法はともかく ，1) 日発音l

闘の技術上からも検討が必要となる

たとえば， ドライブウェーといえ

ばすく頂上までゆく必EEもなく ，中

腹部なり山路に駐車場をとっ て， そ

とから頂上までは リフトとかロープ

ウェ ーな どの大品輸送手段によれ

ば，騒音，排気の心配もなく歩行者

の快適さと安全がli( (i 保されるし，交

通処理能力も高まるのではなかろう

か。

. . 登山， ドライブウェーそのものは

われわれに新らしい観光手段を与え

てくれる。しかし，問題はドライブ

ウェーの建設が観光開発そのもので

あるかのような錯覚を開発惟進者で

ある企業やお役所がもっている乙と

にある。つまり日本の占s市J汁画の悪

しき伝統である道路偏重主義一道路

さえあれば，中1沫はどうあろうと開

発は自然にすすむといった考え方ー

が山の観光開発でもみられるのであ

る。

ドライブウェーが現在のと乙ろ単

独で採算がとれるのは，一つの局地

的独占企業であるからである。

官士山の頂上が私有地であると判

決がででも，やはり国民の山である

乙とに変りはないのと同級， ドライ

ブウェーによって交通手段の独占が

確立されても ，その LI 然環境の保護

と開発は当然，将来における国民の

観光レクリェーション' i J f 3jU乙答える

もととする必要がある。そのＪｾ犯は

観光企業の良識にまつ乙ともある

が，より多くは，政府や Cli治体の立

{ 日乙求めねばならないだろう。した

がって，山の観光開発政策につぎの

どとく提案する次第である。

1  )  ドライブウェーのｾ設の ￎｊￍ ｝ｬ ｃ

かならず，広域的な土地利用と各タ

イプのレクリェーション施設の配置

計画一マスタープランを作成し，保

殺と IJ 日発の矛盾をとり除く。

2  ) つぎにマスタープランを実現

する上で，各企業の観光開発を厳重

にコントロールで- きるようにする。

3 ) 公共資金によって戸外レクリ

ェーション施設と用地を確保する。
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プィンランドの休日と余暇

. 労 働 と 余暇 の 歴 史 えるのが労働であり ，人々は自分の

人間はあれも乙れもできるほど時 していることを理解していたし， II 

聞をたっぷりもっていない。自分に 分の努力の長終結果をみて，深い経

与えられた時閣をどう使うか計画す 験をうる乙とができた。

るために，人聞は自然、のリズムにし と乙ろが工業化が ζ うした生活の

たがって l時間の経過を計算する一つ 光足感を押しつぶしてしまった。" ) ' !

の体系を盗み出した。 1 年や l 分と 働の芯l沫があいまいになり，その粘

いう尺度が乙うしてつくられた。 来復維で深刻な問題がひき起され

人聞は一人一人のl時閣をもってい た。以前は労働のなかで求められて

る。しかいわれわれは社会の一日 いたととが，余暇 l時間のなかに移っ

として， ζ の時間のー部で社会に泰 てきた。

仕しなければならなし、。どのように 今日では，人間は生活の桜木的な

乙の時聞を配分するかが，何十年来 満足感を余暇時間のうちにえてい

のめんどうな議論や反自の原因とな る。そして労働の意義は余暇活動の

ってきた。 手段をえる乙とにすぎない。

必業革命以前のj災業社会では，労 労働時間とは，余暇 l時間とはなに

仰J とはごく自然的な事柄であった。 をｾ味しているのか＿だいたいわれ

太陽が四季や日々のリズムでもって われは余暇時間をなκ かわれわれを

われわれκ 労働時間を指定してき 無関係に存在しているもののように

た。そ乙では人聞に生活の内容を与 話す。しかし余暇時間についての問
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湖畔のサウナ

タ ピオ・ ぺ リアイネン

題は ｾｬｮｾＱ 時間そのものについてでは

なく，余暇H寺聞をもっと きの人間κ

ついての問題である。

. 労働時間の短縮と年休制度

フィンラント・における労働H寺聞の

歴史は工業化された国々の")'j 働状況

の発達とだいたい同じである。産業

革命以前，われわれの祖先は自然と

調和して働いていたが，労働日は，

いろんな宗教的な祝祭のために中断

された。ローマカトリッタの国では

ときには 1 年間で 200 U しか労働日

のない乙ともあった。

フィンランドでは長くて陰気な冬

と，夜のない; u が 1 長1" 聞の労働日の

区分 tc 独特の性格を与えた。

互には，充分な収磁をえるために

かなり働かねばな らなかったが，冬

lζ は日光はほんの数時間しか当らな
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フィンランド犯築家. 1927年 生 れ

1952年ヘルシンキ大学卒

ヘルシンキで設計( J J f 6 所共同経位。

ユヰスコ爽学生として点大で 円木正R築

の研究中。

い。生活は自然の リズ ムを. i uっ てつ

り合いのとれたものであった。

新しい生産方式は，乙うした状態

を断ちきっ てし まい，人々 により高

い生活水準を与えたが，労働者たち

は彼らの正常な生活から切り離され

てしまった。

機械への投資は最大限にその使用

を要求したが，その結果生じたいろ

んな社会問題によって，人々初々の

手段でもって機械の支配をゆるめね

ばならなかった。 ζ うした Ｇｉｾ 泣から

労働運動が生れ，新しい恩恕と政治

体 ｾｬｩｬｊ . より多くの余暇 l時間とよりよ

い'Ji' 働条件を労働者A のものにしょよ

うとしてきた。

1909年フ ィンラン ドで行なわれた

工場労働者の週労働H寺間に関する調

査では表の如 くであ った。 会社の規

フィンランド工場労働者

の過労働時rm (1909年)

48時間以下 2 %  

ＴＸｾＵＷ＠ 37 

ＵＸｾＶＰ＠ 50 

Ｖ Ｑ ｾＶＸ＠ 10 

随時間以上 1  

j並であった。

i 殺が小さけれ

[まd、さいほど

' 概して労働

時間は長く，

大規模な工場

では週54- 60

時間う1)' 働が? ?

労働 ｈ 与ｲＺ ｜ｪ を ｗｉ ｊｬ ｉｊｾ するために ｗｪ ｬｬ

が釆り 11'，してきたのは ζ のときであ

る。

1908年 パ ン 工 場 の 週 労働H守閣は

多くとも 48時聞に ，また夜業は禁止

された。

1917年 8 時間労働法がはじめて

全般的な労働時間の規fljlli とす るζ と

になった。すなわ ち週48時間. 6 円

悶の 8 11寺間労働と 1 11 の休息 U。

1920年 初 頭 以 来，商応や事務所

に働く労働者は} 雇用期間の長さに応

じて. 1 週間から 1 ヵ月にわたるか

なり 長い休日を楽しんできた。

1922年労働協約法はすべての労

働者に休日の権利を確立した。

1946年 労働者年休法はあらゆる

労働者に適用されたが，それによ れ

ば，休日の長さは雇用期間 5 年未満

12日間. 5 年以上 18 日間，また繭f . s

や事務所で 10年間勤続すれば24 口問

である。また彼らは遡35時間の労働

H寺11: 5をもち ，多くの事務所は土 11

1限は休庖する。

1962 1 ，下新しい法rit によっ て，す

べての労働者の休日は& 小限 18日聞

に延長さ れた。 年休は原則として 5

月 2 日から P 月30 日までの lUl問( [_

まとめにして許可されねば な ら な

い。もし休日が冬j切にとられる羽合

K は. 5096の臨H寺休 11がつけ加え ら

れる ζ ともある。

. フ ィンラン ドー そ の 余 暇 的 風

土

余暇活動は，一方では人々の性格

によっ て， 他方では自然や気候によ

って影響される。フィンランドと u

木との もっとも目立つ相逃は，口木

の亙は長く て，すごしに くく ，フィ

ンランドの夏は短かくて，快適であ

るが，冬は厳しいという点である。
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フィンランドの家屋は冬向きにつ

くられているが， 円本家屋は夏向き

である。

事R 円 EII 久 ポ ー ツ 人 口

フィンランドはほぼ正確に北総60

0_ 7 0
0
1乙位置しており，国土面引は

337，000km
2
で 11 ;11:より 10J6ばかり小

守 仁 、

〈ご V 。

人口はわずか 450万人である。国

土の7076は森林でおおわれ， 996が

湖である。およそ 6 万個の湖があり

まわりの海には 4 万の品々がある。

国土の 3 分の l は北極圏の南郎l乙位

置しているが，メキ シコ湾流の影響

をうけて，気候は同総度の他の地域

よりもかなり| 殴かい。人口平松皮は約

15人/km
2

( LI 木は 250人/ km2) であ

る。

. 貴重な夏休み

長くて冷たい冬と，ほとんど・晩

中太陽 l乙照らされる暑い亙は，生活

にも人々にも独特の性格を勺えて き

fこ。

T llc stαti sl i cs i nclude 

<1IS0 SI ;ortl l l en oelong-

n w  to αtl1l eti c' cl ubs  

11. 11υα rr not clαs.l ifi ed.  

360，000 

720，000 

陰気な冬がすむと ，UのIm( ζあら

ゆる ｉｾ 然の恩恵を摂取せねばなら γ

い。すでに述べたように ，U休みを

とる椛利は法律で保障されている。

すべての学校，大学( ( . は 3 1J ) J 問の

休暇がある。新学年は P 刀 1 111乙は C Y CLl N  29，500 

じまり ， 3 月31口に終了する。

ｾｾｹＮＮＮ｜，どの家肢も夏ｉｃＮは ｩ 也ブ ｪ へ｛ＮＱ
Ｑ
Ｑ ができる。

かける。舟綴と子供たちは 3 ヵ月を 互にはもっと気栄な生活を好む入

国会ですごし，父親は彼 らl ζ) J nわつ もある。乙ういう人たちには，] 1筏:

て短かい休暇をすどす。社会的，経 川の出家の貸部j毛下柄屋やホテ ノレ

済的な地位にかかわりなく ，たいて 網などいろいろな施設が用意されて

いの人は湖畔や海辺K サウナ( フィ いる。

ンランド1! l i ¥の風呂小屋〉つきの互の 乙のほか，国やjiLが社会的見地か

別荘をもっている。 ら一般の利用者や住民のために，あ

互の別荘でのとt活は素朴で，概し るいは私企業が従業日のためにつく

て都市の住宅にあるような施設に欠 3 た夏期村 ( summer vil loge) があ

けている。ときには電気設備や下水 る。

もなく，索掘りの便所 ( dry toilet )  休 n主li 盟 ( Holidoy Leogue) は，

しかないとさがある。 すべての子供たちが田伶で互をすど

乙こには他の人Tこちから泣く出!t れ せる乙とを保障するために. 子供が

て，米IJfl の向然に親しむ' j : . : i6 があ 多かったり ，経済的に立たかでなか

る。森の l判乙一人でいるとき ，フィ ったりする母親たちの世話をするた

ンランド人は， 自然 lζ 対する愛むが めにつくられたものである。

臼ずとわき起ってくるのを知るとと 互には多くの工場や事務所が数週
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聞も休業し，すべての建築工事は 3

週間閉鎖される。そのときは時間も

生活も停止していて，何事も起らな

し、。

人々がu休みをすどしているとき

に，官庁，事務所，協会などでな』ζ

か用' ) 1 : をJ t そうとするのは至純悶郊

である。

園 余暇活動を育て る施設

夏休み以外の，週4fJの， )  J  仰の，

あるいは年仰の余暇活動もi Di ! inζ 飢

餓化している。

| 司はその社会政策を通してそれを

実行してきた。また市や!尽には，そ

ういった活動の諸組織やソーシャ J レ

センターがあり，教会 ｬζ は ｾｉ 阪平 ｉｊｦｦｬ

施設がある。そして工場や私企業，



• 

官庁にはあらゆる種類の余暇活動車且 の純聞がどの程度なのかは明らかで

織がある。 ない。

m: 門 ti"Jな余暇利用組織には，営利 はじめに述べたように，余畷の;恨

的なものも，そうでないのもある。 本的な問題は，余11!i1における人間の

今日の生活の一典型であるさまざま 問題であるとすれば，余暇というも

な尚業的な娯楽ももちろんその・つ のはどうしても組織化されねばなら

である。 ない。

それらのこつの例を示そう。 われわれは今日でも多くの余暇を

フィンランドlζ は40の専門感IJ 湯が もっているし，今後ますます余暇は

あり，そのうちの 10はヘルシンキ( 増加するだろう。いまやわれわれは

人口 45万) にある。また，各地方で 11寺聞をつぶすのではなく，あら ゆる

は，アマチュアたちが演劇を創造し レクリェーションの要求を満足させ

ている。乙れら 1 年閣の上演回数は るのに時間を使いえるかどうかの岐

l I ' l I ' 乙立っている。

われわれは，よりよい生活を営め

るだけの物質的手段はもっている。

それ故，人聞にだけ可能な抽象的な

ものや精神的な価値に対して心を解

放するときなのである。

建築家は，人身のn体的な環境の

創造者として，また社会のもっとも

根本的な精神的創造者として，あら

ゆる彼の仕事の上で，余暇 11寺聞の瓦

の怠味を表現せねばならない。なぜ

なら，建築家乙そ，余暇l待聞の具体

的な状況をっくり出すものであるか

ら 。 ( 訳 ・城戸義雄)

2 万回以上といわれている。ヘル・ン

ンキでは毎夜 14もの IJ"¥しものがある

泌JlllJ を似るだけではなく ，1' 1分で演

技する ζ とも大変人気がある。芝府

をする乙と自休が人々に満足感を与

える。それにくらべれば，映画やTV

はさほど重要性をもっ ていない。

ヘルシンキのオリンピツヲ ・スクヂアム (i 役割者 : リンドヲレンとヤンテイ)

またスポーツをとっ てみると ，会

人口のおよそ4596，200万人以 上 の

人たちが穏々のスポーツクラブの活

動的なメンバーである。積目別のク

ラブ会員数は，球技( フットボール

ある惑の野球，アイスホッケー) が

36忽，陸上競技が 1996，スキー 189ぢ

休操 99ぢ，山イキング 7 96，水泳 5

5Z，レスリングとボクシング 39E，

スケート 296，サイクリング 1jMな

どである。

スポーツは二つの大きな運動体育

述盟のもとに組織されている。スポ

ーツ施設や競技場の大郎分を，コミ

ュニティや企業がもっている。また

体育協会には附属研修所がある。

. 余暇時間の変化と建築家の役

害IJ

なにかやろうと思えば，できる可

能性は大いにあり ，組織も些宮にあ

る。しかし実際には乙れらの活動は

重なり合っているので，人々はその

選択の方法lζ 迷ってしまう。

そして，ほとんど偶然に，広告や

宣伝，出版などでひょいとある余暇

活動の仲間入りをする。乙れら活動
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二 つ の 国 民 レ ク リェー シ ョン 実 態 調 査

資料紹介
1-全国旅行実態調査報告書J 内閣総理大臣官房審議室 昭 37 .10

1- スポ ーツに関する世論調査報告書J 文 部 省 体 育 局 昭 38 .2

. レジャーブームとかオリンピック

ムードと かはやし立てなが ら，一体

われわれの余暇生活の現状はどうな

のか，そして将来の生活環境はどう

いう方向を目指すべきものかといっ

た点についての基礎的な資料はほと

んどなし、

在来の乙の廠の調査は主としてレ

クリェーションの施設利用に関する

ものが多く ，断片的で，利用者の実

態はわかっても ，いわゆる余暇利用

以前の状態にある人々の生活につい

てふれる乙とはできなかった。 ζ の

点で「旅行」と「スポーツ」という

レク リェーション活動の二大エレメ

ントについて， 乙乙に紹介するよう

なすべての| 皆胞の人々を対象とした

木格的調査の怒殺は大きい。

・ 「全国旅行実態調査 ( B 4  ) 仮タイ

プ木文 162頁) J は「国民旅行の千年

及打t進と観光施設の整備についての

方策に関する基礎資料をえる」とい

う目的で，11丹羽135年 10月 1 L1 からの

1 ヵ月間，全国341地点， 4，94811J祁-

の全成員23，847人を対象として ，1ij: 

ｽｾ一回の面接調査を行なった大規模

なものである。

その内容は，旅 行 ( 1  ii ' l 以上の)

の目的，1時期，期間， 目的地，手IJ 汗j

1Pi ili 施設，交通機関，同行者の; f f i 嫁i

と人数，旅行政と家計よりの支 出稼!

など多項目 1(， 及んでいる。

一読した感想は ，" < スコミによる

華やかなレジャーブームにもかかわ

らず，やはり全般的だ国民の観光旅

行はまだまだ低水準にとどまってい

るということである。

すなわち，一人平均の年間旅行回

数は一回にも満たない0. 65回，平均

旅行日数は2.45 口であり ，そのうち

業務出張や家事里帰りをのぞく ，保

健レクリ ェー ション旅行だけのー人
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当り年間平均旅行回数はわずか0. 35

回にしかすぎない。さらに旅行回数

の構成では ，実』ζ 68. 1;; ちの人が年』ζ

一度も旅行した乙とがないと答えて

いる。

乙のように，府民のささやかな目前

い せめて年一回の 1 泊旅行ーの水

準が満たされるのすら，なお程遠い

乙とがわかる。

圃つぎに，旅行の内容についてみる

と，一回どとの平均旅行口数は 3. 80

日，乙のうちホテル，旅館病的r I 数

は 1. 32 日で，平均旅行' 1. ' 1は 5，394円.

そのうち家計ーよりの 11¥払額は 3，363

円となっていて，夜行列車の利用，

匁l人，数! 1I J i . 宅への宿 I1司な どで，かな

り切り詰めた旅行をしている乙とが

わかる。旅行集団についてみると ，

家族連れや，友人グループの小集IJI

旅行は全体の40 .596にしかすぎず，

l職域，学校，地域，宗教， 募集，招

待などのいわゆる団体旅行が実K 過

半数の55. 2J61ζ も達している。さら

に観光レク リの目的見IJ には ，J : 七ヰ〈の

J艇に見物，1，日泉休養，親11主がほぼ25

96前後を示めているほか，ｾ ，ＧￍＧ 村ー 参詣

7. 5J 6で，いわゆる「みる ・やすむ」

レク リェーションが大部分で，戸外

レクリェーションといわれる，スポ

ーツ， ! l 山，ハイク ，キャンプ，海

水浴， ｪｾｊ＠ 遊びなどはそれぞれ ＳｾＵ

96台にとどまっ ている。もちろん，

乙の調査では口帰り外山が対象にな

っていないことをコ考えても，同Ziの

指摘するように ， 乙の結果は 1111来

的なタイ プの旅行， ｊ 限 ｊ Ｚｅ ｾ や業務と閃

迎した芯!I 佳|司H本旅行」の多い乙とを

物語っている 0

. ゾーソャノレツーリズム( 国民旅行

制度) を拡大しようという点からみ

て，注 目すべき点は ，全般的な水準

よりも ，観光旅行の| 結応的絡差が芯

外』こ大きい乙とである。たとえば，

職業別の旅行政，回数， 日数につい

てみれば，最高の経営者は 40，557円

職員 11 ，145円で，最低の日雇労務者

とくら べてそれぞれ74倍， 20倍もの

聞きがある。旅行回数， 1: 1数の格差

は旅行政ほどでは ないがやはり，経

営者 11. 6日， J般員6. 3 日で， 他の職

業が大体 4 日以下であるのにくらべ

て多いのが注目される。また ｊｾ 林漁

業では72. 3J 6の人がまったく一回も

旅行をしていないのに ，逆』乙経営者

は71. 4J 6，職員は 70 .476の人が一-回

以上の旅行をしている。

乙の調査に現われた余1 I 1! X利用の二

1目前進をどのように解消してゆくか

が，国民l旅永行普及への基本f的内な;諜思札JJ『

である乙とはいうまでも ない。乙う

した点で， 乙の調査はもっと ，諸|桁

胞におけるレクリェーション旅行を

Ａｉｾｨ とした体系的分析が欲しかったと

思う。また昭和3Mj". 3 )-J K 発表した

「国民の旅行 lζ|羽する出論調査J と

のl珂述，比較を試みてほしかったと

I王l み

はふ、ノ。

. 1スポーツ lι 関する| 世論調査 ( B

4  ) 仮タイプ 119 頁) J は「国民の 1M]

におけるスポ ーツの将及状況と ， ス

ポーツ lζ 対する考え方を調査して，

スポーツ振興の基本的JI 聞の立案お

よびスポ ーツ 胞設t_ま準作成の資料を

える」という目的で， 1唱和37年 10}J

Ｙｾ Ｑ Ｔ 口，全国 ＲＰＹ 地点で ， 18才~

59才の男女 2，365 人を対象として行

なった而J安調子f の結束である。

その ｉＩｾ 作は ， 1) スポーツ判及の

尖悠 ，スポーツの好き . talt い，実施の

度合，目的 ，11寺|問， JJl J折，組織，希

望庖目など。 2 ) スポーツの普及に

関する23見，個人的な必要度，普及

の障害，スポ ーツ振興策についての

怒見。 3 ) スポーツ経歴の三部で構



成されている。

乙れを概観していえることは，ス

ポーツを愛好する厄はかなりｾく ，

スポーツを嫌いと断言するのはわず

か 9 5ぢである。しかし，その愛好者

たちが，実際』ζ 自分でスポーツをし

ているかというと ，ぜんぜんやらな

いj gが全体の5896K. ま で 述 し て い

る。スポーツ新聞やテレビ， ラジオ

などの 7 スコミによって，あ るいは

スタンドやリングサイドの見物客と

して，スポーツファンの数は多くて

も，実際に自分でしている( でき

る) スポーツ人口はそれほど多くな

い乙とが実証されたわけである。

圃1' 1分でスポーツをしている人は

体どれくらいしているのか。調査部j

1 ヵ月聞についてみると ，週二 U以

上が 996. 週一回が11% でほとんど

スポーツをしなかったのが8096にも

および，そのうち 455ぢはやりたくと

もできないと答えている乙とが注目

される。その理由としては，時間が

ないが圧倒的に多く ，ついで脇pfr や

純設がないこと ，疲労，相手や仲間

がいないl阪になっている。さらにス

ポーツを少しでもしている人につい

て，不便な点を問いてみると ，まず

jA所，ついで用具，仲間，相手，指

導省， 12用などの理由をあげ，まっ

たく不便を感じないと答えているの

はわずか2096K. しかすぎない。

つぎに，どういうスポーツをして

いるかといえば，一年間にした種目

で，一番多いのは野球( キャッチボ

ールを含む) 175ぢ，卓球，盆山，ハ

イク ，水泳，ノイレー，ソフトボール

が10- 125ぢ，バドミントン，フォー

クダンス ，民F . t などが 8 - 9 96で乙

れについでいる。

. スポーツを国民の聞に普及してゆ

くには，児童期からの指導，余暇や

' 1 ' l 周など個人のスポーツ能力を高め

る問題があるが，それ以上に重要な

乙とは，社会的にスポーツ施設をど

のように建設してゆけばよいかとい

う問題である。とくにスポーツ人口

の顕著なや11ぴがみられる現在，施

設| 問題が長大のガンとなる乙とが予

恕される。乙の点について，昭和32

'1ーに総理府審議室が行なった「スポ

ーツに関する世論調査とくらべてみ

ると ，スポーツを週一回以上する名-

の比率は前回の 105ちから今回の 199ち

まで上昇しているが，それに比例し

て湯所や敷地の不足を訴える人の比

率も 7 96から 139ぎにまで増えてい

る。つぎに一体どういうスポーツ施

設が必要と なるのだろうか。乙の一

回の調査を比較してみると ，全体的

に各; f i l l 固とも数倍になっているが，

注目されるのは，前回は野球( キャ

ッチボー J レを含む) 7.5労，卓球4.5

PZ，円レーボール 3. 4 労など，比較

的身近かなスポ ーツ K 限 られていた

のが，今回では ，上の三種目はもち

ろん，その他の各種目と巾広い愛好

者をもつように なっている乙とが注

目される。とくに，特別の施設や道

具を必要とする水泳や陸上，スキ

ー，スケートなどでもスポーツ人口

が数倍増している。そしてつくって

ほしい施設としては，ま づ グ ラ ン

ド，広場，野球場を望むものが全体

の4696 もあり ，ついで体育館，卓球

場など2396. テニス，バレーなどの

コート 1696. プール 1096. キャンプ

場，山の家，i毎の家などが 10J6とな

っている。

. 乙のようなスポーツ施設はどうい

う場所に配置されればよいのだろう

か。スポーツをど乙でしているかと

いう問いに対して，学校 145ぢ，空地

や道路 125ぢ，職場の施設 9 % で，公

函や運動場など公共施設を利用して

いるのはわずか 5 96にすぎない。し

かし，上の要求では日常使えるよう

な都市内でのスポーツ施設が圧倒的

((. 多く ，その解決策としては，学校

を一般に開放するのは現在のと乙ろ

難点、があり ，スポーツ施設をもっ職

場は大企業を除けばほ とんどなく ，

スポーツ lζ 使える空地や道路が次第

l乙少なくなっている今日の都市では

ζ うした諸胞設は，どうしても公共

的なものに頼らねばならないのでは

なかろうか。

また一方，スポーツ郡白の拡大に

ともなって，都市外でのスポーツ ，

観光レクリェーションへの! f j /Jきに注

目しなければならない。

キャンプ場，山の家，海の家への

強い31j 求は乙の傾向を示している

し，スポーツを組み入れた観光旅行

は将来の観光レクリェーションの花

形となる乙とが予想される。

乙うした発展方向からみると ，乙

の調査の目的であったスポーツ施設

の基準作成には，近隣的なもの，都

市的なもの，広域的なもの等々 ，施

設に要求されるレクリェーションの

タイフ。やスポーツ積回の専門化の度

合lζ 適応した施設のネットワーク構

成が必要となろう。そういう点で，

乙の調査はスポーツの行なわれる地

点や，専門化の度合をもっと追跡す

る必要ーがあったのではなかろうか。

. 以上二つの調査報告書の内容をか

いつまんで説明したが，問題は乙う

した調査結果がどのように国の政策

に反映 してゆくかであろう。レジ ャ

ーブームというのは，中間屑を 中心

l乙展開する消費パターンの革命を企

業の側からみたものであり ，国民レ

クリェ ーションのＺｧｾ状は， まだまだ

ｫｊＺ外 ｬ 乙貧しい。乙の，＿ｾからみても ，

レクリェーション施設は，住宅や生

活環境施設などと問機，国や自治体

の保障すべきものであり ，また社会

ｾＨＭｨ￮ＺＨｾ的 な観点 から ， 余暇やスポーツ

に聖ーする' 1' l 用，旅行切などの保障を

:ljlJli 化してゆかねばならない乙とは

明らかである。

終り K . 乙の種の全国的調査は資

料としても有益であり ，かつ，適切

な解説をつければ一般笥ーとしても興

味があるので，単なる当局の政策資

料としてではなく ，ぜひなんらかの

方法で刊行される乙と ，さらに一回

きりの調査ではなく ， 今 後 と も 継

続される乙とを希望する次第であ

る。

(三村浩史〉
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会員の頁

どしどしと投稿下さい。テーマ自由。掲載

の分には粗品呈上。目次のと乙ろに何回i入の

ハガキを利用下さ い。

公 1今 大

口平和のバロメータ一 口

平和のシンボ J レとして文化の撃が

l咲く，建築もそのなかにあっ て多彩

な色どりを添えている。現代はその

最たるものではなかろうか。レク リ

ェーション施設から，運動，社会，

商業， 工業， 教育， 官庁， 娯楽施

設，住宅に至るまでま乙とに多岐に

渉り百花咲き競っているの観があ

る。新建築を紹介する雑誌の厚みも

年とともに厚くなっているのは，在、

ばかり愉しんでいるわけではなかろ

う。建築雑誌の厚さ乙そ平和の深さ

を測るバロメーターではなかろう

か。

乙のような| 時代の建築家は，忙し

さも張り合いのある忙しさであるは

ずである。もちろん仕事ーのなかにあ

っては，種々のジレン 7 もあろう

が，大局的には大いに平和を欧歌し

て，斯界の進歩を計るとともに ，恒

久の平和に寄与するべきである。

( 宝尿市在住 ・松村志;幸男〉

*  " ' t ミセ

口高田さんの投稿に答えて口

2 月号の乙の欄に投稿の東京高田

秀三さんにお答えします。見学会な

どの参加についてのど希望はどもっ

ともと存じます，早速，乙の企画実

施を担当しています事業委員会の 3

月例会lζ 議題のーっとして提案があ

り ， つ ぎ のよ う な ｆｉｾ 合せが行なわれ

ましたのでお知らせします。
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1. 会告をー日でも早く知っ ていた

だくために，雑誌の発行が遅れな

いように雑誌発行日の確保につい

て編集委員会[ 乙申入れする。

2 .  見学会などの企画で早く決定で

きるものは，前々 } : I の委日会で口

l時だけでも決めて，ーヵ月早く予

告をするように努力する。

3. 乙れがためK 現在の委員会定例

開催日を新年度より ，半月位い繰

り上げて開催する乙とも考えられ

るので，乙の件を次期委員会で検

討する。

4  地方会員への特例については，

最近各見学会ともに好評で毎度定

員を上廻る申込数があり ，抽選で

定めている関係上認めるのは無理

と思いますが .それでも当日に二 ，

三人位いの取消し述絡がある場合

もありますから ，前日までに速達

なり電話でも結織ですから事務局

までお l担出いただいておれば，あ

るいはど希望に副えるかと思いま

すので念のため。

もちろん事業委員会としまして

は，近畿在住の方のみの参加でな

く，広く地方の会員の方からの参加

を待っています。

昨年度は東海，兵庫，中国各支部

と共催でその地方の見学会を企画し

地元の方々も多く参加していただく

とともに，交流を考えていますので

今後もどしどし地方の皆さんが奮っ

て参加していただけるよう努力を重

ねたいと考えています。どうか皆さ

んから委員会へのど注文なりど希望

をお聞かせ願います。( 事業委員会)

*  *  *  
日本誌発行日確保について口

事業委員会より当編集委員会へ「

雑誌発行日を確保の件」についての

申入れがありましたので，編集委員

会では，もっともな乙とであり ，い

ろいろ検討いたしました。毎月 1 日

IC発行するのが? 有識で，' 極力そのよ

うにしたいと il 程を組んでみま した

が，過去数ヵ年間の実紡と印刷屋の

工程との関係やらで結局毎月の 8 日

に発行という乙とにいたしました。

いままで， 上旬発行が中旬発行lζ な

ったりして，各位ICど迷惑をおかけ

したことを深くおわびいたします。

5  ) : ] 号より ，発行口を毎月 8 EHC11枕

保いたします。 (編集委員会)

交 交 交

口1963年 度 「建築年鑑賞」

受賞作品 口

「建築年鑑: n ・」の第 4 回授賞作品

は，つぎのとおり決りましたので発

表いたします。

・早稲田大学文学部校舎( 東京都)

企画 早稲田大学

設計 ・監l!J l 村野 ・森建築事務所

施工 抹式会社戸団組

乙れは，例年どおり「建築年鑑J

63年版の掲載作品中より選ばれたも

のです。選定経過は刊行l時紙上にて

明らかICいたしますが，最後まで残

った作品はつぎの 4 点でした。

・早稲田大学文学部校舎 〔上記〕

. 梅若能楽学院能楽掌( 東京都)

設計 ・監 盟 大 江宏恕築l J l f 6所

・新阪急ビソレディング( 大阪市)

殺 計 ・監理株式会社竹中工昔話庖大阪本広紋

計部

・アテ耳、フランセ( 東京都)

投 計 監 理 吉 阪 隆正研究室

なお「建築年鑑 ・63J は来る 6 月

刊行の予定で，授は式はその節行な

い ま す 。 ( 建築年鑑編集会議〉

口 日本鉄鋼 連 盟 創立15周 年

記念懸賞論文募集口

論題一一①鉄鋼コスト引下げの具体

的方策

②鉄鋼需要拡大の具体的方

策

枚数一一一題につき 20- 25枚 (400 

字詰原稿用紙)

締切一一 昭和38年 8 月末日

賞金一一 1 '等 5 万 円 ( 1 編) ， 2 等

3 万円 ( 2 編) ， 3 等 1 万

円( 若干編)

送り先一一東京郎千代同区丸ノ内 1

日本鉄鋼連盟



円
口

鉄道が明治以後 iζ 文化の進展に智子

与したととろはまととに大きいもの

があるが，建築の面においても例外

でなく ，駅舎 ・機関庫 ・鉄橋など，

みな当時最新の偉容を誇ったもので

あった。しかし乙乙 9 年で一世紀を

迎えようとする現在にあっては当初]

の姿を伝えるものは非常に少なく ，

駅舎においても 10年代のものは長浜

旧駅舎だけとなって，現存最古の駅

舎としてのおー重な存在となった。従

って国鉄指定「鉄道記念物J の建造

物としては第 1 固に指定( 昭和]33年

10月14日) されたのであった。国鉄

現存の古い駅舎では山形( 明34) ，博

多 (42) ，などがあり，和風を主とする

ものでは二条( 山陰線，37) があるが，

古さは長浜駅舎に絞ぷべくもない。

優れた芯匠のものに福島 (36) があっ

たが一昨年姿を消してしまった。

さて長浜旧駅舎についての確実な

資料はまだ見ていない。ただ鉄道工

事，開通などの事情から沿革の大休

が知られる程度である。 明治15年

(1882)  3  )=J 10日lζ 敦賀より柳ケ瀬隠

道西口までおよび長浜より相11ケ搬来

日までがI)IJ 通したが， 乙れは国鉄第

五番目 IC : 当る鉄道で長浜はその始発

駅であったから駅舎もその頃できた

ものであろう。当時東海道線はまだ

全通せず，長浜 ・大津聞は琵琶湖上

を船で述絡していたので，長浜は大

津とともに車船: i i . l i 絡駅として重要で

あった。当初はとの駅舎に近く貨物

倉庫 ・建築工事所 ・111禰工場などが

あったが，貨物倉庫は大正13年に敦

賀lζ 移され，その他は取汲たれた。

現存駅舎は最近まで購買組合などが

使っていた仮設的な間仕切などが造

られていたが，昨年の鉄道90年を記

念して内部を修理，一部は復原され

長 駅 駅
益竺

仁3浜

第 l 図 駅 会 南 面 ( 修理前〉 昭和33. 11.28. 倣

壁面の大きい亀裂が目立つ。室内からとれをすかして外部が比えるほどであった。屋上 IC 2 本の煙突を西 'I. f

りIC出している。一階右寄りの良線は後 tili である。

第 2 図 駅 舎 南 西 面 ( 修理前)

U{l 和26. 10. 19.

まだ記念物指定の ζ ともない切の

写J. ' l ，相当ひどく荒れていた。
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ト片手 i  

二 階

;  階祖 j

ｾ ｊ ｬ 銀 ト一一ー τ 一一Ｍｾ } 1 隻 謀

; 倉庫銀j泊 謀 j

第 3 図 駅 舎現状略 図 ( 修理前) と往時の間取

り

上2 関は修理前半面スケ γ チ，調11線 l孟航足/:U

仕切。 -F 2 閃は『鉄i目温占資料』所向。

第 4 図 二 階 階 段 付 近 ( 修理後)

昭 和37.10. 1. 織

ニ附は ｮｵ 仕切が取去られ，広い Ｍｾ起をなして

いる。下 l'l 1 - f は一部失なわれていたが，今回

JrlJ ' などとともに修捕された。

第 5 図 二階小屋組 ( 修理前)

昭 和33.11. 28. 111

て将来は参考品などをならべる施設

に使われる予定であるという。( 修

理期間昭和37. 8. 3- 同10. 1) 脱棋は

東西23. 90メート J レ，尚J 七9. 19メート

ノレの矩形，二階建，南町，機瓦: I J の

1112定である。現在一階外怖につけら

れた屋根を失なっているがもとは初

代京都，大阪駅々合と問機の l次政し

の属板がついていた。現α壁面にそ

の秘跡または切断された紫淡の取付

1良跡を残している。乙れらから復原

すると乙の駅舎も上掲のそれらと似

たものであった。

乙の駅舎 J ) 壁体構造は珍しいもの

で，修理前は渋い茶黄色で，blt瓦お

よびｾ所 ｉζ は石材を ｭ いているが ，

その他は粗い砂利混りの一利のコン

クリ ー卜 である。明治42年の近江地

長の際できたという壁面iU裂は 1. 5

c m くらいの rl J のもあって， その問

を透かして見ても大体均一で何もな

く，一位の無筋コンク リート という

べきものである。ただし部分的には

相当大面積にわたって煉瓦献をして

いると ζ ろもあり ，四闘は石で糾志!i

を施 していてる。結局乙の外壁構造

は石 ・煉瓦 ・一種の コンク リート を

混用 した現存では珍 しいもの と言え

第 d 図 二階小屋組( 修理後)

昭 和37.10. 1.1晶

補強のため鉄材が加えられ ， ｾは新しく塗告書

えられた。

ょう。

内部1は階上隣下ともm竺l な変5f f が

なされ，修理前の痕跡によれば一階

は少なくとも二回の11:¥] 仕切の変更，

二階は元の間仕切を全郎撤去して一

室としている ζ とが知られる。しか

し割合に楽に復阪できる程度の泌が

残っていた。当初の宅名 ・2量'，!iIJ りな

どは『鉄道i1J， 占資料J 1111 17. 10 K il.I 

ていて， 一階IC二等 ・三等待合室 ・

出札室 ・休14¥室 ・駅長室 ・肱話役主主

・倉庫銀の各室が， 二階には建築課

. 汽11;[ 課 ・DJ ，j I諜 ・経理F.!l! D 各室が

あったという。耳MEもII っている階

上階下を通り昼上まで口く媛炉は可

及的lζ 多方而各室から使えるように

したものである。との ｾＺｊ［ｩ ￎ は現在甚

だしく破損しているが，伐っている

仕上げを見ると在米の土蔵あるい

は城郭の塗り方と同じ手法のようで

ある。 ただし炎口のmi 分は英国製

耐火煉瓦で， RUF F OR D ST OUR  

BRI DGE あ る い は S UP ER IO R

F I RE  ｂｒｉｃｋｓ の刻 ｉｾ ｊ を 州 ｬ してい

る。

ζ の駅舎の設計者は 明 らかでな

く， 地元では建築首長 Shepher d



第 7 図 二 階 媛 炉 焚 口 ( 修理前)

昭和33.11. 28. /J晶

此部 1<: 用いるがl の金nは失なわれているが，

残っている所もある。

C h a r l es をその人とするが， 彼は

明治 8 年 8 )J 病放しているので関係

し ｾￊ い。 ｮ ｬ 本鉄 ｩ 芭Ａよ ｾｊ 上Ｈ鉄道ＧＨ￭Ｉ

によると明治10年以降関西において

述築|刻係の技術者としてはJ..t {ll; 師長

T.  R.  Sher v i nt on， 同 E . G.  

H ol  t h a m， i l ! 築師 T . M.  R y me r  

J oh ns などの1 < ' ，が見えるから乙れ

らの内の人々によって設計監'Ef また

は指導がなされたものであろう。そ

の J!?負師は神戸の稲泉弥助であっ

た。乙の工・JJで英人がどの程度の関

与をしたかは推定の成を出ないが，

鉄道に附| 泊した工・Fであり ，火l;jl 分

は彼等の指導 lζ より行なったもので

あろう。とくに前. i d S 壁体の特殊構造

の他，階上の小屋組が現在普通に見

るキングポストとほとんど変らない

ものを用いているのに注志すべく ，

ζ のようなのはすでに京都竜谷大学

本校にも見られるものであるが初期

的段階を超えてい るのに注立され

る。その他階段創りや手間の手法，

破風板につけた通称、「ょうらく」宮市

りなども英人の原寸図をもとにした

のが多かったであろう。

( 工博 近 藤 豊記)

第 8 図 二階媛炉焚口の耐火煉瓦 ( 修理後) 第 9 図 床 の叩き修理状況

町l i{J 37. 10. 1. 撮 昭和37. 10. 1. 1晶

，，ｾ印がよく占える。 ｨｪｬ 値のものがＡｩＡ布観から 一階床は今回当初の手法により l引きとして昔話

もJ . l ¥ており ，持i本を重ねてみると Il qg合致す bk された。図は手製の工兵で1'11いていると乙

る。

参考資料

『日本鉄道史』 上 ・中 ・下 鉄 道 省

大正10. 8. 

『鉄道温古資料』 名古屋鉄道防総務部

昭和17.10.

『近畿における初期鉄 J 邑史跡の現状』

篠崎四郎 昭和33. 9.  

『第一回鉄道記念物のしおり』

日本国{ j 鉄道 昭如33. 10.

『鉄道記念物ものがたり』 日本固有鉄道

附4司137. 10.

そ の 他 長 浜 駅 厳 資 料 な ど

m. j e 

E の稿を終って後 ，金沢鉄辺官民U"j 施設部

ｩｉｬｾ距Ｎ，ＡｉＮＡの ＧＮｾ￧ f J I 文一氏から修理関係の資料を i泊

られた。御礼をr 1r し上げるとj ，jl 時に本，A HiI氏

る。 E の音は大変むしいものである。

の，(1'"1を似て迫附したい。 第 10図 床 の叩きに用いる工具

l昭和37.10. 1. 1:品

..10 Ｂｓｬｯ ｵｲ｢ｲｩ､ｧ ･Ｂ は浪布観のＡｊｉＡ瓦にもまｾ 工人が自分で造った木製の各種工具。

向Iされているが， Chamber s's E ncyc lo. 

paedi a， Ne w E d.  vol. 13 09j O) によ

れば，

St our br idge， an E ng li sh t own (a 

muni c i pal  borough si nce 1914)， in 

Wor chest er shi r e， •.•.• It is a  mar -

ket and shoppin g  cent re  f or an  

agr i cul t ural  as well as an  i ndus. 

tri al  area， .. .... now  has earthen-

ware  and fir ebri c k  war ks， besi des 

manuf act ures of  ir on， chains， shi p-

pi ng  appl i ances and heat ing  ap.  

parat us.  

などとあって耐火線瓦も生産した所である。大

英百科全書にも似たような記載がある。
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職 人 三ノ リ

第 4 回・数寄屋師

うすい

笛吹嘉一郎さん ( 65才〉

ある茶匠のひいた図を示された業

者が「竹極に竹木舞の化粧屋根哀，

そんな竹に木をつぐような不思議な

仕事はようしません」とい ったとい

う。今ではもちろん，その頃でも仰

しも押されもしなかった大工務j苫の

昔話である。伝統的な木造建築技術

は，近代的な建設業者の手からは完

全におきざりにされ，特殊な工匠の

世界にゆだねられていたのである。

般に木造建築は工学的な建築とし

てはきわめて安易なものと考えられ

がちであったが .社寺，堂塔のような

泌築にはその特殊な技術的価値を認

める傾向にあった。乙れに対し居室

として許される最低限の高さにも迷

しない小規模で軽微な構造をもっ茶

室とか数寄屋の類は，一般の建築技

術必ーにはほとんど相手にされなかっ

た。そうした建築への関心がにわか

に広がったのは戦後の乙とである。

今ではもう大ていの建設業者や設計

家なら茶屋 ・数寄屋もー応、手がける

休日jlJ を備えるように なっている。そ

れでもなお，茶室はー般の建築家に

とって厄介なものになっている。近

F汁:::-1 (  "1 

HjJ 江川{手
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ヌ二 4  数寄屋師

代建築の華やかな展開の蔭で，ずっ

とそうした茶室建築の技術的伝統を

守り ，その妙味を発揮しているのは

「数寄屋師」である。茶室の建築的

秘密はいぜんとして数寄屍nrliのI]; 中

におさめら れているといって過言で

えます」堂宮』ζ は体系化された木;!iI J

がある。名匠は独自の経験から割出

した ｾ｜ｈ 、 木 Ｇｊｩｬ ｊ をもっている。数寄屋

は自 由でそういう方程式のよう な木

［Ａ［ｾ ｊ は な いが ， やはり拠るべき規矩が

ある。 i 数寄屋はやはりお茶が基本

はない。 になっております。私も仕事を習う

いわゆる数寄屋普訟の発達地は な 前からお茶をやりました」と笛l吹さ

んといっても京都であった。江戸で んは説く。お茶といってもそれは単

かみがた

は上方の職人を呼ばなければ本絡の なる点前の ζ とではない。 i茶室や

普訪はでき なかった。その京邸にも 座敷の使い方はもちろん，茶事の第

今では省ーから代を重ねた家柄はあま 聞気，そζ へくる人の気持，お茶の

うすい

りさかない。今日お訪ねした箇 l火装 考え方など，千年通の茶人の修行の{上

郎さん( 北区小山東大野川r) は数 ブJ とは少しちがうが，215の世界の*

zf 屋師として三代田であるという。 質をよく 体得し なければ本当の数君子

明治3 1年のお生まれで，学校を. $ え 屋は造れません。茶室凪の調子をだ

られてすぐ家業を先代に1tl われ. 23 す乙とはだれにもできる。乙の頃は

才頃古門前の林邸の三位台自の席を 茶室が大流行ですが鋭い物がいかに

人で組めたのをきっかけに . 25才 も多い。失キしかも匁|れませんが，ー

で先代と死別して以来，乙の道一筋 流会社の作品でもそうです。それは

に活躍を続けられ，現在までに 四!u: 結局茶と離れた設庁|や仕事になって

半以下の小間だけでも 70幾つの作品 いるからです。茶の筋の通った正し

があるという 。 い数寄屋の型を守ってゆくのが私の

同じ伝統的な木造でも ，堂宮と数 立場です」と安弘な数寄屋ブームを

寄屋の建築の悶には，かなり 本質的 批判 した笛1火さんはまた職人の減少

な技術上の相i♀がある。すでに江戸 を嘆いている。 i若い人のなかにも

|時代から数寄屋大工という技術的傾 ζ の方面の仕事を覚えてみたいとい

域が分化していたのも当然の乙とで う気持のある人はいるが」実際には

あった。そういう数寄昆と主主' 出との 養成は困難らしL、。数得屋の海外発

関係について笛l次さんは「私は初め l正について「大いに結憾で，荘、も先

から数寄屋を専門とする系J怖のなか 年インドの茶室を浩った乙ともある

で育ちましたから ，そうした掌百と が ，日 本に Ｑ 守った伝統ｾ築をちがつ

のちがいをとくに深刻に; 立識したり た風土にどう調和させるかが問題で

それに悩んだ りした乙とはあ りませ す」今後のぷ室は「やはり茶の伝り

んでした。私の経験では，大河内伝 方が変わら ない限り茶室を変えうる

次郎はんがお住居のなかに綬殿造と もので‘ はない。また永い聞に完成さ

占続造，それに数寄犀の三つの趣向 れた今のぷのィi りJJ がそう簡単に )v]

を組合わせてみたいというど相談が せるものでもない。たとえばいつか

ありまして，まあ なんとか細めたん 展示さ れたミキサーの茶というよう

ですが，そのときはじめて刈 肘木ゃ な試みは少しもぷの改革にならない

部戸のある建物をやってみて. r- I分 でしょう。ヒソレのなかに古い型の茶

なりに堂宮風なものも乙 なせるとと 室を造 るのはおかしいという必見も

がわか りました。たとえ門ーつにし

ても ，私どものやった堂古風なもの

が，その方の専門のお人からはどう

批判さ れるか知りませんが，少くと

もￆＺｾ Ｇ の人が造らはる数寄屋に比べ

れば，まだま しな のではないかと思

ある が，茶の盗が変わら ないのに ，

茶室の型を変えるべきではありませ

ん」数寄屋の建築技術の本筋をJ l . し

く伝えようとする笛吹さんの心構え

は，ど乙までもきびしくかたい。

( 中村昌生記)
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一一一 手‘ リセヲ・3 ー回忌( ビニール・シート)

IIIJT新なデザイ ン ・耐久性 に優れ た

アメ リカ ・アームストロ ンクマーク1::1:の

(J '，L  1  .  5  9  mm)  

クラシ、ソクなフンイキは

ー 予号、 ｾｉＭＧ Ｚｊ一回忌Ｈビニール・シート〉
1. 6 弘 X 1  8  2  cm X  2 8 m. 

“代、シ チ・レクーテイング " の 登 場 グ

ダク トt 悶と放ij 文博 のいらない

f 四月1的な l政手f板
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6  
施工部門

。〉

切 梁 材 の な い 地 下 工 法

大林組本路工務部

金田 宏

1  . ま え が き

最近における土質工学の進歩は，

土の性質把握のため大きな立献をし

基礎工法 ・土留工法の技術向上に利

すると乙ろが非常iζ 大きい。また，

土工事 ・基礎工事施工機械の急速の

進歩と利用が，地下工法I乙大きな役

者lをはたし，今日の土と基礎の工法

のめざましい進歩発達があるものと

思われる。

従来，土千百工法として切j 梁文保椛

がー般に用いられてきたが，乙れは

単IC土を婦問IJ し，地下構築物を胞工

するための仮設的な工事である乙と

から経済性が重要視され，安全性に

おいて不充分な点が多く，地下工法

にil う公害を避けるには欠点の多い

工法といえる。

近年，東京 ・大阪などの都心にお

けるピ J レはますます大規模になり ，

地下数階におよぶ深層地下工法を要

求するものが多くなってきた。乙の

ような地下20数メー トJ レの地下姻内IJ

lζ 切深支保構を架設することは ，た

とえ支保檎材料が木製から銅製 ・鉄

筋コンクリー ト製に変り ，次第に問IJ

な土留の構造 lζ 移りつつあるとはい

え，安全性の茄では十分な工法とは

いえない。

安全で経済的な，そして工期がで

きるだけ短縮でき ，騒音 ・振動の少

ない地下工法. . . ..。 乙のような必要

がすぐれたアイデアを生んで，それ

ぞれ特徴をもっ新工法が各建築施工

業者によって考案され，いづれも安

全lζ 胞工され成果をおさめている。

乙れら新工法の共通する点は ，地下

室の主体桃造をそのまま土留として

の支保椛IC利用する点で，乙のよう

な乙とから考えればとれら新工法を

「切梁材のないl 1 ! . ! 下工法」と呼ぶ乙

とができる。

乙乙では ， この Ｒｾ 3 年の問に発

表された新工法の数J rIJ を簡単K 紹介

してみる。

2. 最近施工された新地下工法

( 1  ) ウオ ールケーソン・ 深礎工法

( 大阪神ビル ・大林組その他)

地下主体杭造の一部となるように

設計されたウオールケーソンを，ニ

ューマチックを使用して敷地の周囲

に沈設して地下工事の擁壁とし. lt 

央柱位置に深礎工法により鉄骨柱を

建て込み，乙れに主体梁を架設して

コンクリートを逆打ちしながら全体

の掘削を進めてゆく工法で( 図一1.2)

地下 4 階以上の深い掘削を要する大

建築にしばしば採用されるが，軟弱

な沖積粘土庖の厚い大阪でははじめ

て採用されたので，乙乙で紹介して

みた。

なお乙の現場では，中央深田吉村ミ 4

本を地下工事の支えだけとしてでは

なく，コアシステムにより ジブクレ

ーンを採用する乙とにより地下| 特構

築と地上1結構築をスムーズ lζ ー行っ

Tこ。

掘削深さは，地下 5 階で. GL- 2  

5 .60mである。

( 2  ) 竹中式深礎工法

( 新阪忽ビルなど ・竹中工務応)

乙の工法については，すでに本誌

1960年 8 月号 lζ 紹介されている。

仙の工法といちじるしく異る点は，

郷削土留墜として「竹中式オーガー

マシン」により現場施工の長大な現

場打ち鋼管コンクリー ト杭( 竹中オ

ーガーパイ J レ〉の位列を使用する点

でオーガーパイルの間隙閉塞工法と

しては止水鉄板 ・止水木杭の打ち込

み，薬波注入を施したサンドパイル

深磁住ｾ磁

崎一1 最終段階網開IJ の断百I

ｬ 段おきのスラプが上留支日 ｡ ，ｾとなる。

図- 2 周聞のケーソン ブロツヲプランと中央深礎柱。
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およびソイルパイルや横鉄板の溶接 ① 硬 質 地 盤 ま で 穿 孔

工法が行なわれているようである。 し，掘削敷まで基礎台柱コ

地下の構造体は深礎深層地下工法 ンクリートを打つ。同時に

と同じ目的で，仮設柱にフロートさ 地下外壁面lζ 沿い土留墜を

れながら下部掘削と同時に構築する 施工する。

工法( 新阪急ビルなど) と，斜補強 ②鋼管を挿入しコンタ

材で上部地下構造体をすべて外周の リートを充坂する。乙れが

オーガーパイルに負担させる工法( 地階部分の柱となる。

住友生命ピ l レ増築) とがある。 ① Ｑ 階梁 下 までｬｉｩｬｬ ｬｾｬ ｊＮ

掘削深さ ， 新阪急ビノレ地下 Ｕ Ｑｾ￥

G L- 22 .00m，住友ー生命地下 4 I倍

G Lー 19 . 40m。

( 3 ) パイ ルコラム工法

( 東京ヂーセソレ機lliL NHK第 2新

世i1Ji ll 築 ・大林組)

パイルコラム工法は ，上部荷重を

うける仮設柱の鋼管ノマイノレを ， 柱 ｾｬ

lζ 地上より正確に挿入施工する ζ と

によって，地下F皆本体の鉄' 間柱lζ 転

用し 1 階床を規準にして地下と

地上の工事を同時に進めてゆく工法

で，各地| 惜のコンクリートを打つ ζ

とによって土千百支保檎を省略する乙

とができる。したがっ て柱と杭は併

用できる。

乙の工法の工程を ， ヂーゼ ｊ レ機ｾｾ

の場合を参考lζ 説明するとつぎのと

おりである。( 図- 3)  

1 階以上の鉄骨建て方を進める。

② 1 階コンクリ ー ト打設土留支

保構となる。

① ｴｲｾ＠ 2 次堀口IJ を行ない地下 1 昨今

床コンクリート打設，上部もコンク

リー ト工事を進める。

① m3次掘削を行ない基礎コン

クリートを打設し地階部分の工事完

了。

また土留壁としては ，既設コンク

リー卜杭と場所打ちコンクリート杭

を交互に施工したコンクリート墜を

採用し，地下の壁やスラプを打っと

きはそのまま地下壁になるように設

計されている。既製コンクリート杭

の帰入K はアースドリル機を，場所

打ちコンクリート杭にはオーガーマ

シンを使用し，土留め壁の7J<. Wi 性を

もたせるため杭と杭との問の土中に

はベントナイトスラリーを注入して

図- 3 パイルコラム 工法の工将( デーぜ J レ機関の場合)

80 

f  

つ巧

写真一2 ③- o の現場状況

ある。

図- 4はウオー J レケーソンとノ f イ

J レコラム工法を併用した例 (NHK第

2 新館増築) で，大巾な工j引の短縮

fC成功している。

堀口 ｉｊ 深さ ， ヂーゼソレ機ｾＪ ， 地下 Ｒ

階 G L- l l .85m
o

NHK  

ｴｲｾ＠ 2 新館増築，地下 4

階G L - 2 1.70m。

( 4 ) 鹿島式地下室構築工法 (千

代田ピル ・鹿島建設)

乙の工法は前記のパイルコラム工

法の鋼管にかわって H 杭を柱tnζ 正

確に打ち乙み，乙れを支持杭として

主体鉄筋コンクリートの梁を奴椛し

て骨組をかため，土' f f i 支保椛としな

がら掘削を進めてゆく工法で，同時

に地上階の鉄骨建て方をも進めてゆ

く乙とカまできる。

なお当現m llH近は ，G Lー 12 mまで

N 値が 2 前後の軟弱な沖積シ ノレト府

で，土留としてはシートパイル 3 号

メチ
附 4量il

こ

17" 
、、

FL - h  1R切底

ト 時注円辺] 1

缶詰j 一一ー

m 

ｾ＠

且l E. _

l l lE_ 

旦乙

.，c  

-

図- 4 ウオールケーソンとパイルコラム工法

の併用@



がGl - 1 6 mの東京局内 ( N) 50) に

打ち込まれている。

掘削深さ ，地下 3 階 G l ー14. 45m

である。

( 5  ) 檎真鉄骨山留地下構築工法

Ｈｊ［ｾ 稲ビノレなど ・ 大成 ｾｋＦＩ

工法の特色は，支保桝材すべてに

鋼材を使用し地下構造体のコンクリ

ート lζ 打ち込んでしまい，そのまま

構造体の一部として応力を分担せし

めると乙ろにある。

切梁の支柱として柱j J ; 部( r . 鋼竹(

ゆ Ｍ Ｑ Ｕ Ｐ Ｉ を正確に打ち込み ， 掘 ｬｾｉｊ が

進むにしたがって主体梁の上端部位

白! r. 鉄千1.の切史および腹起をかけ桃

造体のー部と兼用する工法で，切ｾ

K はE型鋼 2 丁合せが使用されてい

る。

乙の工法では郷削にしたがって 2

段 3 段 4 段と切梁を架設し，地

下郎分の掘削完了と同時に主体の配

筋とコンクリート打ちを進めてゆ

く。

なお欠板以外の土留材はすべてエ

圧による応力をうけるので，主体構

造の一部としたときの断面算定は現

地における七圧測定にしたがって行

なわれる。

( 6  ) 清水式柱礎工法とウオール

ケーソ ン工法

Ｈ官園生命大阪 ・ ＿ｍ ｊ＼ｾ設Ｉ

深礎工法が井枠をl順次飲め込んで

掘削を進めてゆくのに対して， 柱其

lζ 地下柱となる鋼管( 世- 900程度)

を圧入しながら内部の土を掘削し基

礎盤に設置せしめ，基底拡大を行な

ってコンクリ ー ト柱をつ くり一泊水

式柱礎工法と呼ばれるー乙れを支え

にして周囲のウ ォー J レケーソ ン( ニ

ューマチック使用) と一体の土留を

つくり内部の掘削と上部の鉄骨建て

方を同時に進めてゆく 工法で，( 1)  

のウオ ールケ ーソン 深礎工法と目 的

は同じであるが，清水式柱礎工法を

採用する乙とによ り深礎工法のよう

な余j屈りによる悪影響がない。

掘削深さは ，地下 5 階 G l - 23 .70

mである。

( 7 )  OWS 工法 ( イケマンビ J レ

- 大林組)

以上のような地下工法から一歩進

んで，切梁支保構のみならず地下掘

削の土留壁も建物主体を利用した地

下工法が大阪市内の現場で採用され

ている。

乙の工法は OWS 工法 (OHBAYA

SHI  WET  SCREEN METHOD) とl呼

ばれ，敷地周囲につ くられた トレン

チlζ ベン トナイト 溶液を充満させ，

特殊な吸上式パーカッ ション堀内IJ 機

またはパケッ ト式掘削機により ，rt 

500- 700，長さ 2 .  500m- 3  . 000mの

プロックで所要の深度まで掘削した

後，あらかじめ組み上げた鉄筋を孔

内へ挿入し， トレミー管を使用して

。

15  

m 

圏一

図- 5 ｾｾ［ＡＡｾ欽庁土留工法の骨粗 ( 土と越磁の

新工法より)

コンクリートを打設する。乙のブロ

ックを連続してゆく乙とにより悶IJ 性

の強い土留壁体= 地下室外壁を構成

する。掘削作業中のベン トナイト溶

液は掘削穴壁面の土砂に惨透して不

透水性膜をつくる。

乙の現場では ，切梁材はフロート

工法を採用する乙とにより 上部 1 段

のみ省時し，内部に 1 )変切梁を架設

した。乙れは地階部分が鉄筋コンク

リー ト構造で，地下 11併型枠支保の

煩!#gさを避けるためである。

OWS 工法は如何雪無振動で，地i盤

沈下などによる公告はぜんぜんなか

った。

掘削深さ，地下 2 附 G l - 9 .65mづつ

ある。

仮受4王

写災Ｍ ｾ ows 工法K よる地下墜と l FL架の合取せ部分. 図- 6 ｏｗ ｓ 壁体と土留支 ｆ 手術Ｈ切ｾは地中探完了後 Ｑ＼Ｚ 撤去するＩ
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3. I切 梁 材 の な い 地 下工法」 の 特 徴 と 施工上 の 問題 点

以上K 紹介した地下工法の特徴に

ついては ，まえがきに主旨があげら

れているが，乙れを要約すればつぎ

のようになる 。

①地下階主体が土留支保檎とな

るか，支保構が主体の一部となり仮

設の切梁材が不用である。したがっ

て地下の工事訟が大きく節減される

土留自体の経済性については地下

2 階程度の深さではかならずしも地

下工事政の節減にはならないようで

あるが，後述の工事の安全性，作業

場としての 1 階床の佼用，工期の短

縮による経済性を加味すれば工事全

体としての工事政節減は大きい。

①地下階構築と同時に地上階の

主体工事を進める乙とができるため

工期を短縮する乙とができる。

① 切梁工法に較べ施工中の安全

度が高い。

④ 11岩床はコンクリ ート 打設後

作業床として利用でき ，雨天の土工

々事も可能となる。

また，新工法の多くは青ff 音無振動

工法を採用しており ，敷地周囲には

ウオー ルケー ソン，オーガーパイル

柱列，泥水工法による鉄筋 コンク リ

ー 卜監などを施工する ζ とで敷地一

杯に地下室を構築 している。同時に

矢板引抜の工事を省く乙とにより周

囲の地盤沈下や，地下埋設物の損傷

など工事に伴う各種の公害を避ける

乙とができる などの大きな特色をも

ってい る。

62 

しかし乙 れ ら工法にもいろいろ問

題点があり ，工法の選択 ・採用IL 当

つては充分検討を加えておく ζ とが

必要ーである。問題と なる乙とがらを

あげればつぎのよう なものである。

① 土圧および水圧の採り方，土

圧 ・水圧の応力に対する斜補強材の

検討と撤去に伴う応力伝達機構，主

体総造の一部とする切梁材内部応力

の検討( 構英鉄骨山留地下構築工法)

地下階 コンクリ ート 打設と掘削進行

述度の検討などに対してはたえず土

圧 ・水圧および鉄骨材の応力度を測

定して，そのデータ ーにもとづいて

工事を進めてゆく。

① 逆打ちコンク リートによるコ

ンク リートの打継部の処理と ，コン

クリート型枠のサポート方法。乙れ

らに対しては無収縮モルタ J レの利

用，釣型枠の計画が考えられる。

① 基礎台柱および支持杭の耐力

と変形品( 沈下畳〕の大きさ ，とく

に支持耐力K ついては短期許容支持

カを とる乙と が多く ，施工に先立ち

il 武荷試験によ り支持耐力を確認 して

おく乙とが望ましい。

o  1 階床は作業場と なり 重機械

の移動が多く ，スラブの設計もそれ

に応じたものが必要と なる。

① 地下階鉄骨のエレクションと

建て方の言i"I函についても ，特殊な仕

口を考えた り ( パイ J レコラ ム工法)

地下階のみを鉄筋コ ンク リー卜構造

として鉄骨を逃げる場合がある。

その他，基礎工法 と地下工法の関

係，排水工法にも 問題はある が，新

地下工法の開発には地下工法技術以

上K 施工部門と設計部門の協調が大

切である 。

4. 土 留 工事 に土質 安 定工 法 を

2 年ほど前本誌でアイデア特集の

編集があったが，その施工部門のア

ンケ ート IL ，物理的 ・化学的な手段

によっ て土の性状を変える土質安定

工法の理想的な開発により ，土を建

設部門のよりよき材料として扱い，

土留のない地下工法を期待する声が

多くあった。

土質安定工法といっても ，その分

野は広く ，土の締め国め，粒度改良

から ，セメントその他の安定刻の添

加 i注入による物理的，化学的安定

処理電気化学的安定処理，凍結焼結

による安定処理が含まれ，乙れらの

研究には未解決の問題が山積みして

いる。

物理的，化学的安定処理および電気

化学的安定処理の工法はすでに基礎

工法としては実用化されているが，

し乙れ らを土留工事にまでひろげて

利用す るには課題が多いようである

また，凍結，焼結工法についても，実

験段階ではあるが，すでに外国では

実用段階ーたとえばニュ ーヨークの

下水改良工事では径 12 m， 深さ 95m

の掘削を凍結工法で施工しているー

にあ り，わが国でも近い将来には

採用さ れ うる工法と なろう。今後の

土質安定処理工法の開発がま た れ

る。

• 
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7  構造部門

大型鋼管 を用いに高層建築の柱

神大助教授 ・工間

山田 稔

• 

制管を構造エレメントとして使う場合， その圧縮耐

力，振り耐力の優秀さを活かして，立体トラス lζ 組み，

鉄塔とか大スパンの工場，合同Zなどの上屋として使うの

は鋼官構造のもっとも適切な方向であろう。

と乙ろで，いま問題の高局主112誌の住として使った場

合，どうか。

まづ，高層建築用住材として，もっとも代表的なワイ

ドフランジ型鋼と鋼管の中心圧縮性状をドイツ規絡によ

って比絞してみる乙ととする。図は，同ー断面積 ( 111

Ocm
2
) のワイドフランジ型釧 IPB240 (240 X  240 X  11 X  18)  

と鋼管 tt267，t =  14  ( 外径267mm，肉厚 14mm) の許容座

屈耐力の比較である。( ただし，鋼管では ω値がドイツ

規絡にしたがい，J. < 1151( 対して修正されている) さら

に，乙の鋼管1 ( 4 週強度約 300kgj c m
2

のコンクリートを

充漉したときの値をも ，併せ示しである。

乙の図をみてわかるように ，ほぽ同一サイズで同一鋼

材置を使用した場合，短柱としての優秀性もさる乙とな

がら ，鋼管の長柱としての優秀さがはっきりとあらわれ

ている。 ( 乙れが立体トラス分野で活かされる特性の一

つ) 。つぎ1( ，鋼管内部にコンクリートを充填したとき

は，逆iζ ，短柱としての性能がきわだって向上する乙と

がわかる。

これらの乙とより ，高庖建築の柱として大型鏑管を使

用する乙とは充分lζ 可能性がある乙と ，さらにそのよう

な切合には一一短柱として使用される乙とが多いと考え

られるから 一一高強度コンクリートを充填して使用する

乙とが力学的にきわめて有利な乙とがわかる。

事実，ヨーロッパで，乙乙数年，竣工した高居建築，

たとえば.パリの Rue Cr oul ebor be ビ〉レ ( 241皆; 30mx 20m;

高さ61m) ，デュッセ J レドノレフの Phoenix- Rhei  nrohr ビ)レ

( 30階 ; 85m X  7 m ，15 m， 2 3 m; 高さ 95m) ， Mo n同 smonn ヒ

J レ ( 29階) 等々 ，いづれも柱 lζ 鋼管を梁lζ ワイドフラン

ジ型Wl を使った例であるが，柱の鋼むには コンク リー卜

を充填しているのは，乙の辺の事柄を示すものであろう

。
一主

一

I PB 240 
中Z67 t . 14 中Z6H I 4 6300

t1I 

f  

t 盟

.1/.17 0佐ワ

L 晶

p. ， I Q ，(f' 6 .  ｾＮ＠J  

問題は ，鋼管柱と染との接合方法にある。ヨーロッパ

では鉛直荷重が支配的であるため，さほどの工夫はなさ

れていないもようで，簡単に突付けて溶接したものが多

く水平力には別I( 耐力 トラスが組み込まれている乙とが

多いが，わが国ではかなりの工夫を要しよう。

コンクリート充撲によって鋼管柱の強度，間11性が高ま

る乙とは ，上述のとおりだが，その他，充填コンクリー

トのスチフナーとしての役割も見逃しえない特性のーつ

である。 コンク リー ト充墳によって局部変形が阻止さ

れ，材接合部の剛性を高める効果は大きい。

コンク リー卜 充填管 lζ ，強震時に想定されるような大

変形の塑性交番繰り返し山げが数十回加わるような場合

にも ，乙のコンク リー卜充填効果はま ったくかわらない

乙とが ， ｾ験的 ｋ たしかめられている。したがって ， わ

が国でも高周辺築の材料として，大型鋼管を川う乙とは

充分に可能性があろう。その際，とくにコンク リー卜充

填K よって，材の耐ノ' ) ，剛性のみ ならず，ねばり強さを

増す乙とは望ましい乙とであろう。

阪急茶屋町ピ J レなど，わが国でも高層ビノレの柱材とし

て大型鋼官ーが使われはじめているが，その; 芯義l立大き
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明るく・・・美しく・・・

N E C蛍 光 灯 照 明 器具 は、 N E C

が 精 進 を 新 た に し て股富十 し た も の

ば か り で す 。

. 各 組 のI限付 工 事 が 主 わ め て 容 易 な こ と

・ 組 立 、 分 解 が 簡 単 でf足早f 、 J 川主に{ 史利

な こと

など、優れた 工 ｾ ｊｊ ｭｭＨｉｉｊｊ 総兵です 。

部 品 に 至 る 迄 の お 制 度 治 共 と 金 型 を f史う

NE C  

蛍 光 灯

照 明 器 具

lillm方 式 な の で 、 品 質 がt勾ー で、 互 換 性 J 向、

が あ り 、 安 側 で す。 、 H日〉 新 日 本 電 気

」 哩 唖 基λ 全 般 |
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"  

建築と社会アンケ ー ト結果報告

長近 2 年間の「建築と社会」の各号に対して，①よか かったとしたものは「工場建築計画における建築家の参

った特集，①よか った記事，論文，作品，①興味あるシ 函J (浦辺鋲太郎) ， r消火設備系統 図J ， rH型鋼を

リーズもの， 0 希望する特集，論文，作品，の 4 項目の 使用した構法J ( 伴潔 ・山田稔) ， r消防火法規につい

アンケ ー トを 2 月号{ζ 待入したが，その集計の結果を以 ての問答J (恩田一則) である。

下K .報告して参考としたい。もちろん ，41通の回答数だ 4.  興味あるシリーズものとしては，この正月号から始

けなので，全体の傾向を あらわしていないけれど，一応 めた「技術の頁」が圧倒的に多かった。やはり ，乙うし

の傾向はわかる と思う。 たものが墜まれるのであろう。職人シリ ーズも期待され

集計してみて， 気づいた点をメモしてみる。 ているようだ。ただ，約40回も 長い間つづいている「近

1  回答者の職場別では事務所，総合建設，官公庁の11Ji' i 代建築調査委員会報告」が凝外少なかったのは，回答者

に多い。年令は大体20代から しだいに少な くなっている の庖によるものだろうか。 r建築の眼」は面白くないと

のは当然の乙と。職場所在は もちろん大阪がもっ とも多 いう評申j も聞 くが， しかし案外読まれている乙とは，続

いが，京都，東京からも若干あった。まあ現在の本会の

会員分布とよく似ているようだ。

2.  rよかった」という特集は ，比較的最近一年間のも

のに多い。 乙れはやはり人間の記憶の新しさによるもの

か。と lζ かく 10点以上O 印のあった特集を， 0 印の多い

もの11即ζ 並べると ，i 建築工資J i 工場建築J r消防火」

「都市計画J i 構造J i 建物管理J i建築教育J i 日本近代

建築運動史J i 宅地開発J r公害J r阪神高速道路J 。

3.  よか った記事，論文に ついては，結局，よかった特

集lζ 登載されているものが多い。なかでも，二名以上よ

み易いからだろうか。

5.  希望する特集に ついては，胞工と構造を結びつけた

ものが多いようだ。希望する特集，記事，作品 について

は，いずれも委員会で検討したい。

6.  なお，よかっ た特集， 記事，論文について事務局な

り委員が聞いているものに，乙のアンケートにでていな

いものも数例ある。それは，建築以外の人からの声も含

めてであるが，たとえば ，社会福祉施設，建築産業構造，

レクリェ ーシ ョン， 自動車と建築，土，アイディア，建

築と規格，の特集な どの各論文記事。

アンケ ー卜回答数41

験 場 別

日本近代建築運動 史 12  11 11 Ｎ ｵ 築工事費 の分析と樹Ｉ［，ｲ ｣ 益回 ｭｾ 告Ｉ

. 消火設備系統図 2

初負9 官公庁 7 lj:lf6所11 学 校213絡 3 材

m設備l 記峨なし5 J r41 

年 令 EIJ

19才2 20f W 30代9 40代7 50代5 60代2

記ｾまなし Ｕ 別41

臨 場所在

大阪17 堺I 吹 IIl l 岬和国 l 京都5 滋賀 l

神戸2 名古屋1 I<1山l 級 浜l 政ホ3 福附 l

徳 ｌｾ ｬ 不詳 Ｕ 針 Ｔ Ｑ

1
1 よかった特集OEn数

昭和36年 0 印数

7 - 1デ 7 l 月号 8  

居留地建築 2  11 6  

長谷部鋭古 3 ρ  
4  

土 4  11 7  

インテリア 5  11 5  

自動車と 政策 6  11 5  

第 8 回背年主11築家 守 11
6  

建築と ま昆栴 8  11 7  

レデリエーシヨン 9  11 8  

建築産業情溢 10  11 8  

材 専3 11 11 8  

問和37年

都市計画 1月号

建物管理 2  11 

名 古 屋 3  11 

有躍 造
4  "  

水と設備 5  11 

建築工費 6  11 

第 9 閉背年m 臣家 τ 11 

阪神高速道路 8  11 

工場建築 9  11 

一，入
ｾ＠ 10  11 

宅地開発 11 11 

社会福祉脳投 12  11 

l白布138年

主s築教育 1月号

消 防 火 2  11 

12よかっ た記 事 作 品

〔論文記事〕

・工高の教科内容( 乾亮三)

・大学教育の問題点 ( 鷲尾健三)

13  

12 

6  

13  

自

18  

7  

10  

14  

10  

10  

8  

12  

11 

・技術の頁「くいJ について( 近藤幸雄)

. B! 築健造と火災保険料率 cn川 善幸)

・名古屋街造りの現状 と将来( 座談会)

・公害問題随感 (J IJ 名古ヱ門)

・用地取得方式( 泉資一郎ほか)

・工 場包築計画における 包築家の参画 ( 百I i 辺鋲

太郎) 3  

・工場工期の問題点( 篠田駿ニ )

・工 場建築の締造( 高崎段夫)

.ru築迦動とは( 西山911三)

・近代デザイン連動( 向井正也)

・分離派ffi 築会( 滝沢真弓)

. H型鋼を使用した締法( 伴潔 ・山田詮) 2  

- 新しい鋼菅mi 芭( 鷲尾健三)

・最近のP.c. C鈴木計夫)

・消防火法規についての問答( 恩回一則) 2  

・建築工事における公蓄と紡 ! と( 中出定夫 ・北

山二十三)

・日本の建設産業構造の諸問題( 絞弁昭光)

・新しい都市づくりの組織を( 三村治史ほか)

・中小建設業のあり方( 竹中町1ー)

・積算見積l ! ! 話 (座談会)

・構造昆の神経( 馬易善雄)

- 阪神高速道路と業あの結びつき( 竹中工務広

ほか H 土)

- 管理費の算定基司自について ( 藤森務太郎)

85  



- レ? リエノヨン開発のマスクープラン (三

村治史)

- 恕築随怨( 竹腹健造}

・経蛍維感( 松下幸之助)

. i / r I 造随筆( 寺沢一夫ほか)

・都市計画についてのイメ ーヲ( 人物論)

・欧米飛ぴ走る記( 玉置授次郎)

・欧米建築の党幻

〔作品〕

・天王寺民衆駅 2

. 新住友ピル 2

・新阪急ピル

- 関電ピル

- グリーンピル

- 平和ピル

1

3 興味ある シリ ーズもの

i I ! 築の限 13 

技術の頁 25  

近代i I ! 策担U'i 委貝会

職人 シリー ズ 9  

会貝のn 5  

14希望する特集 ・論文

〔特集〕

- か〈し技，特妓

- 新しい工法( 軽監 コンクリ ー ト，P .C. )  

・新t 法 ( 特殊烈仰の解説)

- 法 規

・住宅( 股針胞工関係)

. 政府胞策住宅

・学! 瑚と設計，現場を結ぷ問題点

・縮工技術 3

- 殺 l輔関係 2

・iI!被樋械化

. 建築経済

- 正当な主張をもった人達の作品集

- 住宅，ア パー ト

- 底 納

.  t揖造，インテリヤ ，世界の建築，城，背年な

どの特集

- 京都あるいは日本建築の歩み

. 工業立地関盤法

- 鉄と 建築

- 基礎関係の特集

- 臨海工業地帯における 建築

. : ; 1<例設計図表付作品

- 明日のi I ! 築，構造デザ イン

・駐 車 場

・学校建築

・締法革新号

- 背のl . l ! 築企画( 江戸時代)

- 占宮町jJ"十両( 未来でなく現実的主主の)

・抱工( 工事現場の最初から終りまで}

・古 IT 築

- オリンピツ 9 胞殺

- 日本法築物

〔記事〕

- 若い人，老人，著名な らざる人々の記事

Ｍ 工 ｩｪｬ 管理業務 ｉｾ 関するもの

- コンペ問題

.  ]J S， ] ASSの問題点

.m高教育と建築界で何を望むか

. 会員の移動転勤閥

・設計麗念，メタフイヨカルなもの

・吊 屋 叡 ( 坂先生)

・シエノレ( 日 ta氏)

・鍋腎 (鷲尼氏)

. iI! 築玲. m造論，窓匠論

・軽庇型鋼，H型鋼の設計および将来性

・鉄筋コ ンクリ ー ト造( 姻口甚吉氏)

・経験からみた将来建築の夢( 竹腰健三氏)

. 現場従業員の声

. 建設業界のあり方

〔作品〕

- 関東地方の作品

・住 宅

・公共施政

・公務は編集委員会で計る

・四天王寺五重治，金堂

. 114造的にすぐれた作品

編 集 後 記

1961年 9 月号K rレクリエー シヨン とiI! 築J

特集を送ったが，今回は， もう少しレクリエー

シヨンの相会的側面，制度とか，ソーシアルツ

ーリズム ，スポーツ，観光，レ ヲヤ ーとかいっ

た面をとり fごした。いきおい，執筆者について

は取京の方 々，それ色 建築以外の方々にお願い

するととになっ たが，そ れぞれの立場から ，わ

れわれi I ! 築関係者K 示唆に富んだ玉摘をいただ

いた己とを感謝します。

そのほか，とくに「レ デリ時代の大阪」とい

うテー マで，住宅公団大阪支所の岩手グループ

に「大阪J 999J を提案してもらった ζ とと . J;( 

大留学巾のフィ ンランドの建築家ペリアイオ、ン

氏K フィンランドのレクリの状f惑について，特

別に者補いた ＱＺＺ いた ｅ と は感謝 ｉ ｾ たえない。ま

た，グラフイ Y ク ・ルポな るも のを本号にはさ

んだがいかが。乙れはよって“ レ3 ヤーコンビ

ナー ト" の追求を銭みるつもりだったが・ 。

観光開発計画については，ニ， 三の論文が都合

でとりやめとなった。

企画 K と協力いた 1:: いた担当幹事は ，三村浩

史，大久保昌一，製原fJ 一郎の名編集委貝であ

る。

なお，前号の「緑とm高特集」の編集後記は

紙面の余白がなかったので脅かなかったが，担

当幹事は，中村ー( 京大造園) ，佐藤 ｾ ( 大阪

市公園) の特別幹事，大久保安貝，三村安貝の

各氏であっ た。記 して感謝を申しあけ. る。

次号は「社会教育の場と辺築特集」の予定。

発行日が毎号おくれていて巾しわけ伝いが，次

号 ( 5月号) よ り毎月 8 自民発行日を確保する

E とにした。したがって，会貝の手元K は， 9  

日( 地元) ， 10日また はJ l 日( 地方) Ｑｾ ｚＱく予

定である 。

合成樹脂 塗 料

ト ル 拳r/  - 11-

. ー弘幸・: z 牟 :.1

合 成 樹 脂

塗 床 材

壁 材 内 装

- 外 装 用

トルギノーノレは合成樹脂の塗装式( コテ仕上) の床材で継目がな

〈衛生的で，圧力，磨耗R i!ii j えて永もちのする酒1組的床材で保温

防音にも岱み防む感じのよい適度の蝉カをもっています。

女 不変色 色調自在 * 誌名記入カタログ御籾求下さい
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トルギスキ ンとは特殊合成樹脂を主体と した高分子白状塗料であります。

特 徴 通 気 性 が あ る た め，施工下地 iζ 案外早〈塗装がで邑，蜘i鰍する ζ とが

ありません. そ の上乾燥も極めて早し従って工期の短絡がで色ます

製造元 大 元 工 業 株 式 会 社

営 業 所 東 京 名 古 屋l 一一一一T E L大阪(301 ) ル5

T E L(561)4678 T E L(24)4491 

‘  
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| 通 常 総 会 |

28日 4 1時20分一一 4 時40分 於 会 館 集 会 室

出席者 尾崎会長，竹中 ，塚本両副会長外 6 氏

議 事 ( 1  ) 監事 1 : 名逮挙の件

( 2) 監事 1名補選の件

( 3 ) 本部所属評議員54名選挙の件

( 4 ) 本部所属評議員 1 '名補選の件

3・

| 理 事 会 |

13日 4 1時一一 5 時 半 於 会 必 会 議 室

出席者 塚本副会長外 9 理事，山内兵庫

古林中国各支部長

; 議 事 ( 1  ) 通常総会開催の件

( 2 ) 電気工事業組合地下室借室返還に関する

件

( 3 ) 市大浅野教授渡欧』ζ 関する件

( 4 ) 常務理事任期満了に関する件

( 5 ) その他

昭和 Ｓ Ｘ 年度一級建築上試験委員推 ｉｾｊ の件

( 6 ) 入退会者承認の件

( 7  ) 報告事項

| 運 営 審 議 会 |

13日 5 時 半 一一7 時 於 会 館 会 議 室

出席者塚本委員長外 9 委員

議 事 ( 1  ) 会員原簿カ ー ドに関する件報告

( 2 ) 法規委員会( ( 関する検討

| 住 宅 委 員 会 1

6 日 4 1時一一- 8  1時 於関fE会館会議室

報 ( 2 月 分 )

出 席 者 海上委員長外 12委員

議 事 ( 1  ) 南海電鉄の住宅競技設計応募状況報告

( 2  ) プレハフー住宅並に工場見学企画の件

( 3 ) 西ベノレリンのハ ンサの住宅スライド観賞

( 4 ) 住宅問題に関する懇談

| 出 版 委 員 会 |

小委員会 ( 基準法関係法規索引)

7 日 3 時一一 5 時 於会宣告会議室

出 席 者 西 島 主 査 外 3 委員

刊行図舎の販売促進方法について協議

| 編 集 委 員 会 |

8 日 4 時一一 7 時 於 会 館 会 議 宅

出 席 者 石 原 委 員 外 5 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

( イ) 3 月「緑と建築特集J 号

( ロ) 4 月「レクリ ェー ション特集」号

( 2 )  5 月「社会教育の場と建築特集」号企画

審議

(  3 )  6 月号の企画に ついて

( 4 ) 次年度委員に関する件

| 事 業 委 員 会 |

ＱＱ 日 ｾ Ｕ 時半 一一 Ｗ 時於会館集会室

出 席 者 岩 崎，岡本正副委員長外 10委員

議 事 ( 1 )  2 月， 3 月の事業企画について

( 2 ) 各種説明会の企画について

( 3 )  r若い会員の集い」 の企画について

( 4 ) 創立記念 日の行事について

( 5 ) 次年度の委員について

7 "ロペ.2盟諸湾涜/

ヲ' .0均勺今4 ( " _

て12; 処少水谷ペイント
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小委員会 ( 次年度委員推薦)

20日 正午一一 2 時 於 会 館 会 議 室

出席者 政岡幹事外 4 幹事

次年度の委員長候補者縫成立主に委員の詮考について

| 近 代 建 築 調 査 委 員 会 |

19日 3 時半一一 4 1時半 於会館会議室

出 席 者 滝 沢 委 員 長 外 6 委員

議 事 ( 1)  5 月号発表建物の件

( 2 ) 今後の調査建物リ ス トについて説明

( 3 ) 線竹事項

22日 3 時一一 5 11寺於会館集会室

出席者 建材委員，岡本委員長外 7 委員

使 用 者 大 林 組 高 野 氏

金 物 研 究 会 横 田 会 長 外11氏

サッ シ協会支部越本技術委員外 3 氏

建築金物の内扉釣り 金物に関して検討

| 法 規 委 員 会 1

27日 3 1時一- 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 山本委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 逮営審議会における法規委員会に関する

検討についての報告

( 2 ) 建築基準法改正総想案の説明

| 尋 問 薦 委員 会 1

5 J : j の大阪府知事表彰についてその候補者推薦に関し

2 月22 口付で啓面審議

l 電 気 設 備 工 事 編 集 委 員 会 1

14日 正午一一 2 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 羽馬委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 委員長，幹事の選任

88 

( 2 ) 章の構成および内容について

( 3 ) 出版までの工程に ついて

| 若 い 会 員 の 竺|

スライドと 話しの会 「ヨーロ ッパ一一街 .広場 .

ひとびと J

18日 6 時一一 8 1時 於 会 館 集 会 室

神出津悩雄氏( 安井建築設計事務所) を飽いてお話

しを聞きスライド観: 1 1 の後懇談。出席者25ア1

l欧 州 視 察 旅 行 団 員 懇 談 会 |

20日 3 時半一- 5 時 於会館会議室

出席者 申込者中野順次郎氏外 7 氏

日本交通公 社 吉 田 氏

予定行程について協議の上一・部修正。なお古田氏 よ

り旅行準備な どに つき 注意の後質疑応答懇談

|図書出版 |

「建築基準法および関係法規早見一覧表J

1. 型 式 6 5 判 74真

1. 定 価 子 350 会員特価 ￥ 300

1 出版部数 3 ，000部

| 見 学 会 |

「関西鉄鋼短期大学見学会」

設計監理 11 建設計工務株式会社

施 工 校 舎 清 水 建 設 株 式 会 社

学生寮株式会社P J . li 帥J l

16日 1 11寺一一 5 1侍

大阪府建築士会と共催。消 J K建設， PJ. Ji也Ml ζj ) . mパ

スにより実施。参加者 8
0f ，

。11111 111111 11 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111・1111111111111111111 1

日本建築協会・出版図書案内

ー . 建築物用途別 建築基準法および関係法規早見

一覧表

附 録 消 防 法 胞 行 令 及び大阪市予防条例lflS己表

会 長 特 価3∞ 円 定 価 おO円 送 料70問

ー . 日本民家集 ふるさとのすまい 本会創立45年 記 念UI 版Z

第16回毎 日出版文化賞受賞 E

会員特価800円 定 価960円 送 料150円三

国鉄骨鉄筋 コンクリート 構造設計実例集 i  

構造計算書 B 5版5∞頁 会貝特価3，5∞円 三

構造殺計図 B4 版2∞ 円 定 価4，5∞円送料2∞円 三

百1111 1111111 11111111 111 111 11 111111 1‘ 1111 11川目 。111 111 1111111111 11 1111 11川 11111111111 11111111111111 1111山 。"'π

ｾ＠



5223 大島化学のひふくτっlぎんさ

カ ラ ー ス タ シ ダ ー ド メ タ ノ レ

繍羅融ぉ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の104  (931)  7071- 3  

文 忠 新 民 浜 ・名 古 屋 ・pg 11  ￯ｉ￮ ・ ｊｬ ｾ 山

田中式忍て1Jよ?27123二

スチールシャ・νター・オペレーター

岡 田中工業株式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第一 工場 東 京 仰 蹴 1日 区 綿 糸 町 1 - 25 

東 京 都ニ 工場 東 京 m掛 田 区 丹 醐 町 東 4 - 122 

小 倉 工 場 価 岡 県 小 倉 市 赤 坂 上 の 1 ( 137

川 崎 工 場 神宮吾 川 県 川 崎 市 東 泌 m3  - 43  

札 帆 出 版 所 北 海 道 札 帆 市 北 大 通 東 4 丁 目 4

盛岡干I : rn 防 総 下 県 銭 岡 市 木 伏49 ・ 東 北 緯 設 け 約

名 古 恩 代rn防 愛 知 県 名 古 鹿 市 西 区 西 菊 井 町2- 12 ・岡田喧材 K K

米 千 代 理 由 鳥 取 県 米 子 市 祇 闘 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 庖

S朱 試

金 融

T E L 東 京 (623 ) 代 袈0106 - 0108 ・(622 )0790  

T E L 東 京 (611 ) 2118 - 9  

T E L 小 宮 ( 52) 2833 ・2834

T E L 川 崎 ② i 5剖 - 5

T E L  地L・見 @  6762  ・0515 

T E L 盛 岡 7642 

T E L 名 古 鹿 恒3) 01 21 ・2057

T E L 米 子 l2) 4683 

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 ( 341) 207- - 8・4836- - 7
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空気調和装 ｩ￮ｾＺ 、 各穐冷凍機

設 ;{I ー・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

l慶 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

大阪 ､ｩ 北 区常 ｊ ［ｨ 船大工 ｉｉｉｓ 五 三 番地 ＨＱｊｾ 1::1 大阪会館内〉

i11 話 大 阪 ⑪ 局 8 3  5  6  ( 代表)

東 京 都 中 央区日本橋兜町三丁目 ぺ凶務地

東 京 ・名古屋 出 銭 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 (1干地

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急ヒソレ 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

社 東 京 都千代田区神 田駿河台 4 丁目 2 番地

社

民

場

本

文

工

ム

一与

会

電 気 ・暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株 式 大 阪 官

会 社 大 阪 時

本

生

気

水 ・衡

房 ・換

排

冷

給

暖

商

商

-
ず

Z

E
え

設計施工

株式

会社
大 阪 城 口 研 究 所

• 
取締役社長 菅 谷 三 郎

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 一 丁 目 的 務 地

氾 話 大 阪 ⑭ 大 代 表 8 2 3 1 悉

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡山 ・高 松 ・広島 ・熊本

札腕 ・仙台 ・新潟 ・富山 ・金沢 ・福井

庖本

支

出

平

大 阪 市 北 区 南 垣 町 一 ・屯話大阪371局7575(代表)

京都市東山区大和大路正面上ル電話京都 56 局4945(代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電 話神戸 4 局 5  8  9  2  

席口城代表取締役

庖

所強

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病院諸機械・給排水 ・衛生

藤 省 三 商

創 業

大正二年

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式J レーフ ドレイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

庖

東 京 駅 前 丸 ピ ノレ 6 階 6 7 6 区

包 括 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

広 大 阪 市 西 区 土 佐 郷 通 大 雨i ピ ノレ 714 号

包 括 大 阪 ⑩ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

庖 札幌市北四条西16丁 目1務地高田屋 ピル二階

話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4 6 6 1

名古屋市中区南大津通一丁目千代田ピル522号

務 中 局 @ 1  7  6  6  

斎

株 式

会 社

東 京 庖

大 阪

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

iE話 大 阪 ⑪ 4 1 4 5 ⑫ 2 6 8 7 ・2 8 8 7 番

庖 東 京 都 千 代 田 区丸ノ内 2 ノ 8 イ中12号館 5 号

電話 Ｈ ＲＸ Ｑ Ｉ 局 ＶＵＰＵｾＸ 番

金 沢 市 富 岡 町 三 五 m結金沢( 2 ) 2074 

扇子t- l I i 城之廊下回'T :"" 0  1量紡福井② 2436

問 松 市 二 番 了 九 電 府 高 松 @5195 

岡山市大供松ノ木三八O ノー 情 緒 附 111 ③ 7047

キL 幌

本

名 古 慶 応

須 賀 工 業 株 式 会 社

衛 生 設 備空 気 調 和

施 工

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 1 丁 目 14 電話 441- 5171

支 活 一一 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷役運搬機械 ・環境衛生施設

化学 ・鉱山機械

機 工 業 大 阪 支

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜2- 22(三井信託ピル〉電話大阪(202)代波3071

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 1 丁 目 1 0 番 地

支陪 ・出減所 名古屋 ・福岡 ・札幌・広島・仙台・富山・金沢・静岡・高総

工 場 相 棋・鶴 見・六 郷・中 lLI ・高 槻

折

針

折

折

濃

川

市

川

川

波

哲

山

山

山

沢

升

松

山

金

銅

刈

問

庖

設 計

備設装

工

塗

・

施

置装

計

和調

設

壷

z

t

m

m

Z

B

 

空

給 .1)f:水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷房 設備

社

支 庖

大 阪 市 北区 中ノ 鳥二丁 目 ( 新朝日 ピノレ5 階)

電話大阪@6041 ・⑧7046(代)

本社及東京支庖東京都中央区八重洲三丁目七

営 業 所 名 古 屋 市 中 区 菅 原 町 2 丁目

( セ ンタ ーピ ル)

所 広 島 市 法 問 ー ( 朝 日 ピJ レ)

材

大 阪

式

社

株

会

言語西原衛生工業所大阪庖

絡連

電話大阪⑮3531番

2  

コた阪r 1iノミ徒lぎ'1'津南通 n 目44



暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

晃 商

冷 曜 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施
4

2

 

株式会社

本 社

支 庖

工

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 代表 ( 341) 7  0  3  1  

(201)  7751- 3  

(  74 )  1  1  5  8  

(  97 )  1  8 2  0  

( 2 ) 1 5 9 6  

5 0 9 8  

( 2 ) 4 5 3 7  

東京都千代田区小川町 2 丁目l 桧ピル

福 岡 市 養 巴 町 22

名古屋市中区新栄町 2 丁目 1

福 井 市 宝 永 上 町 1 0 5

松 江 市 東 本 町 4 丁目 147

広 島 市 紙 屋 町 8

出張所

社

本 社 大阪市西区京町婦 1丁目62 1ll結(441)代表2613 ・代表9431

出張所東京都北区上十条 1丁目10 1ll 際 (911) 3  9  4  1  

名古屋市中村区牧野町1の6 電 話 (5  4)  0  9  6  6  

神戸市生悶区北長狭通 7丁目1の1 電陪( 4) 1778 ・必86

広島市 中町2 番地の 4 電 話 ( 2) 7575 ・7588

. .6. 

ｾ＠式株業エ回山

生

，置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

暖

jE. 

業 社工

大阪市北区中之島4- 39 m⑪6671- 5 

東京支社 東京都港区芝浜総町2- 7 電(431) 7341-5

支 底 北海道 ・仙台 ・名古屋 ・広島 ・偏閲

日朝
式

社

株

会ｾ＠

i慶 冷 房 ・水 道 術 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二丁目一番地

電 話 大 阪 ⑩ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

包 話 (351) 2  l '  7  7  - 8 番

神戸市生問区下山手通八T Et 三三 市街元町@3035番

仙 台 市 東 四 番 丁 四 五 電 際 ②5136l11'

ゐ

冨
株式会社

腐

本

支

神戸出積所

仙台出頭所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 30 電 話 大 同 jjSE;ZL。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 ( 281) 2  6  3  1  - 5  

仙 台 市 新 伝 馬 IIIJ 6  0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市

京都 市 中京 区両替町通 リ前li 小路上ノレ

電 話 @(代表) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37( 天満橋北詰)

電 話 ⑮ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末広町 電話;7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 匂 話 3 6 1 0

対 ｦｾ繁JII 代表取締役

⑨ 

社

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

c  

本

仙 台 支 庖

名古屋出張所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピノレ 六 階

包 括 大 阪 ⑩ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2  5  

( 代) 9851 - 9 ・9951- 9  

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ j

I 話 東 京 ( 291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

社最

尽

大

大

東

。 暖 冷 房 空 気 調 和 i 環 境衛生工事一切

、! ! e' 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大阪市北 区万才 町50 北大阪ピル

電 話 大 阪 ⑪ 8 6  7  1  

大阪事業本部 大阪市 北区万才町 50 北大阪ピル

電 話 大 阪 ⑩ 8 6  7  1  

東京事業本部 東京都新宿区四ツ谷三条町18 白熱ピル

電 話 ⑨ 4 臼 2 4  - 7  

名古庭支 1苫 名 古 屋 市 中 区 減 代 町 7

電 話 @ 4  6  9  0 ・3 5  2  0  

営業所 ・出潰所 下関・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京都 出張所

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 絶 句 ド 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

理 研

大阪営業所

3  

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 (大 ピJ レ)

電 大 阪 代 ⑪ 8 6 2 1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 l の46 (大同 ピル〉

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6 番

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡所

本社・分室

本社・工場

業営

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

電 話 ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 09. 2 8 0 0 ・2 13 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (811) (代 表) 6  2  9  4  

支后出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本
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社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

ふ

玄株 式

ｾ＠

ヌL電浅 海

電 気 工 事 設 計 施 工

雄

大 阪 市 北 区 老 松 U 1T 2 丁 目 2 2

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

電 話 (481) 8 6 2 1  - 4 ・3 5 7 3

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川・ 福 岡

正海浅取締役社長

ネ土

東京支社

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 - 5 若干

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目十二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福| 吋

. 6.  

;z::5¥ 式株

ｾ＠

ヌL電藤エ

営 業 所同7業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

電 気 工 事 設 計 施 工

社

. 6.  

;z::5¥ 式株業エ原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 二 五 番 地

電 話 大 阪 代 表 ⑩ 8 1 3 1 - 7

東京都港区芝金杉町二丁目十三番地

名古屋 ・神戸・新宮・御坊 ・松山 ・草津

村
ム
「
，

取締役社長

社本

英

大阪市北区永楽町 8 番地 ( 日産生命館)

電話大阪⑭代表 Ｑ ＲＳＴｾＹ

支，社 東 京 ・ 名 古 屋

出事所 舞鶴 ・広島 ・八慨 ・福岡 ・富山

-一=

ロ

z

a

-

-

原架取締役社長

東京支庖

営 業 所

4

2

 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 IlIT 1  5 番 地

電 話 大 阪 (341) 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 喬 地

全国燃料会館607号室 電話東京 (541)7464 

大阪商 ・北海道 ・名古屋・四日市・福山 ・稲岡

ｾ＠

ヌL電トマヤ株式会社

￬ￌｾ＠士

耶dl 取締役fl 長

社

東京営業所

本
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山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 T tl 三 朝 日 ピ ル 6 隣

¥'U  ，抗 大 阪 悶 ⑮ 9 5  3  1  ( 大代表)

営業所 大 阪 市商区土佐J . l i l 通 リ 四 丁 目 八百陸地

Hi ，m 大 阪 悶 ⑪ 5 2  0  1 帯( 代表 ) - 3

出張所 京 都 市 右 京 区 間 院 今 川 町 六 7荘 地

沼 野; 京 都 府 @ 3  4  8  1 番

電

取 締 役 社 長

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 調 工 事 設 計 施 工

三 宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 制 笠 町 五 o ( 堂ビノレ三階)

ZE 話 (312) 1  4  7  1  ( 代)

東京都中央区西八丁掘四丁目十 (後閥抗日 階)

電 話 (551) 5  5  9  0  - 2  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 ( 98 ) 2  3  6  - 7  

松 市 符 津 町 才 凶 四 ノ

Z言 語 ( 粟津) 2  3  7  

市 三 宝 町 七 丁 目 三 六

社

陽朝
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ヌL

若恒h

唱，本中
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. 6.  

ココZ式株

ｾ＠

ヌL電東j工

R明

大|妓 i li 城 東 区 野 江 東 之 IIIJ 三 丁 目 一 五
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正本中取締役主|長

ネ土本

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 f[i 生 野 区 Jl )Y山j j J i 9 T EI 72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) ｾ＠ 8  
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電 気 工 事 設 計 施 工
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( 日本工業規絡表示工場)
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電 話 大 阪 (202) 0  3  2  5  - 9 番

社 寺 数 寄 屋 用 瓦… 大 悌 瓦

9ヲ

耐 風 雨 緩 勾 配 用 瓦… 大 和 瓦

美術建築内外装用タイル … 大悌タイル
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リグノイ ド 床 ・ 床 材 料

樫 野 石 灰 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

製造 ・販売 ・施工
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( 株) 久 1呆 j窃 1;15 大阪市北区真砂町 5 大 阪 (341) 0207- 8・4836- 7

近
( 株) 木 下 謹 三 湖 底 大阪市西区江戸堀 南 通 5 / 35 大 阪 (441 ) 5408 ・5486

( 株) 井 上 i争 失 商 庖 大阪市西区江戸堀 下;m1 ノ 7 大 阪 (441) 8531- 5  

( 株) 大 和 R話
ヨd込ス 大阪市南区両津町 4 番 丁73 大 阪 (631)  ＶＲＲｾ＠ - 4  

( 株) 石 田 建 中オ 庖 大阪市東淀川区元今里北通り 1 / 31 大 阪 (301)3340 ・3505

重量

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍里子区旭 町 1 / 51 大 阪 (631) 3434- 6  

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大 阪 市北 区茶屋町 38 大 阪 (371) 6555- 7  

l頓

日 本 波 音 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖 大 阪 市北 区寓間町40 大 阪 (341)  1804 

不

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒問問Tl 丁目 神戸 ⑤2140 ・2697

同
( 株) 中 出 商 ｾ＠ 神 戸市兵庫区上沢通 6 / 9 神戸 ⑤4630

)  

タ ア
J ミ

ヤ ; /  R話 庖 京都市下京区四条大宮雨入学校前 京 都 ⑮ 0871- 2  

田島応HJ化工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大阪市西区京町沼 1 / 74 大 阪 (441) 5951代 ぷ

東
|品l 用 建 材 株 式 会 社 名古屋市西区桜 木 町 3 ノ 8 名 古 屋 ⑪7461- 3  

( 株) 名 建
11‘司、 ｾ＠ 名古屋市中区宮出町41 ノ 2 名 古 屋 ⑧1329 ・2817

0

2106

海
，lf1 ，ｦ，ｦｾ＠ 建 中イ I;!i 名古屋市中区材木田T1  / 12 名古屋⑧，3295

北 川 経 ｉ ｾｦ 工業株式会社
金沢市西側町 8 金 沢 ②4552- 3  

ｾｴ＠
北 川 経 lff 工 業 ( 株 ) 富 山 出 様 所

富山市奥田新聞T23 富 山 ②2218 ③ 1014

北 川 縫 背工 業 ( 株) 福井 出 張 所
福井市大和申阿 70 福 井 ②4532

陸

(株) Jゐ 寺完 庖 定.j Jj i司市大坪旭町 2 丁目 32 / 1  ifl; J;f.J①2463 

(株 ) 小 品 L 務 応 富 山 営 業 所 富 山 市 神;m町 3 区 1003 富 山 ②8221

中

， ' 1 盛 建 材 株 式 会 社 広 島市鉄 砲 町108 中 ② 2281- 4  

1Tl〈 盛 建 材 ( 株 ) J河 111 oi f; 業 所 11司山市東田 町 3 IMJ 山 ②7911 ・8169

国
( 有) lff 甚 匝話 r.!i /;111山市内山下30 / 10 間 山 ②4272

( 株) j兵 原 重量 商 庖 尾 道 市 古和 町新 浜 尾 道 2760

四
( 株) 浜 原 盤 尚 庖 防 府 立: 応 防府市大林寺 防 府 ②3611 - 2  

国

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 A2i 伝 市 宮脇 町960 高 松 ③5034

ile 和 商 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番 町21 松 山 ②8161 - 5  

九

Il j( 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 常 業 所 福| 崎市万11' 寺 前 町14 司E ③ 1225- 6  

高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大橋 町 138
長 崎 ④1726

州
高 稲 工 業 ( 株 ) 小 倉 営 業 所 小 倉市西本 町 2 小 鎖 的6177

建設省阪建22号認可 出 資 金 600 万 円

星
西日本アスフ到しト事業協同組合

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 品 目 ー 1 τ 7 4  T_ I i ! - ⑪ 代 占 5 9 5  1  

東 京 東 京 侮 千 代 田 区 神 間 行 本 町13 ( 閏島応用内) T  E  L  (866) 代表 6101

東 海 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 - 8 T E L @ 2 7 3 2  

博 多 福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  T  E  L ② 2  0  8  0  7  

岡 山 岡 山 市 西 古 俗 2 9 9 - 5 T E L I!) 2 6 9 2  

9  



雨 の 多 い 日 本 に は …

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

マミ ｊ 予ｾの ｓｋ 式軽量鉄骨天井下地

'

h

v

 

易
ふ

J

い

・

つ

い

な

り

な

わ

取

え

狂

燃

MAN⑥ T E N 

発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社

製 造 元 株 式 会 社 満 点 製 作 所

大 阪 市 南 区 日 本 絹 筋 3 丁 目 2 番 地 氾 語 大 阪 ( 641) 1156- 8  

東 京 出 張 所 東 京 都 江 東 区 亀 戸 田T 2丁 目 114 ( 祈1晶相 ピル内) 電 話 東 京 ( 681) 8425 

10 



ー「

( 法 定 不 燃 材 ・ 較 量 石 綿 耐 火 板 )

ァ ｘｾｉｘ ト］［ ''I II 'J 【

フ ァ イ ヤ ボ ー ド は 今 般 英 国

ケ ー プ ア ス ベ ス ト 社 と の 技

術 後 携 に よ り ア ス ベ ス ト ラ

y クスと 改 称 致 し ま し た 。

完全耐火性・軽量・吸音・断熱性・

永 久 不 変 性 ・木 材 と 同 様 の 加 工 性

トムレ 'Y'I I X

網島

日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

本 社車京都中央区銀座酉 6の3 電 (572)0321 ・ω31(代)

大 阪 支 苗 大厩市蘭区温町通 4の 2 5 喧船場 (251) 5491 - 8  

名古屋宜唐名古鹿市中区下前津町 117 曙 南 (32 ) 6591 - 5

九州主宙掴欄市蕗棋大通り 2の8 1 電福岡 (74) 1747 ・21127

杭脱出費所 札 幌 市 北 四 条 西 2 丁 目 電 ( 2 )6472 (  3  )0520 

オ ー ト メ ー シ ョ ン で ボ ン デ ー 並 び に 完 全 焼 付 塗 装 に 依 る

。M混 同 持

CB.T. K.S)  

錆ひ、与ｾ｜］］耳革冨宅

スチールザ・シシ・ドア田・シヤ・νタ圃

3t ぺレ・タ・・ドjJ -J' ンカ・.

アルミサ・νシ・ドアー

警 喜 三 憲 製 作 所 |

本 社 工 場 尼 ケ 崎市神崎五反田200 電 話 大 阪 (401) 6158 ・6159

11 



， 
る い 暮 しX祭、乞宏' t a¥参ず aR

建築基準法定不燃材料

フ レ シ キ ブ ル 板

平 板 ・ 軟 質 板

パ ー ラ イ ト 板

孔 あ き 板

サンドイ ツチ パ ネ ル

小? 皮板・大よ皮板

( 着 色 ・ 化 粧 板 他 )

各 種 加 工 品 あ り

契 し い カ タ ロ グ お 送 り し ま す

東 京 都 中 央 区 銀 座 ワ- 3 朝 日 石 綿 ピ ル

電 話 ( 5 ワ 1 )  

ド 協 会

ト 協 会

ト ボ ー石 綿 セ メ ン

波 形 石 綿 ス 1  3 5 9 ・6 9 1 4レ ー

建 設 用 鋲 打 銃 ド ラ イ ブ イ ッ ト が

軽 量 鉄 骨 業 界 に 贈 る 新 工 法 /

同議長

ドライフ. . ，べ升Z理

ド ラ イ ブ イ ッ 卜 ・ ド ラ イ ブ ピ ン

ドライブリベ ッター・ドライブリベット

製 造 元

白 血 ド ヲ ......7. . . . . ，. ・・，ト株式会結

東京・大阪・名古屋

T  E  L 34 1 - 6 4 4 4  

36 1  - 8  7  0  9  

御

手

持

ち

の

ド

ラ

イ

，

フ

ィ

ッ

ト

(

三

三

O

型

及

周

囲

O

型

)

に

ド

ラ

イ

ブ

リ

ベ

ッ

ト

用

ア

タ

ッ

チ

メ

ン

ト

を

取

付

け

る

だ

け

で

電

気

も

、

ド

リ

ル

も

、

コ

ン

プ

レ

ッ

サ

ー

も

使

は

ず

に

薄

鋼

板

金

属

頓

に

、

瞬

間

に

、

強

固

に

経

済

的

に

リ

ベ

ッ

ト

打

ち

が

出

来

る

特

殊

リ

ベ

ッ

ト

法

が

完

成

致

し

ま

し

た

。

大阪市北区絹笠町 11

12 



吸

音

テ

ッ

ク

ス

。
多

素晴らしい花格子グ

三 次 立 体 }JII 工 の 決 定 盤

"・g ヲミJマー

ーー・1/L  . . . .  l  

- 理w

の新建材

プ リ ン ト 合 板

巳 弔 オ 〉

ビ ニ ラ イ ト

'1 A. J. 今吻 Ji

美 濃 ， 、 本 ，ι

九銭采J t . . 滋

強 力 合 成 接 繍 剤

ＷＮＮＯＢＮ ・ ｱＮＮ Ｍｲｾ

Zスロシqイ処

tI:J ヲz- J ，

流し台・調理台

大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 59

電 話 大 阪 (741 ) 1 2 9 6 - 7  

和 歌 山 市 新 姻 6 丁 目 13

話 和 歌 山 (2) 0298 ・9435

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

(541)8731- 3  

じ

大 阪 市 東 区 北 浜 ・電 ⑫ o 1  4  1  

13 

おた

真

す

写

電話 (531) 1003- 5  

り

築

な

建

ねつ

出 張 所

Stdndard 



網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス (ZC二[ 建) 長サ 96税 問 勝

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト
波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化 ポリエステノレ板) 各種波，寸 法 ( 長尺物有)

可 唱 曲 阿 唱 曲 ， . . 何 千 司F マ マ ー ご - - ご 司" . . . . . .  ... ｾＢ甲 小 ，ＮＮ除Ｎ，Ｎ，Ｎ，ＮＮ，ＮＮト向陣、～Ｇ、 ｎ 、 ｎ 、 向 、，帆削除，Ｎ，ＮＮ，、，ＮＢＮＮ，Ｎー

⑮ 製 造 販 売 犬日本硝子工業株式会社

I I . G. C試

シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メタ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M 38 番 責 任 施 工

米 国 パプコ. コ ンパ ウ ンド ア スフ アルト 販 売

内外Z 業株式会結

脇 山 静 夫

本 社 大 阪市阿倍野区旭町一ノ 五一 電話俗41) 3434- 6

岩 元 式

l スカイライト並開ぺ' ンチしBI

寄 木 貼 床 板

フ ロ ー リ ン グ 施 工 請 負

プ ロ ッ ク

ベニヤフラッシュドア一 造 作 取 付

グ ラ イ ン ダ ー 床 商 1 ]

6夢 幻 寄
木 商

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 堀 6 - 4 9  

電 話 (251) 373 1 ・3 !J 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 l

'14 

A

Q

Z

 

サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オベレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタログ進呈

+
4
 

4

A

1

 

会

問

引

式

馴

寸

朱

駒

山

4

4

区

ト

業

町一一即

f

(

 

工

芝
山

一

冗

柑

山

一

相



アルミニウム 東京カーテンオール工業株式会社

(  I日社名東京鋼板工業株式会社)

ス テ ンーレス

ブ ロ ン ズ

カーテンウオー) [ ， 本社及工場

大 阪 支 J苫

名古屋支庖

福岡出猿所

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 (891) 8  1  3  1  ｾ＠ 8  

大 阪 市 北 区 絹 笠ゴ汀 18 番地( 夜間基ピノレ 3 階〉

笥 話 (lO) ＹＱＵ ＴｾＷ＠

名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商ピノレ) @  ＲＵＷＸｾＹ＠

福岡市橋口町15悉地の1 (サ γ ピノレ3階) @8825 

KANDAN 媛冷房温湿度耀 i  

各 種 送 排 風 機 f  

j  i7 関 Ｑ 議開合 ｪｦｾ

安 定 し た ス マ ー ト な 外 観

モ ー タ ー フ ァ ン に よ る 高 率 撲 気

内 外 の 技 術 陣 が 生 ん だ 傑 作

内 外 建 材 株 式 会 社

大阪市西 区土佐堀船岡T23 ( 大 阪 商工 ビJ レ)T E  L (441) 3983 ・4396

工場 大 阪市城東 区天王田 町 1 の141 T  E  L  ( 962) 1149  

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プラッ トホーム ・

体 育館 ・ア ー ケ ー ドに品適

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 喬 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防水工 事 E

S  ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアノレ トタイノレ工事 E

ミ耐酸モノレタノレ工事 T 各 種 床 工 事 E

大 阪 耐 密 会 Z 業P J {

大 阪 市北 区浮 田 町82番 地 電 話 大 阪(371 )1333番

15 



ゆ

の
N O. b 0 2 1  

NO. 6 0 21-1 

番 種 照 明 器 具 設 計 製 作

大 光 電 機 株 式 会 社

本社工場 大阪市東成区大成通り 1丁目 103番地

電 医 大 阪 代 表 (971) 8  2  5  1  - 8  2  5  5  

出 張 所 札 幌 ・東 京 ・名古屋 ・広島 ・福 岡

円筒形ト巳ラ錠の決定版H

デ ラ ッ タ ス Ｈカタログ剛ｾＭ 乙 醐 氏 名 御 職 業 醐d己人

3 品 種 住宅玄関事務所I f l .IIII 仕 切ITI ‘ 廊 下 通 路 市 、 連 摘

せる間仕切f l I . 倉崎用、学校荊院111. 出口専問、

ピ ル 五 開 通 時 間 . 浴 室 トイレ γ トIfl

2 材 質 ステンレス、砲金.

S 眠 状 広 角 盟、問垂盟、

ス タ ン ダ ー ド

ぉ
辿下嶋

制

u'

L

L

 

用

ム

所

一

務

ユ

事

一

-
ミ

型

閲

ル

主

ア

角

宅

質

住

硬

広

謹

賀

状

晶

材

郡

山

・
・

内
4

・

0

黒川金物株式会社

本 祉 太阪市首I区高措置r 1  0 昏T 1 9 番地 T E  L lt /<@' I.国吋・師団

骨量所 東軍部江東区深川情 ｉｾ 町 Ｒ 丁目 Ｙ 番 地 T  E  L  (6. 1)  7  2  5  0  

工 場 奈 良 県北高城町香芝町別所10副 書地 T E  L  ( F m)  1  0  9  

16 

化学工場の構造狗e

酸蝕から守れ/

ポリエステル系レヂンライニング

ヱポキシ 樹指ライニング

サ ル フ ァ 系 煉 瓦 園 地 材 料

レ オ パ ノ ー ル O R G 耐 酸 工 事

現 場 責 佳 施 工

設 計 ・ 地 工 に は 是 非 弊 社 に

御 相 談 願 い ま す

耐酸化学工業株式会社

大 阪 市 北 区 高 垣 間T 8  0  

電 話 大 阪 (361) 178 (代表) (341)  4957- 8  

@  

石 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く //

アスベストJ t
l

) ヤ

Asbesto. Bar ri ev 

( 硬質石綿板)

建物内外壁、間仕切 、天井扉、電気室

発短所、配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製糖、製油製薬工場の床スカ

ート 壁などに段通

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 の 1 1  

電 話 ⑮ 3 4 4 2 ・4 0  7  8  

( 呈カタログ)



猪 口 庁 御 指 定

吹 付 及 び 径 落 ソリ ジッ ト スタ イ ン) 製 造

床 材 ( 合 同 リグノイ ド) マグネシ ート 〉販 売

外壁 シリコ ン防水 ・ゴーレ ジン樹脂防水) 立任施工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

本 社大阪市東住吉区東之町3ー 193 m大阪 @ 9086 ・8219

営 業 所 大阪市東住吉区駒川 町3- 54 m大阪 ⑩ 4370 ・6760

出 張 所 広 島 市 比 治 山 本 町 1180 m 広 島 o 4 9 6 7  

東 京 都 新 宿 区 花 刷 通 46 電東京 (351)5298 ・5264

• 
， 

ーへ・、‘ 商 月 報 無 料送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浪速区西円手町一O一七番地 淡町駅貨物八号門前

話 (562) 0  8  0  O.  0  8  0  8  - 9  

超l > i ! ! 骨材に顔料、薬品等を配合した粉末剣でその他

水 練 リ、 金 銭 仕 上 げ の ぬ 特 に 技 術 を 袈 せ ず 、 色 ム ラ 、

/ 口 汚 れ 等 の 鍬 占 が な い 耐 熔 粍 性 特 に 強 大 、 表 市I滑

らかで美しくi ! ' i i紫、耐水性にr . rみ価格低師匠でありま

す 。 ( 坪 当 り 材料 代 ￥ 950) 仕 上 り 厚 さ 約 2 協 程 度

学 校 、 工 場 、 病 院 、 事 務 所 、 i商 l苫 、 ガ レ ー ヂ 、 ガ ソ

リンス タ ン ド 、 住 宅 内 玄 関 、 流 し 、 浴 室 、 プー ル 等

に 最 趨 て吋あ り ま す . ( カタログ進呈 )

25 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 出 張 所

大阪市東区高麗橋二丁目 九 野村ヒソレ五階

電 話 大 阪 ⑫ 4 2 5 7 - 8 番

止
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ナニワ緩勾 ｾＲ 頁

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大 阪 市 此 花 区 四 l t Q，旭町 1- 3 T E L  ( 46 1)  3 5 9 4  

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 l t ぬ 旭 町 1

綜合建築設計への道

ｾ可
設 計節 1 . 各 州 鉄'¥'1. ・鉄 筋 コ ン ク リー ト 進

建築の設別 ｾＺＺＺ ｉ 週Ａ

2 . ダ イ ヤ モ ン ド ト ラ ス ・ジ グ ザ グ

ト ラ ス ・ 平 行 ト ラ ス 等

各 州 大 政IBJ 鉄 骨.i立 の 設 計 院 理

1. 耐 渓 耐 風 木 村 核 合 金 具 の 製 造 販 売

P A T .  0 式 ( 織 本 式 ) ヂベ ル 及 ク ラ ン プ

2. 鉄 筋 の 按 手 及 末 端 定 治 金 共

P A T . パ コ 及 バ ス ト

食、

織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 旧総本建築設計々算事務所 ・織 4'特殊椛造研究所 ・合体)

東京都中央区日本怖かきがら町 3 の 2 電話( 671) 6443 ・7007 ・7062

地 質 部

株式会社

ポ ー リン グ ・建 築 物 基 礎 工 事

の 為 の 土 質 問1M公

17 



18 

55 5  ナイロンベアリングで扇の開聞が軽快! /

三栄建材工業株式会社

大阪市 '1・野区総矢柄町一五一番地

大 阪 (741) 4655 ( 716)  0188 ・0189

ｾｩｦｴ ・リトビＺＺ，号
7 ロアーヒ= ，! 努

ネヨマEPテスト三〆ュート

圃 ポ ン デライ ジ ン グ に 依 る 完 全 防 鈎 加I _r  (11111 

特 徴

画 凶転紬i . ' f f iにナイロンベアリングを採附した耐久品

築炉並に建築用煉瓦積工事・装飾用化粧煉瓦積工事

コ ン ク ソ ー ト パ イ ル ・ コ ン ク ソ ー ト フ ロ ッ ク

助管・煉瓦・とューム管・衛生白容

モ ＧｾＧＱ ｬｴ 敷プロ・リヤ・ス｟ＢＭサ・各種コンヴリート製品Ｍ，え

⑪森延窯業株式会社

取 締 役 社 長 森 下 延 幸 ・専 務 取 締 役 船 津 稔

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 電 話 (671)2420 ・8217

浪建式

アJLミサwシュ・ド7-

スチールサ，リシュ・ドJ ' -

シャ，リター・ it ベレーター

lトカライジル処理I揚鵡

4 ・h 一製造販売ー

&血血山1

場建 捗

浪速建牧Z業様式会社

日 澗 州

全国線代理庖 l  

‘.  

‘  



.  
， 
H  

- 御申越次第カタログ進呈

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

曹..!#Iミー陣取帯

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾紅

19 



鋳かない 岩佐のサ・ソシ・ド7 ' ー

当社の製品はボンデライトをして焼付塗装をして居ます

株 式 会 社 岩 往 鍛 工 所

本社 ・本社工場

尼 崎 工 場

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 2 - 31  

尼 崎 市 守 部 下 河 原 1 5  

，I { t 話代表 (471) 5  1  2  3  

電 話 代 表 (401) 6  7  5  1  

写 真 比 帯 構 証 券 ピ ル

⑧ 大 阪 建 制 王 業 短

本 社

名古屋営 業 所

東 京 事 務 所

金 沢 営 業 所

塀 市 伝 屋 町 1 - 6  T E L  ( 3) 5241- 9  

名古屋市東区東新道町 2 ー 7 T  E  L  (97)  7  2  6  4  

東京都千代田区平河 町 1 - 2 T E L  (却1) 1  2  4  8  

金 沢 市 下 新 町 1 3  T E L  ( 3 ) 3427- 8  

20 
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E 日 本 建 鉄

の PS型レデ: ィ〆ードサッシ

ノ

?I L: : サ、シシドア

..・-F  日 本 建 鉄 株 式 会 社

本社Ａｒ ｊｾ ，ｭ［ T  fUIII' (_ 大 T 開f 2 - 8 T E L !R J;( 2010341( f U 

大 阪 伶 来 川 大 ｉ［Ｇ､￮ｾ ヒｼメメ，Ｇ ，ιＺ ，ＱＮ ＲＭＳＹ T E し大阪 36167581代)

"リl

ｬ十，ｾ

Ｓ“ｾ，Ｇ［＠

即J

日本建築協会優震謹明 セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

吋ドヲ元- f J イ阻害

ｾ 株式会社日本セメント防水剤製遺斯

、
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昭

和

二

十

四

年

三

月

十

九

日

第

三

種

郵

便

物

認

可

第 4 号

と社会建築
者ｾ 4  4 輯

〈技術の目立〉

昭

和

三

十

八

牢

凶

月

二

十

日

印

q

J

川

(
毎

月

廿

五

日

発

行

)

昭

和

三

十

八

年

四

月

廿

五

日

発

f

/  

- 洗練された外観 どんな場所 にもピ ッタ リ

・定評ある性能と構造 故障なく運転音が静か

・簡単で安全な操作 全自動安全装置

・完ベキなサービス綱

りに理想的な麗境づく

. お問 い合 わせは弊社汎用機事業部へ

東 京都千代田区大手町 2 - 8 (第 3 大手町ヒツレ)

電話・ Jln j( (270)  2111 ( 大代)

冷 凍 及 び 空 気 調 和 装 置

・ タ ー ボ 冷 凍 機

・ ク ー リ ン グ タ ワ ー

・ エ ア ー ク リ ー ナ

パ ッ ケ ー ジ 形

BOI ?- ] シ予祉ショすー

製 他 府
%  B  

厚 さ 2 % ・ 一 面 坪 ￥ 3 5 0 0→ 4 0 0 0 ・ カ タ ロ グ 進 呈
8 匂ら

筋

見

す

ト

意

で

ウ

の

ロ
ク

8 切1 x  3 0 4.  

ず

ル

!

ま

イ

床

タ

の

P

 

. 3 0 4.  

売

価 ，

部

金

百

八

十

円

み 易 く 仮 敷 も い ら ぬ ス ピ ー

デ ィ な 方 包 工'1主』 ど に 、 わ れ ま

す 。 p タ イ ル は と‘ ん な 場 所

で も 明 る に 、 王 景 写 主 を つ く る 床

材 〔製 法 特 許 品 〕 で す !マ

美 し い ! は が れ な い ! 傷 が

つ き に く い一一一一 P タ イ ル に

関 し て の 一 一 致 し た 意 見 で す

玄 人 筋 か ら は 『柔 軟 性 で 木

や コ ン ク リ ー ト の 床 に も 思11

。りじ ｐｾ多ｾＮ，ｾ＠
冬

(
送

料

共

)

T  E  L  (866)  ￭ｾＶ Ｑ Ｐ Ｑ＠

T  E  L  (441 )  イモ 595 1

T  E  L  (57)  2  7  3  2  

T E し ( 2 ) 2 2 8 1

T E L ( 2 ) 2 8 0 7  

東 京 / 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町 1 3  

大 阪 / 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ノ 7 4  

名 古屋 / 名 古屋 市 西 区 桜 木町 3 丁 目 8 番 地

広 島 / 広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

博 多 / 福 岡 市 万 行 寺 前 回T 1  4  

田島応用化工K K *

電 伝 大 阪 ( 231 )9648 ・9649 ・9640

復 讐 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 醤

ご 入 会 の お 申 込 は ー

r.築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 


